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凡
例

　

一
、
本
図
録
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
九
月
一
日
（
日
）
か
ら
十
二

　
　
　

月
一
日
（
日
）
ま
で
を
会
期
と
す
る
昭
和
天
皇
記
念
館
・
宮
内
庁
宮
内
公

　
　
　

文
書
館
共
催
展
「
摂
政
宮
と
関
東
大
震
災―

宮
内
庁
の
記
録
か
ら―

」
の

　
　
　

解
説
図
録
で
あ
る
。

　

一
、 

本
展
示
会
は
、
宮
内
公
文
書
館
が
企
画
し
、
昭
和
天
皇
記
念
館
展
示
室
に
て

 
 
 
 
 
 

開
催
し
た
。

　

一
、 

本
図
録
中
に
掲
載
・
引
用
し
た
資
料
の
う
ち
、
所
蔵
先
を
示
し
て
い
な
い

　
　
　

も
の
は
す
べ
て
宮
内
公
文
書
館
の
所
蔵
資
料
で
あ
る
。

 
 

一
、
本
図
録
中
に
お
い
て
、
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

　
　
　

し
て
文
書
を
作
成
・
取
得
し
た
部
局
名
を
簿
冊
名
の
直
前
に
記
載
し
た
。

　
　
　

た
だ
し
、
部
局
名
が
判
明
し
な
い
も
の
は
記
載
し
な
か
っ
た
。

　

一
、 

本
文
中
の
釈
文
・
引
用
文
に
付
さ
れ
た
読
点
・
ル
ビ
・
カ
ッ
コ
内
の
注
記

　
　
　

は
、
執
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
字
・
異
体
字
は
適
宜
常

　
　
　

用
漢
字
に
改
め
た
。

　

一
、 

本
図
録
に
掲
載
し
た
資
料
の
写
真
は
、
協
力
機
関
・
協
力
者
か
ら
ご
提
供

　
　
　

い
た
だ
い
た
も
の
及
び
宮
内
公
文
書
館
の
職
員
が
撮
影
し
た
も
の
を
除
き
、

　
　
　

株
式
会
社
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
、 

本
図
録
の
執
筆
は
、
署
名
原
稿
の
他
、
左
記
の
通
り
分
担
し
た
。

　
　
　

豊
田
恵
子
（
宮
内
公
文
書
館
公
文
書
調
査
室
）
：
第
五
・
六
章

　
　
　

辻
岡
健
志
（
同
右
）
：
第
二
・
三
章

　
　
　

宮
間
純
一
（
同
右
）
：
第
一
・
四
章

　

一
、 

本
図
録
の
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
宮
間
純
一
が
行
っ
た
。

 
 

一
、 

論
考
編
で
は
、
敬
語
表
現
を
最
小
限
に
留
め
た
。

を
中
心
に―



ご
あ
い
さ
つ

　
本
図
録
は
、
昭
和
天
皇
記
念
館
・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
共
催
展
「
摂
政
宮
と
関
東
大
震
災―

宮
内
庁
の
記
録
か
ら―

」
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

展
示
で
は
、
主
に
関
東
大
震
災
発
生
後
の
摂
政
宮
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
の
御
動
静
を
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
に
伝
わ
る
記
録
か
ら
紐
解
き
ま
し
た
。
ま
た
、
皇

室
の
方
々
の
思
召
を
体
し
て
震
災
対
策
・
被
災
者
救
援
に
奔
走
し
た
宮
内
省
職
員
の
姿
も
取
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
に
神
奈
川
県
相
模
湾
北
西
部
で
発
生
し
た
大
地
震
は
、
火
災
・
津
波
被
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者

数
が
十
万
五
千
人
を
超
え
る
日
本
史
上
最
大
規
模
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
摂
政
の
お
立
場
に
あ
っ
た
皇
太
子
裕
仁
親
王
は
、
日
光
で
御
静
養
中
の
大
正

天
皇
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
大
震
災
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

発
災
後
、
摂
政
宮
は
宮
城
（
皇
居
）
か
ら
赤
坂
離
宮
広
芝
御
茶
屋
へ
避
難
さ
れ
、
翌
日
に
は
余
震
が
続
く
中
、
内
閣
総
理
大
臣
の
親
任
式
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
府
・
神
奈
川
県
の
被
災
地
へ
行
啓
さ
れ
て
悲
惨
な
被
害
の
実
態
を
御
自
分
で
視
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
月
後
半
に
は
、
貞
明
皇
后
も
被
災
地
の
御
視

察
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
皇
后
や
皇
太
子
が
、
直
接
被
災
地
を
見
舞
わ
れ
る
の
は
当
時
に
あ
っ
て
は
異
例
な
こ
と
で
し
た
。
以
後
も
摂
政
宮
は
、
復
興
へ
向
け
て

震
災
対
策
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
示
の
開
始
日
で
あ
る
九
月
一
日
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
九
十
年
を
迎
え
る
日
で
す
。
わ
が
国
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
今
日
、
本
展
示
が
過
去
の
災
害
か
ら
の
教
訓
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
、
貴
重
な
記
録
を
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
九
月
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第
一
章

    

震 
災 
発 

生

震災発生後の東京駅周辺（「関東大震災写真集」のうち）



震 

災 

発 

生

地
震
の
発
生
と
被
害

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日

午
前
十
一
時
五
十
八
分
三
十
二
秒
、
神
奈

川
県
相
模
湾
北
西
部
を
震
源
と
し
て
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
地
震
が
発
生
し
た
。

こ
の
大
地
震
は
、
家
屋
の
倒
壊
・
大
規
模

火
災
・
津
波
災
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、

日
本
史
上
稀
に
見
る
大
災
害
と
な
っ
た
。

の
ち
に
、
関
東
大
震
災
と
称
さ
れ
る
こ
の

震
災
の
被
災
範
囲
は
、
東
京
・
神
奈
川
・

埼
玉
・
千
葉
・
山
梨
・
静
岡
・
茨
城
・
長

野
・
栃
木
・
群
馬
の
一
府
九
県
の
広
範
囲

に
及
ん
だ
。

　

内
務
省
社
会
局
が
編
集
し
た
『
大
正
震

災
志
』
に
よ
れ
ば
、
一
府
六
県
（
東
京
・

神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
・
山
梨
・
静
岡
・

茨
城
）
の
被
災
世
帯
は
、
六
十
九
万
四
千

六
百
二
十
一
世
帯
、
被
災
人
口
は
三
百
四

十
万
四
千
八
百
九
十
八
人
と
さ
れ
る
。
最

近
の
研
究
成
果
で
は
、
死
亡
者
数
（
行
方

不
明
者
を
含
む
）
は
十
万
五
千
人
以
上
に

の
ぼ
っ
た
と
さ
れ
、
全
潰
し
た
住
家
は
一

府
九
県
で
十
万
九
千
七
百
十
三
軒
を
数
え

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図
表
１
参
照
）
。

　

東
京
市
と
横
浜
市
は
、
特
に
深
刻
な
被

図表 1　1府 6県及び 2市の死亡者数・住家被害一覧

※諸井孝文・武村雅之「関東地震（1923 年 9 月 1 日）による被害要因別死者数の推定」ほかから作成。

害
を
受
け
た
。
死
亡
者
の
大
半
は
、
東
京

市
と
横
浜
市
で
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
合

計
数
は
、
約
九
万
五
千
人
に
も
及
ぶ
。
主

な
死
因
は
火
災
で
あ
る
が
、
家
屋
の
倒
壊

に
よ
る
死
亡
者
も
一
万
人
を
超
え
た
。
東

京
で
最
も
死
亡
者
が
多
か
っ
た
本
所
区
は
、

人
口
約
二
十
五
万
人
の
う
ち
、
約
五
万
五

千
人
が
死
亡
。
約
五
万
六
千
世
帯
の
う
ち

約
一
万
二
千
世
帯
が
全
潰
し
、
約
五
万
五

千
世
帯
が
焼
失
し
て
い
る
。
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写真１　日本橋周辺の被災状況（「関東大震災写真集」のうち）

　大正 12 年９月５日午前９時頃に高度 1,000ｍ地点から撮影された日本橋付近の

航空写真。撮影したのは陸軍飛行第五大隊。操縦者は小田曹長、偵察者は林少尉。

中央 :日本橋、右上 :三越呉服店、左下 :白木屋呉服店。震災により三越は火災

で焼け、白木屋は全潰した。

　

官
庁
で
は
、
内
務
・
大
蔵
・
文
部
・
農

商
務
省
な
ど
の
庁
舎
が
焼
け
、
東
京
帝
国

大
学
を
は
じ
め
明
治
大
学
・
中
央
大
学
・

日
本
大
学
・
専
修
大
学
と
い
っ
た
大
学
や

小
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
、
日
本
銀
行
・

松
屋
呉
服
店
・
神
田
明
神
・
帝
国
劇
場
な

ど
も
被
害
を
受
け
、
横
浜
で
も
横
浜
正
金

銀
行
・
市
役
所
な
ど
が
火
災
に
遭
っ
た
。

　

被
災
し
た
人
び
と
は
各
地
に
避
難
し
、

発
災
当
日
の
避
難
民
は
、
丸
の
内
方
面
だ

け
で
十
二
、
三
万
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。

宮
城
前
広
場
及
び
東
京
駅
、
東
京
市
役
所
、

日
比
谷
公
園
付
近
な
ど
は
避
難
民
で
あ
ふ

れ
か
え
っ
て
い
た
（
『
都
史
資
料
集
成
』
）
。

6



摂
政
宮
御
避
難

　

発
災
時
、
摂
政
の
お
立
場
に
あ
っ
た
皇

太
子
裕
仁
親
王
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
は
、

宮
城
（
皇
居
）
に
参
内
さ
れ
て
い
た
。
宮

城
に
も
大
き
な
揺
れ
が
発
生
し
、
ほ
ど
な

く
「
一
円
火
ノ
海
ノ
中
ニ
孤
立
ス
ル
ノ
状

態
」
に
陥
っ
た
と
い
う
。
摂
政
宮
は
、
す

み
や
か
に
避
難
さ
れ
、
当
時
御
滞
留
中
で

あ
っ
た
赤
坂
離
宮
へ
お
戻
り
に
な
っ
た
。

こ
の
間
、
高
輪
の
東
宮
御
学
問
所
は
全
焼

し
、
東
宮
仮
御
所
と
さ
れ
て
い
た
霞
ヶ
関

離
宮
は
「
頗
ル
危
険
状
態
」
に
さ
ら
さ
れ

最
終
的
に
「
御
居
住
不
可
能
」
と
な
っ
た
。

す
こ
ぶ

写真２　大正 12 年９月８日に気球から撮影された赤坂離宮

（「関東大震災写真集」のうち）

写真３　侍従職「日誌」大正 12 年９月１日条

（
緑
枠
線
内
釈
文
）

一
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
破
壊
的
ノ
激
烈
ナ
ル
大
地

　

震
ア
リ
、

　

摂
政
殿
下
正
殿
前
ノ
内
庭
ニ
御
避
難
遊
ハ
サ

　

ル
、
宮
内
高
等
官
、
内
田
臨
時
総
理
大
臣
以
下
内

　

庭
ニ
テ
御
機
嫌
奉
伺
、
午
後
零
時
四
十
分

 
 

引
続
吹
上
御
苑
広
芝
ニ
御
避
難
遊
ハ
レ
、
午

　

后
三
時
三
十
分
同
所
御
発
還
御

　宮内省侍従職で作成された事務日誌。摂政宮は、宮殿

正殿前の内庭に一時退避され、吹上御苑観瀑亭に移られ

たのち赤坂離宮へ還啓。内庭には、臨時兼任内閣総理大

臣内田康哉以下が御無事を確認するため駆け付けた。

かんけい

こうさい

ふきあげぎょえんかんばくてい

写真４　赤坂離宮広芝御茶屋平面図（「赤坂離宮各御茶屋平面図」のうち）

　赤坂離宮の御茶屋の平面図が

描かれた「赤坂離宮各御茶屋平

面図」９枚のうち広芝御茶屋の

平面図。間取り・寸法の詳細が

記載されている。

　摂政宮は、赤坂離宮へ還啓さ

れたのち広芝御茶屋を仮のお住

まいとされた。広芝御茶屋とそ

の付近の外灯・電気が復旧した

のは９月５日のことで、それま

では摂政宮も蝋燭で過ごされて

いた。９月７日には、安全が確

認された赤坂離宮に移られた。

７■震災発生

き
ゅ
う
じ
ょ
う

（
観
漠
亭
ノ
誤
カ
）



震
災
対
策
で
御
多
忙

　

摂
政
宮
は
、
日
光
田
母
沢
御
用
邸
で
御

静
養
中
で
あ
っ
た
大
正
天
皇
に
代
わ
っ
て

未
曾
有
の
震
災
に
対
応
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
図
表
２
は
、
発
災
後
一
週
間
の
御

動
静
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
当
時
の
慌

た
だ
し
い
様
子
と
摂
政
宮
が
御
多
忙
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

８

図表 2　摂政宮御動静（大正 12 年９月１～３日）

※侍従職「日誌」、東宮職「日誌」、侍従職「行幸録」、『官報』、『宮内省省報』、『牧野伸顕日記』、『侍従武官長奈良武次日

　記・回想録』から作成。 山
本
内
閣
親
任
式

　
八
月
二
十
四
日
の
内
閣
総
理
大
臣
加
藤

友
三
郎
の
病
死
を
受
け
、
二
十
八
日
に
牧

野
宮
内
大
臣
、
徳
川
侍
従
長
、
平
田
内
大

臣
、
山
本
権
兵
衛
ら
が
赤
坂
離
宮
に
参
殿

し
、
摂
政
宮
か
ら
山
本
へ
組
閣
す
る
よ
う

お
言
葉
が
あ
っ
た
。
山
本
は
、
三
十
日
に

お
受
け
す
る
決
心
を
固
め
て
組
閣
の
準
備

　
　

を
進
め
て
い
た
が
、
発
災
時
点
で
は

　
　

実
現
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
内
田
康
哉

　
　

が
臨
時
兼
任
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め

　
　

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
山
本
は
、

　
　

発
災
を
受
け
て
組
閣
を
急
ぎ
、
二
日

　
　

閣
僚
名
簿
を
提
出
。
同
日
夜
、
余
震

　
　

が
頻
発
す
る
中
、
山
本
内
閣
の
親
任

　
　

式
が
広
芝
御
茶
屋
で
行
わ
れ
た
。

　
　
　

赤
坂
へ
参
殿
し
た
山
本
は
、「
お
上

　
　

の
御
座
所
は
、
誠
に
御
悲
惨
な
御
有

　
　

様
に
拝
し
ま
し
て
、
恐
れ
入
り
乍
ら

　
　

組
閣
の
事
を
奏
上
し
ま
し
た
」
と
の

　
　

ち
に
回
顧
し
て
い
る
（ 

『
帝
都
復
興

　
　

秘
録
』
）
。
ま
た
、
こ
の
時
入
閣
し
た

　
　

田
健
治
郎
は
、
親
任
式
の
模
様
を
「
歴

　
　

史
的
に
記
録
す
べ
き
と
こ
ろ
の
凄
壮

　
　

な
、
電
灯
と
て
な
く
蝋
燭
の
光
ほ
の

　
　

昏
き
下
で
親
任
式
は
行
わ
れ
た
」
と

　
　

語
っ
て
い
る
（ 

『 

〈
決
定
版
〉
後
藤
新

　
　

平
正
伝
』
）
。

　
　
　

　
　　　

写真５（上）・６（下）山本内閣親任式の図（震災内閣親任式の図）

                                                      （御物）

た　

も　

ざ
わ

で
ん
け
ん

じ

ろ
う

な
が

　山本内閣親任式の模様を描いた絵

画。和田英作が制作した横幅約３ｍ

の油絵である。和田は、帝室技芸員な

どを歴任した洋画家。同絵は、和田へ

御下命があったことにより制作され、

昭和 11 年（1936）９月１日、昭和天皇

へ献上された。献上後、親任式の当

事者である財部彪らへ宮殿にて陪観

が許されている（侍従職「重要雑録」

２） 。その後、この油絵は昭和天皇

のお住まいであった吹上御所大広間

壁面にかけられていた。

　写真５は右：摂政宮、左：山本。

写真６は次の間の様子。左から順に

樺山資英（内閣書記官長）下条康麿

（内閣書記官）、入江為守（東宮侍従

長）、山之内一次（鉄相）、珍田捨巳（東

宮大夫） 、田健治郎（農相兼法相）、犬

養毅（逓相兼文相）、牧野伸顕（宮相 )、

田中義一 (陸相 )、平田東助（内府）、

財部彪（海相）、後藤新平（内相）、井上

準之助（蔵相）。　

たからべたけし

日 時 分 ご動静
11 0 宮城へ参内されるため赤坂離宮御出門
11 58 震災発生、宮殿内庭へ御避難、内田臨時兼任内閣総理大臣・宮内高等官他御機嫌伺い
12 40 吹上御苑観瀑亭へ御避難
15 30 観瀑亭御発
16 0 赤坂離宮広芝御茶屋御着
2 0 大正天皇への御報告のため甘露寺東宮侍従を日光へ御差遣（11時着）
― ― 水野内務大臣・後藤警保局長他状況報告のため参殿
― ― 内田臨時兼任内閣総理大臣戒厳令及び徴発令の件に付御裁可を仰ぐ、同日御裁可
― ― 牧野宮内大臣震災対策などについて言上
18 0 山本権兵衛参殿
20 0 山本内閣親任式
― ― 臨時災害救護事務局官制御裁可・公布
― ― 雍仁親王（秩父宮）広芝御茶屋に御泊、邦憲王（賀陽宮）御来訪
― ― 甘露寺東宮侍従日光より戻る
― ― 田中陸軍大臣関東戒厳司令部編成・同司令官任命に付御裁可を仰ぐ、同日御裁可
― ― 関東海軍司令部条例御裁可・公布
― ― 福田関東戒厳司令官任命の御礼のため参殿
18 30 山本首相を召され御沙汰を賜い、大正天皇下賜の内帑金１千万円を伝達

1

2

3

ぐ
ら



第
二
章

    

被
災
地
御
視
察

昭和天皇行幸記念碑（東京都台東区・上野公園内）

　大正 12 年９月摂政宮の被災地の御視察、昭和５年３月昭

和天皇の復興記念式典への行幸を記念して昭和 10 年９月、

東京市により建立された。



被
災
地
御
視
察

被
災
地
の
御
視
察

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
十
五

日
、
摂
政
宮
が
被
災
地
を
御
視
察
の
た
め
、

東
京
・
上
野
へ
行
啓
さ
れ
た
。
摂
政
宮
は

九
月
一
日
の
発
災
直
後
よ
り
、
被
災
状
況

の
把
握
に
お
努
め
に
な
ら
れ
た
。
御
視
察

前
日
の
九
月
十
四
日
に
も
、
摂
政
宮
は
被

害
状
況
を
撮
影
し
た
活
動
写
真
を
御
覧
に

な
ら
れ
て
い
た
。
図
表
３
は
、
三
度
に
わ

た
る
被
災
地
の
御
視
察
日
程
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
摂
政
・
皇
太
子
の
立
場
に

あ
る
方
が
、
発
災
直
後
に
直
接
現
地
を
視

察
さ
れ
る
こ
と
は
明
治
以
来
初
め
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

九
月
十
八
日
に
は
火
災
被
害
が
特
に
大

き
か
っ
た
東
京
・
下
町
方
面
の
焼
け
跡
を

視
察
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
火
災
旋
風

で
焼
死
者
が
約
三
万
八
千
人
の
多
数
に
の

ぼ
る
な
ど
最
も
悲
惨
な
被
害
が
あ
っ
た
本

所
被
服
廠
跡
に
も
立
ち
寄
ら
れ
て
い
る
。

関
東
大
震
災
の
惨
状
を
象
徴
す
る
こ
と
に

な
る
場
所
だ
け
に
、
甚
大
な
被
害
を
目
の

当
た
り
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、

十
月
十
日
に
は
東
京
と
並
ん
で
甚
大
な
被

害
が
あ
っ
た
横
浜
・
横
須
賀
方
面
へ
も
お

出
ま
し
に
な
ら
れ
た
。

図表 3　摂政宮行啓御日程

※大臣官房庶務課「震災録」２、東宮職「震災録」1、東宮職「日誌」、『侍従武官長奈良武次日記・回想録』から作成。

10

ほ
ん

ひ

ふ
く

写真７（右）摂政宮御視察に関する簿冊の内表紙

　宮内大臣官房庶務課が作成

した、主に摂政宮の被災地御

視察に関する文書を綴った簿

冊。写真７に見えるように元

の表題が綴られている。

　写真８は、摂政宮が被害状

況の御視察のため上野へ行啓

されるに際して出された、９

月 14 日付通牒。行啓に際して

のお道筋、鹵簿などが記され

ている。文書欄外には鉛筆書

きで各大臣・関係機関名とと

もに「十四日午後六時発表、

通知」と記されている。

ろ　ぼ

写真８（左）９月 14 日付、摂政宮御視察に関する大臣官房庶務課宛東宮事

（大臣官房庶務課「震災録」２のうち）
務官通牒

し
ょ
う
あ
と

日時 行啓先 交通手段
6:00　赤坂離宮出門（福田戒厳司令官、奈良武官長その他数名供奉員）
災害地御視察
市ヶ谷見附、三番町、九段坂上、三崎町、水道橋、春日町→上野公園→万世橋、日本橋通→桜田門外戒厳司令部→半蔵門、麹
町通り、四谷見附
8:40　赤坂離宮還啓
6:00　赤坂離宮出門
下町方面御視察

（自動車）→麹町、神田、下谷→上野駅→（乗馬）→下谷、御徒町通、和泉橋→神田佐久間町→浅草七軒町通、厩橋→本所被服
廠跡→両国停車場跡（約20～30分間御駐立）→亀澤町、森下町通、永代橋→日本橋通一丁目、日本橋通、銀座通→芝口、赤
坂溜池

9:05　赤坂離宮還啓
7:30　赤坂離宮出門
7:45　東京駅発
8:40　横浜駅着
横浜市中御巡回

横浜駅→（自動車）→横浜警備隊司令部→横浜正金銀行社宅跡→神奈川県庁・横浜市役所→南太田町・伊勢崎町・馬車道御
通過→横浜地方裁判所跡→居留地御巡回

10:40　税関桟橋から御乗艇、軍艦夕張に御移乗
12:10　横須賀港御入港
12:30　水ヶ浦御上陸
横須賀市中御巡回
水ヶ浦御上陸→（徒歩）→軍需部→港町崖崩御視察→（自動車）→横須賀鎮守府→東京湾要塞司令部→田戸埋立地・機関学校
跡・仮病院御巡視→工廠官庁前
13:50　官庁前より御乗艇、軍艦夕張に御移乗
15:10　横浜港御入港
15:20　税関桟橋より御上陸→横浜市復興会
15:30　横浜駅発
16:25　東京駅着
16:40　赤坂離宮還啓

10月10日第三回 列車・自動車・軍艦

９月15日第一回

第二回 ９月18日

乗馬

自動車・乗馬

じ
ょ



写真９　東宮職「日誌」大正 12 年９月 14 日条

（
青
枠
線
内
釈
文
）

一　

午
後
七
時
三
十
分
ヨ
リ
当
離
宮

 
 
 
 

中
階
御
車
寄
突
当
リ
（
左
ニ
テ
）
ニ
テ

 
 
 
 

活
動
写
真
催
サ
レ
御
覧
被
遊

 
 
 
 
 
 

活
動
写
真
ハ
災
害
状
況

 
 
 
 
 
 

右
写
真
ハ
官
房
秘
書
課
長
紹
介

 
 
 
 
 
 

ニ
テ
雑
誌
社
婦
女
界
高
尾
謙
一

 
 
 
 
 
 

及
技
師
一
名
外
ニ
二
名
（
助
手
）
、
今
夕
刻

 
 
 
 
 
 

参
殿
携
帯
、
俄
ニ
御
覧
ニ
入
ル
コ

 
 
 
 
 
 

ト
ト
ナ
ル

　大正 12 年の東宮職作成の事務日誌。関東大震災に際して、摂政宮の御動静が読み取れる。９月 14 日、雑誌

『婦女界』記者・高尾謙一に謁を賜い、 被害状況を撮影した活動写真を御覧になっていた情報が記載されている。

摂政として被害状況の把握に努められていた御様子が窺える。

11■被災地御視察

写真 10　東宮職「日誌」大正 12 年９月 15 日条

　　行啓が実施された９月 15 日の記事。午前６時に赤坂離宮を御乗馬にて出門されて、午前８時 40 分に還啓されるま

　での具体的な御動静が記載されている。特に、戒厳司令部や上野公園では馬から下りられて、被害状況を聴取された。

（
青
枠
線
内
釈
文
）

一　

摂
政
殿
下
、
本
日
午
前
六
時
赤

　
　

坂
離
宮
御
出
門
（
御
乗
馬
）
、
災
害
地
御

 
 
 
 

視
察
ニ
御
出
マ
シ
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
午
前
八

 
 
 
 

時
四
十
分
還
啓
ア
ラ
セ
ラ
ル

 
 
 
 

一　

鹵
簿
ハ
特
種
ノ
モ
ノ
（
行
啓
書
類
ニ
詳
シ
）

 
 
 
 

一　

御
視
察
方
面　

赤
坂
離
宮
正
門
ヨ
リ
市
ヶ
谷
見
付

 
 
 
 
 
 
 
 
―

九
段
坂―

爼
橋―

三
崎
町―

春

 
 
 
 
 
 
 
 

日
町―

上
野―

万
世
橋
ヨ
リ
日
本
橋―

 
 
 
 
 
 
 
 

永
楽
町
ヨ
リ
戒
厳
司
令
部
御
下
馬
、
再
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
 

御
乗
馬
ニ
テ
同
所
御
発
半
蔵
門―

四
谷
見

 
 
 
 
 
 
 
 

付
外
ヨ
リ
赤
坂
離
宮
正
門
（
詳
細
行
啓
書

 
 
 
 
 
 
 
 

類
御
道
筋
書
ニ
ア
リ
）



上
野
の
御
視
察

　

関
東
大
震
災
の
余
燼
が
未
だ
に
燻
る
九

月
十
五
日
。
午
前
六
時
に
赤
坂
離
宮
を
出

門
さ
れ
た
摂
政
宮
は
、
三
時
間
余
り
被
災

地
を
巡
ら
れ
た
。
供
奉
員
は
奈
良
武
次
侍

従
武
官
長
、
福
田
雅
太
郎
関
東
戒
厳
司
令

官
、
関
屋
貞
三
郎
宮
内
次
官
ら
ご
く
少
数

で
あ
っ
た
。
こ
の
短
時
間
の
内
に
御
乗
馬

に
て
焦
土
と
化
し
た
神
田
、
日
本
橋
、
京

橋
一
帯
の
焼
け
跡
を
御
遠
望
に
な
り
、
被

害
の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
三
崎
町
通
り
、
水
道
橋
を
経
て
行

啓
さ
れ
た
上
野
公
園
で
は
、
永
田
秀
次
郎

東
京
市
長
ら
関
係
者
か
ら
被
害
状
況
を
直

接
聴
取
さ
れ
た
。

　

上
野
公
園
の
高
台
か
ら
は
市
街
地
が
一

面
焼
け
野
原
で
あ
っ
た
様
子
を
眺
望
さ
れ

た
。
ま
た
、
上
野
公
園
へ
の
避
難
者
は
、

最
大
で
三
、
四
十
万
人
に
も
及
ん
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
、
罹
災
者
の
バ
ラ
ッ
ク
が
所

狭
し
と
ひ
し
め
い
て
い
た
。
安
定
し
た
環

境
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
到
底
言
え
ぬ

な
か
で
の
行
啓
で
あ
っ
た
。
摂
政
宮
は
、

絶
え
ず
福
田
戒
厳
司
令
官
に
御
下
問
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（ 

『
大
正
震
災
志
』

下
）
。

　

12

写真 11　摂政宮が被害状況を視察されている様子

　　　　（『関東震災画報　第二輯』のうち）

　大正 12 年９月 15 日、摂政宮が御乗馬にて上野公

園内の被害状況を視察されている様子。東京都復興

記念館所蔵の写真にも同一のものが見える。

写真 12　湯浅警視総監より被害状況を聴

取される摂政宮（東京都復興記念館所蔵）

　大正 12 年９月 15 日、摂政宮が震災後

の上野公園を視察された様子を描いた絵

亭によって制作された。摂政宮の右から

順に永田秀次郎東京市長、湯浅倉平警視

総監、宇佐美勝夫東京府知事、後藤新平

内務大臣。湯浅警視総監からの説明に熱

心に耳を傾けられている御様子が窺える。

はく

通番 キャプション 種別 出典・所蔵先 発行者 発行・作成年日 重複

1
帝都の焼跡を御巡視の摂政宮殿下
（上野公園で後藤内相と湯浅警視総監
から説明を聞召さる）

写真 ●

2
帝都の焼跡を御巡視の摂政宮殿下
（日本橋を渡らせらる）

写真

3
九月十五日帝都の焼跡を御巡視の摂
政宮殿下（正面馬上が殿下）

写真 ◎

4 焼跡御巡視中の摂政宮殿下 写真 関東大震災画報　写真時報 東京写真時報社 大正12年10月1日 ○
5 摂政殿下銀座通御巡視 写真
6 摂政殿下災害地御視察（於上野公園） 写真 ◎

7
摂政殿下上野竹ノ台ニ於テ近衛師団
長ヨリ情況ヲ聴召サル

写真 ○

8 摂政殿下九段爼橋ノ御通過 写真
9 摂政殿下上野竹ノ台ニ御到着 写真

10 摂政宮殿下災害地御巡視 写真 大正大震火災誌 警視庁 大正14年7月31日 ●

11
九月十五日　摂政宮殿下焼跡御視察
（上野公園にて）

写真 ◎

12 九月十五日　摂政宮殿下焼跡御視察 写真
13 九月十五日　摂政宮殿下焼跡御視察 写真

14
徳永柳洲画「麹町区五番町御巡視摂
政宮殿下」

絵画 復興記念館所蔵 （大正12～13年）

15
石井柏亭画「御心を悩ませられる摂政
殿下」

絵画 復興記念館所蔵 昭和6年12月 ●

16
〔摂政宮御巡視の御様子を撮影した御
写真〕

写真 復興記念館所蔵 ◎

17
〔摂政宮御巡視の御様子を撮影した御
写真〕

写真 復興記念館所蔵

18
〔摂政宮御巡視の御様子を撮影した御
写真〕

写真 復興記念館所蔵

19
摂政殿下災害地御巡視　大正十二年
九月十五日上野公園ニ於テ謹写

写真 土木図書館所蔵 ●

関東震災画報　第二輯 大阪毎日新聞社 大正12年10月1日

大正震災志写真帖 内務省社会局 大正15年2月28日

大正震災写真集 偕行社 大正13年3月5日

図表４　摂政宮被災地御視察写真・絵画

※重複欄は同一の写真・絵画を指しており、●○◎別に分類した。

画。昭和６年 (1931)12 月、画家石井柏
てい



13 ■被災地御視察

写真 13　麹町五番町を乗馬にて御視察中の摂政宮（東京都復興記念館所蔵）

　摂政宮が視察された様子を描いた絵画。作者の徳永仁臣（号柳洲）は岡山県和気町出身で、二世五姓田芳

柳に師事した。復興記念館には徳永の震災画が 25 点収められている。徳永自身も被災しながら、震災直後に門

下を連れて惨状を記録した。油絵の大作はいずれも徳永が大正 13 年に富山へ移り住む前の１年余りの間に描

かれたものといわれている（『和気郡史』）。

ひとおみ りゅうしゅう わ　けちょう ご  せ  だ ほう

りゅう



横
浜
の
御
視
察

　

横
浜
は
幕
末
の
開
港
以
来
、
国
内
最
大

の
輸
出
港
を
擁
す
る
都
市
と
し
て
繁
栄
し

て
き
た
。
震
災
前
は
約
九
万
三
千
あ
っ
た

戸
数
の
う
ち
、
焼
失
約
五
万
六
千
戸
、
倒

壊
約
一
万
八
千
戸
、
合
計
で
七
万
四
千
戸

に
及
ぶ
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
市
街

地
は
一
日
に
し
て
烏
有
に
帰
し
た
。
横
浜

市
の
死
者
数
は
二
万
六
千
六
百
二
十
三
人

を
数
え
た
（
諸
井
孝
文
・
武
村
雅
之
「
関

東
地
震
（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）
に
よ

る
被
害
要
因
別
死
者
数
の
推
定
」
）
。

　

壊
滅
的
な
被
害
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
救

援
・
救
済
も
遅
れ
た
。
横
浜
へ
は
発
災
か

ら
遅
れ
る
こ
と
二
日
経
過
し
た
九
月
三
日
、

よ
う
や
く
東
京
方
面
か
ら
最
初
の
救
援
隊

が
到
着
し
、
被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
同
日
、
神
奈
川
県
知
事
か
ら
内
務
大

臣
へ
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
横

浜
は
「
全
市
火
の
海
と
化
し
」
た
と
表
現

さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（ 

『
横
浜
市
震
災

誌
』
第
一
冊
）
。

14

写真 14（右）・15（左）　横浜・横須賀御視察に関する各関係官庁宛宮内大臣通牒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東宮職「行啓録」２のうち）

　宮内省東宮職で作成された行啓関係書類を綴った簿冊。写真 14 は、摂政宮が被害状況の御視察のため

横浜・横須賀へ行啓されるに際して出された、10 月９日付通牒。 行啓に際してのお道筋、鹵簿などが記

されている。写真 15 からは宮内省職員により、事前に分刻みの日程が組まれるなどの準備が周到になされ

ていたことが窺える。

　

そ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月
経
っ
た
十
月
十
日
、

摂
政
宮
は
横
浜
・
横
須
賀
両
市
の
被
災
状

況
を
視
察
さ
れ
た
。
午
前
八
時
四
十
分
、

摂
政
宮
が
降
り
立
た
ら
れ
た
の
は
、
未
だ

復
旧
ま
ま
な
ら
な
い
横
浜
駅
の
仮
ホ
ー
ム

で
あ
っ
た
。
東
京
駅
か
ら
出
発
さ
れ
て
お

よ
そ
一
時
間
後
の
御
到
着
で
あ
っ
た
。
自

動
車
に
て
横
浜
市
中
を
視
察
さ
れ
た
が
、

ま
さ
に
焦
土
で
あ
っ
た
。

　

摂
政
宮
は
供
奉
し
た
奈
良
武
次
侍
従
武

官
や
、
斎
藤
恒
蔵
横
浜
警
備
司
令
官
に
対

し
震
災
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
度
々
御
下

問
に
な
っ
た
と
い
う
。
全
壊
し
た
横
浜
港

の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
の
ち
、

応
急
修
理
が
な
さ
れ
た
税
関
桟
橋
か
ら
軍

艦
夕
張
に
搭
乗
し
横
須
賀
へ
も
お
出
ま
し

に
な
っ
た
。
赤
坂
離
宮
へ
還
啓
さ
れ
た
の

は
午
後
四
時
四
十
分
で
、
ほ
ぼ
丸
一
日
に

録
』
）
。

ろ　ぼ

わ
た
る
御
視
察
で
あ
っ
た
（
『
横
浜
復
興



御
婚
儀
の
延
期

　

大
正
八
年
六
月
九
日
、
皇
太
子
裕
仁
親

王
と
良
子
女
王
（
邦
彦
王
第
一
女
）
と
の

御
結
婚
が
内
定
さ
れ
た
。
御
結
婚
ま
で
の

間
、
皇
太
子
裕
仁
親
王
は
数
々
の
重
責
を

果
た
さ
れ
た
。
大
正
十
年
に
は
、
皇
太
子

と
し
て
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
御
訪
問
を
実

現
さ
れ
た
の
ち
、
帰
国
後
の
同
年
十
一
月

に
は
摂
政
に
就
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
具
体
的
に
御
結
婚
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
は
、
大
正
十
一
年
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
皇
室
典
範
・
皇
族

親
族
令
の
規
定
に
よ
り
御
結
婚
の
手
続
き

が
な
さ
れ
た
。
大
正
十
一
年
六
月
二
十
日
、

皇
太
子
裕
仁
親
王
か
ら
結
婚
の
勅
許
を
仰

が
れ
、
御
裁
可
と
な
っ
た
。

　

同
年
九
月
二
十
八
日
、
御
婚
約
が
確
定

し
た
旨
、
宮
内
省
よ
り
一
般
に
公
表
さ
れ

た
（ 

『
官
報
』
、
『
宮
内
省
省
報
』
）
。

　

御
婚
儀
は
翌
年
十
一
月
下
旬
に
行
わ
れ

る
予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

              写真 16　東宮妃内定の御沙汰書

　　　（大臣官房調査課「皇太子裕仁親王御婚儀の件」のうち）

写真 17（左）・18（右）裕仁親王と良子女王との御結婚に関する御裁可書

　　　　　　　 （大臣官房秘書課「皇太子裕仁親王御婚儀の件」のうち）

　写真 17 は大正 11 年６月 20 日、

皇太子裕仁親王が御結婚の勅許を

仰がれた奏請書。裕仁親王によっ

て御署名がなされている。

　写真 18 は大正 11 年６月 20 日、

御結婚の御裁可書。当時、摂政の

お立場にあり御政務を代行されて

いたことから、御自身によって御

裁可の印を捺されたと思われる。

15■被災地御視察

　皇太子裕仁親王と良子女王（邦彦王第一女）との御結婚の御裁可書な

どを収めた書類。写真 16 は、大正８年６月９日東宮妃内定の「御沙汰書」 。

左下の印は「波多野印」で、波多野敬直宮内大臣による押印である。

く
に
よ
し



御
婚
儀
の
延
期
か
ら
御
成
婚
へ

　

大
正
十
二
年
十
一
月
下
旬
の
御
婚
儀
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
大
震
災

が
発
生
し
た
。
発
災
後
、
徐
々
に
被
災
地

の
惨
状
が
明
る
み
に
な
る
に
つ
れ
、
世
上

で
は
御
婚
儀
の
時
期
に
つ
い
て
意
見
が
分

か
れ
た
。
永
田
秀
次
郎
東
京
市
長
が
牧
野

伸
顕
宮
内
大
臣
に
御
婚
儀
を
予
定
通
り
行

う
よ
う
申
し
入
れ
る
動
き
も
あ
っ
た
（
『
牧

野
伸
顕
日
記
』
）
。
永
田
市
長
は
一
地
方
の

出
来
事
で
あ
っ
て
、「
御
婚
礼
は
全
国
々
民

の
関
係
」
で
あ
る
と
力
説
し
た
と
い
う
。

　

事
態
は
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
思
召
に
よ

り
結
論
が
出
さ
れ
た
。
九
月
十
六
日
、
裕

仁
親
王
が
摂
政
の
お
立
場
か
ら
被
災
地
の

視
察
を
終
え
ら
れ
た
翌
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
牧
野
伸
顕
宮
内
大
臣
が
お
召
し
に
よ

り
赤
坂
離
宮
に
参
上
す
る
と
、
裕
仁
親
王

御
自
身
よ
り
「
余
の
結
婚
も
今
秋
挙
行
に

決
定
し
た
る
も
之
を
進
行
す
る
に
忍
び
ず
、

故
に
延
期
し
た
い
と
思
ふ
」
と
の
御
意
向

を
牧
野
宮
内
大
臣
に
お
伝
え
に
な
っ
た
の

で
あ
る
（
同
前
書
） 

。 

「
帝
都
並
ニ
近
県
ノ

災
害
実
況
ヲ
見
聞
シ
、
傷
心
益
々
深
」
く

さ
れ
て
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
御
婚
儀

が
執
り
行
わ
れ
た
の
は
翌
十
三
年
一
月
二

十
六
日
で
あ
っ
た
が
、
裕
仁
親
王
の
御
意

向
に
よ
り
震
災
に
配
慮
し
て
質
素
を
旨
と

し
た
も
の
と
な
っ
た
。
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写真 19　９月 19 日付、御婚儀延期に関する発表案

　　　（大臣官房庶務課「東宮御婚儀録」１のうち）

　宮内大臣官房庶務課で作成された、皇太子裕仁

親王の御婚儀に関する書類を綴った簿冊。９冊の

内の１冊。

　写真 19 は、御婚儀延期に関する『官報』発表案。

９月 19 日、宮内大臣により皇族方や元老・各機

関などへ翌年１月下旬 ～２月上旬に御婚儀を延

期することが通知された。

写真 20　東宮御婚儀祝典紀念絵葉書・切手図案

 （大臣官房庶務課「東宮御婚儀録」１のうち）

　逓信省では大正 12 年 11 月に予定されて

いた御婚儀に向けて、東宮御婚儀祝典紀念

絵葉書・切手を作成して準備していた。し

かし、震災の発生により原版が焼失したた

め、発行中止となった。ただ、南洋諸島で

発売するために前もって南洋庁へ発送され

た切手は焼失を免れており、現在逓信総合

博物館に所蔵されている。 写真 20 は、同年

５月７日、 逓信省から宮内省への切手発行

の照会に添付された、 絵葉書・切手図案の

写真である。



勅
使
・
御
使
御
差
遣

　

震
災
当
日
よ
り
天
皇
・
皇
后
、
摂
政
宮

は
、
震
災
直
後
の
交
通
機
関
が
麻
痺
し
た

状
況
下
に
お
い
て
一
刻
も
早
く
正
確
な
被

害
状
況
を
把
握
す
べ
く
お
努
め
に
な
っ
た
。

図
表
５
は
侍
従
・
御
使
の
御
差
遣
を
一
覧

化
し
た
も
の
だ
が
、
天
皇
・
皇
后
の
思
召

に
よ
り
ま
ず
東
京
市
内
か
ら
侍
従
・
御
使

を
御
差
遣
し
、
順
次
神
奈
川
、
千
葉
、
静

岡
、
埼
玉
な
ど
の
関
東
近
県
へ
と
御
差
遣

の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

ま
た
、
摂
政
宮
は
、
震
災
当
日
、
侍
従

武
官
ら
に
「
今
日
の
地
震
何
処
が
最
も
被

害
多
か
る
べ
き
か
」
と
御
下
問
を
さ
れ
て

お
り
、
被
害
全
体
を
把
握
し
よ
う
と
さ
れ

る
御
姿
勢
が
窺
え
る
（
四
竈
孝
輔
『
侍
従

武
官
日
記
』
）
。

　

発
災
か
ら
二
日
後
、
九
月
三
日
に
は
侍

従
河
鰭
実
英
、
東
宮
侍
従
岡
本
愛
祐
が
そ

れ
ぞ
れ
被
災
状
況
の
視
察
の
た
め
に
御
差

遣
さ
れ
た
。
侍
従
河
鰭
は
日
比
谷
・
芝
・

日
本
橋
・
京
橋
方
面
を
、
東
宮
侍
従
岡
本

は
神
田
・
本
郷
・
上
野
方
面
を
視
察
し
て

い
る
。
発
災
直
後
の
視
察
は
被
災
状
況
の

把
握
を
目
的
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

図表５　勅使・御使御差遣一覧

写真 21　天皇・皇后から侍従・侍従武官を被災地へ御差遣することを

　決裁した文書（大臣官房庶務課「震災録」２のうち）

　天皇・皇后から御差遣される侍従・侍従武官の被災地視察を決裁し

た文書が綴られている。 写真 21 は、初めて９月３日に侍従が御差遣さ

れた際の文書。まず東京府・神奈川県が優先されており、他府県は順

次御差遣することが記されている。

17■被災地御視察

さ 

け
ん

か
わ
ば
た

さ
ね
ひ
で

そ
の
後
は
救
護
所
・
病
院
へ
も
勅
使
・
御

使
が
御
差
遣
さ
れ
る
な
ど
、
罹
災
者
慰
問

に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

年月日 人名 目的地
侍従河鰭実英 日比谷・芝・日本橋・京橋方面
東宮侍従岡本愛祐 神田・本郷・上野方面
侍従松浦靖 本所方面
東宮侍従亀井茲常 浅草・上野・千住・神田方面
侍従武官四竃孝輔 横浜市
侍従武官倉賀野明 横須賀市

大正12年9月11日
侍従山縣辰吉・宮内属長崎
素介

千葉県（館山・北条・船形・那古）

大正12年9月12日 侍従山縣辰吉 静岡県（伊東・熱海）、神奈川県（小田原・葉山）
侍従北小路三郎 芝浦配給司令部・深川方面

皇后宮事務官三条公輝・侍
医補大波良卿

馬場先門内、日本赤十字社救護所、東京府庁内
救護所、第一中学内警視庁救護所班、伝染病研
究所、第一衛戍病院

侍従清水谷実英・侍医相磯
慥

東京帝国大学付属病院、日本医専付属医院、上
野東京市臨時救護所、浅草寺救護所

皇后宮事務官三条公輝・侍
医鳥山南壽次郎

赤十字社病院、青山学院、青山市電教習所、北
大医科救護所、慶応病院、士官学校、第四中学
校、第五中学校

侍医黒田長敬・侍医高橋信 南千住救護所、亀戸救護所、深川救護所

大正12年9月16日
皇后宮事務官三条公輝・侍
医八代豊雄

横浜税関、税関公園内救護所、御三宮付近救護
所、根岸療養院救護所、社会館、済生会病院、警
備隊司令部

大正12年9月18日
侍従武官濱田豊城・侍従武
官府附岩田義治

中山道方面

大正12年9月18・19日 侍従武官桑田安三郎 東京方面

大正12年9月19日
侍従武官服部真彦・侍従武
官府附高田左彦

千葉方面

侍従武官桑田安三郎・侍従
武官府附新井金之助

小田原・藤澤方面

侍従武官犬塚太郎・侍従武
官府附岩田義治

横須賀市

侍従武官船越隆義・侍従武
官府附小田中五十八

芝浦・横浜警備部隊（海面）

侍従武官大島陸太郎・侍従
武官府附栗山公平

神奈川方面（生麦・神奈川・馬場）

侍従岩佐公直 埼玉県（川口・粕壁・幸手・岩槻・大宮・浦和）

大正12年9月4日

大正12年9月3日

大正12年9月13日

大正12年9月14日

大正12年9月20・21日

大正12年9月21日

※大臣官房庶務課「震災録」２、大臣官房庶務課「皇親録」、秘書課「進退録」３、主馬寮「御料

　車馬録」２から作成。
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写真 24　侍従武官大島陸太郎が被災地へ御差

　遣された際の自動車の配車依頼

          （主馬寮「御料車馬録」２のうち）

  大正 12 年９月 20 日、侍従武官大島陸太郎

が神奈川方面へ御差遣される際に、侍従武官

府から主馬寮に宛てられた配車依頼。被災地

での「戒厳状況」を実視するのを目的として

いた。なお、９月２日、東京を中心に戒厳令

が布かれたが、翌３日には適用区域を東京府

・神奈川県に改められ、11 月 15 日まで続いた。

写真 22　貞明皇后から御使を御差遣された際の報

　告書（大臣官房庶務課「震災録」２のうち）　

　写真 22 は、貞明皇后の思召による罹災者の救

護状況の視察や慰問の命を受けて、御使が御差遣

されたことがわかる文書。９月 13・14 日にかけ

て、皇后宮事務官三条公輝らは第一班 ・ 第二班

に分かれて、東京府下を視察した結果、 東京各区

ごとに収容所 ・ 救護班の数を一覧化して報告し

ている。

写真 23　侍従山縣辰吉が被災地へ御差遣された際の自動車の配車依頼

　　　　　　　　　　　　　　　　（主馬寮「御料車馬録」２のうち）

　宮内省主馬寮で作成された御料車・御料馬の使用に関する文書を

綴った簿冊。 写真 23 は、大正 12 年９月 10 日、侍従山縣辰吉が、東京

芝浦の被災状況の視察に御差遣された際に宮内省侍従職から主馬寮

に宛てられた自動車の配車依頼。芝浦の海軍岸壁は海上運輸の要と

なった場所であったことから、救援物資の輸送状況の視察を目的と

していたことが推測される。

しゅめりょう



第
三
章

    

救
恤
・
恩
賜

　（「恩賜録 (追加の部 )」より）

恩賜金を受領するため集まった人びと



救
恤
・
恩
賜

救
恤
金
下
賜

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
三
日
、

罹
災
者
救
恤
の
た
め
、
内
帑
金
一
千
万
円

が
大
正
天
皇
か
ら
摂
政
宮
を
通
じ
て
内
閣

総
理
大
臣
山
本
権
兵
衛
へ
下
賜
さ
れ
た
。

午
後
六
時
三
十
分
の
こ
と
で
、
そ
の
際
山

本
首
相
は
摂
政
宮
よ
り
「
御
沙
汰
」
を
賜

っ
た
（
『
官
報
』
、
『
宮
内
省
省
報
』
）
。
「
官

民
其
レ
協
力
シ
テ
適
宜
応
急
ノ
処
置
ヲ
為

シ
、
以
テ
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ヨ
」
と
、
未

曾
有
の
時
に
あ
っ
て
復
旧
・
復
興
へ
の
道

筋
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
震
災
時
大

正
天
皇
は
日
光
田
母
沢
御
用
邸
で
御
療
養

中
で
あ
っ
た
の
で
、
摂
政
と
し
て
、
御
沙

汰
と
と
も
に
救
恤
金
下
賜
の
判
断
を
さ
れ

た
と
い
え
る
。

　

そ
の
後
、
救
恤
金
一
千
万
円
は
九
月
二

十
日
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
被
災
し
た

一
府
六
県
に
分
配
さ
れ
た
。
図
表
６
に
示

す
よ
う
に
、
下
賜
金
は
東
京
府
、
神
奈
川

県
、
千
葉
県
、
静
岡
県
、
埼
玉
県
、
山
梨

県
、
茨
城
県
へ
、
被
災
状
況
に
応
じ
て
分

配
さ
れ
た
。
配
分
額
が
被
害
の
甚
大
で
あ

っ
た
東
京
・
神
奈
川
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
十
二
月
一
日
よ
り
、
罹
災

者
の
手
許
へ
順
次
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
。

図表６　恩賜金各府県配分額

※大臣官房庶務課「恩賜録」１より作成。
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写真 25　災害費 1,150 万円計上に関する９月３日付

宮内大臣命令案

          （大臣官房文書課「会計雑録」２のうち）　

　宮内大臣官房文書課で作成された会計決算に関す

る書類を綴った簿冊。 大正 12 年９月１日、内蔵頭山

崎四男六から宮内大臣牧野伸顕へ罹災者救恤のため

緊急支出の繰替払が上申された。写真 25 はこの上申

に基づき、同月３日に 1,150 万円を災害費として計

上することを決裁した文書である。 この 1,150 万円

られる。

写真 26　災害費 1,150 万円計上に関する伺書

　　　　　　　　　　　　　　　　（大臣官房文書課「会計雑録」２のうち）

  写真 26 は、災害費 1,150 万円計上の決

定に際して、宮内大臣牧野伸顕から、大正

天皇の代理であった摂政宮へ呈された伺

書である。 奉書巻紙の左下に提出者であ

る牧野宮内大臣の花押と印が、 右上には

「伺済」の印が捺されている。

な
い
ど

府県名 配分金（円） 割合
東京府 7,108,889 71%
神奈川県 2,519,414 25%
千葉県 200,782 2%
静岡県 86,435 1%
埼玉県 65,519 1%
山梨県 15,822 0%
茨城県 3,139 0%
合計 10,000,000 100%

のうち、 1,000 万円が救恤賜金にあてられたと考え



写真 27　摂政宮御沙汰（東京都復興記念館所蔵）

写真 29　恩賜（東京都復興記念館所蔵）

　写真 28 は、 東京府で行われた恩賜金の伝達式の

模様を撮影した写真。宇佐美勝夫東京府知事から手

渡された瞬間である。宇佐美東京府知事から牧野伸

顕宮内大臣に宛てられた、恩賜金伝達式の報告書に

添付されていた１枚。 
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写真 28　恩賜金伝達式

  （大臣官房庶務課「恩賜録 (追加の部 )」のうち）

　罹災者への恩賜金は、水引を掛け

た純白の西洋角封筒に包んで伝達さ

れた。写真 29 の水引の左側は玉虫色

といわれる色だが、実は赤い染料を

使用している。この写真では紅白が

通常と逆になっており、結び目や水

引の形状から見て上下逆にして伝来

してきたと思われる。

写真 30　９月３日、罹災者救恤のため 1,000

　万円が下賜された際の決裁文書

　　　（大臣官房庶務課「恩賜録」１のうち）

　宮内大臣官房庶務課で作成された恩賜

に関する文書を綴った簿冊。９月３日、

罹災者救恤のため下賜された救恤金が当

初記されていた「五百万円」から訂正さ

い知れる。

れて、1,000 万円に増額されたことが窺



御
料
地
の
開
放

　

発
災
か
ら
二
日
た
っ
た
九
月
三
日
、
摂

政
宮
の
思
召
に
よ
り
御
料
地
が
開
放
さ
れ

た
。
こ
の
時
開
放
さ
れ
た
の
は
芝
離
宮
、

新
宿
御
苑
、
猿
江
御
料
地
、
上
野
公
園
、

白
金
御
料
地
、
高
田
御
料
地
、
麻
布
高
松

宮
御
用
地
で
あ
っ
た
。
避
難
し
た
罹
災
者

を
受
け
入
れ
る
、
救
済
の
た
め
の
「
仮
小

屋
」
を
建
設
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

宮
内
省
内
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
災
害
事
務

委
員
会
救
護
係
で
は
そ
の
時
点
ま
で
に
罹

災
者
が
御
料
地
へ
避
難
し
た
人
数
な
ど
が

把
握
さ
れ
て
お
り
、
上
野
公
園
で
は
約
五

十
万
を
数
え
た
。

 
 

翌
四
日
、
政
府
で
は
関
東
大
震
災
で
の

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
別
録
」
）
。 

宮

内
省
所
管
の
御
料
地
の
開
放
に
つ
い
て
は
、

罹
災
者
へ
「
宣
伝
」
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
特
に
、
三
十
万
人
が
避
難
し
た
と

い
う
宮
城
前
広
場
に
は
「
天
幕
村
」
と
呼

ば
れ
る
罹
災
者
ら
の
避
難
所
が
形
成
さ
れ

た
。
九
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て

は
、
臨
時
災
害
事
務
委
員
会
救
護
係
が
菓

子
袋
を
贈
る
な
ど
罹
災
者
へ
の
慰
問
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　

　

そ
の
後
、
主
馬
寮
構
内
な
ど
宮
城
内
の

避
難
者
は
九
月
十
七
日
に
全
員
退
去
し
た

が
、
宮
城
前
広
場
の
避
難
所
は
翌
十
三
年

一
月
八
日
午
後
二
時
を
も
っ
て
解
散
し
た
。

　

同
年
一
月
二
十
六
日
、
上
野
公
園
や
芝

離
宮
、
猿
江
御
料
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、

摂
政
宮
の
御
婚
儀
に
際
す
る
思
召
に
よ
り

東
京
市
へ
下
賜
さ
れ
（
『
官
報
』
、 

『
宮
内
省

省
報
』
）
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
場
に
な
っ

た
。
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写真 31　罹災者救済のため開放された御料地一覧

 （大臣官房庶務課「宮内省臨時災害事務紀要」のうち）

　大臣官房庶務課で作成された関東大震災に関する記録。

罹災者救済のため、東京府下にあった芝離宮などの開放

された御料地が一覧でまとめられている。

写真 32　臨時災害事務委員会「日記」

  大正 12 年 9 月 3 日条

　宮内省臨時災害事務委員会救護係が作

成した事務日誌。９月３日の記事には、

「宮内所管御料地中左記ノ土地ヲ開放ニ

決セリ」と、宮内省所管の開放する御料

地が一覧で記されている。

し
ゅ
め
り
ょ
う

応
急
罹
災
救
護
方
針
を
閣
議
決
定
し
た

き
ゅ
う
じ
ょ
う



震
災
当
日
の
皇
宮
警
察
部

　

震
災
当
日
の
宮
城
は
周
囲
か
ら
迫
る
猛

火
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
宮
城
内
で
は
火

気
を
使
用
し
て
い
た
主
馬
寮
蹄
鉄
工
場
な

ど
で
地
震
直
後
に
火
の
手
が
あ
が
っ
た
が
、

迅
速
に
消
火
活
動
が
な
さ
れ
た
。
続
い
て
、

午
後
十
二
時
三
十
分
、
和
田
倉
門
内
の
帝

室
林
野
管
理
局
か
ら
出
火
の
知
ら
せ
が
あ

っ
た
。
皇
宮
警
察
部
警
部
ら
数
名
率
い
る

自
動
車
ポ
ン
プ
隊
が
消
火
活
動
に
あ
た
っ

た
が
、
強
風
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
た
め
午

後
五
時
五
十
分
に
本
館
を
全
焼
し
た
。
そ

れ
で
も
皇
宮
警
察
部
の
奮
闘
に
よ
り
、
宮

城
へ
の
延
焼
の
難
は
食
い
止
め
ら
れ
た
。

　

皇
宮
警
察
部
で
は
火
災
へ
の
警
戒
を
強

め
る
一
方
で
、
各
方
面
か
ら
逃
れ
て
き
た

避
難
民
の
保
護
に
も
腐
心
し
た
。
発
災
日
、

宮
城
前
広
場
に
避
難
し
て
き
た
の
は
二
万

五
千
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
午
後

六
時
頃
、
神
田
方
面
よ
り
火
の
手
か
ら
逃

れ
て
き
た
罹
災
者
が
宮
城
へ
押
し
寄
せ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
皇
宮
警
察
部
で
は
平
川

門
を
開
扉
し
、
避
難
者
を
収
容
す
る
判
断

を
下
し
た
。
約
一
万
八
百
人
が
二
の
丸
主

馬
寮
構
内
広
場
に
避
難
し
た
。

写真 33　皇宮警察部震災日誌　大正 12 年９月１日条（大臣官房庶務課「震災録」４のうち）
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し
ゅ
め
り
ょ
う
て
い
て
つ

　大臣官房庶務課が作成した、関東大震災に関わる文書を綴っ

た簿冊全４冊。本資料はその内の４冊目。大臣官房庶務課へ提

出された各部局の震災日誌が綴られている。写真は皇宮警察部

れたものであることがわかる。

  写真 33 からは、震災当日の記事には火の手から逃れて避難し

てきた人びとが多数に上ったため、宮城外苑を一部開放するに

至った実態が窺える。

　また、９月３日条には、９月１・２両日での御料地への避難者

数が記されている。連絡手段や警手の有無により、把握できたの

は限られた情報であった。ただ、宮城外苑は１日が２万５千人、

２日が３万人と、避難者数が一際多いことがわかる。

（
赤
枠
線
内
釈
文
）

一　

午
後
六
時
頃
、
門
田
警
部
ハ
大
手
門
平
川
門
方
面
巡
視
ス
ル
ニ
神

　
　

田
方
面
ヨ
リ
ノ
避
難
者
文
部
省
前
街
路
ニ
蝟
集
シ
、
其
ノ
一
部
ハ

 
 
 
 

平
川
橋
中
央
ニ
押
寄
セ
混
雑
甚
シ
ク
、
二
名
ノ
警
手
ニ
テ
ハ
制
止
シ

 
 
 
 

難
キ
ニ
ヨ
リ
巡
行
員
ヲ
シ
テ
応
援
警
戒
ノ
任
ニ
当
ラ
シ
メ
、
該
避
難
者

 
 
 
 

中
主
馬
寮
員
ノ
家
族
ハ
馬
丁
詰
所
マ
テ
入
門
避
難
セ
シ
メ
タ
リ
、

 
 
 
 

此
ノ
時
九
段
坂
下
方
面
ヨ
リ
延
焼
シ
ツ
ヽ
ア
ル
火
勢
ハ
猛
威
ヲ
逞
フ
シ
テ

 
 
 
 

平
川
門
ノ
対
岸
文
部
省
ニ
延
焼
シ
、
竹
橋
ヨ
リ
中
央
気
象
台
ニ
至
ル

 
 
 
 

濠
池
大
道
路
ニ
人
山
ヲ
築
ケ
ル
避
難
者
ト
一
面
大
手
門
先
ノ
避
難
者
ハ

 
 
 
 

潮
ノ
如
ク
平
川
門
前
ノ
橋
上
中
央
マ
テ
殺
到
シ
、
加
フ
ル
ニ
火
粉
ハ
一
層

 
 
 
 

猛
襲
ス
ル
所
ト
ナ
リ
、
其
光
景
実
ニ
名
状
ス
ヘ
カ
ラ
ス

の震災日誌で、11 月 30 日、大臣官房庶務課の照会により提出さ



木
材
下
賜

　

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
膨
大
な
建
築

資
材
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
震
災
で
混
乱
す
る
状
況

に
お
い
て
は
、
円
滑
な
木
材
の
供
給
は
見

込
め
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
大
正
十
二
年
九

月
四
日
に
開
か
れ
た
閣
議
で
は
、
下
賜
さ

れ
る
宮
内
省
所
管
の
木
材
を
建
築
資
材
と

文
書
館
所
蔵
「
公
文
別
録
」
）
。

 
 

宮
内
省
帝
室
林
野
管
理
局
で
は
、
思
召

を
受
け
て
十
月
か
ら
実
際
に
下
賜
の
手
続

き
を
進
め
て
い
っ
た
。
十
月
三
十
日
、
宮

内
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
ヘ
御
料
林
か

ら
の
木
材
を
公
共
施
設
建
造
の
復
旧
用
材

と
し
て
用
い
る
こ
と
を
通
牒
し
た
。
十
一

月
に
は
、
天
城
御
料
地
・
富
士
御
料
地
・

三
方
御
料
地
・
三
河
国
勘
八
御
料
地
・
甲

斐
国
白
須
御
料
地
・
下
総
御
料
地
か
ら
公

共
建
造
物
の
復
旧
用
材
と
し
て
罹
災
府
県

へ
三
十
万
石
の
木
材
が
下
賜
さ
れ
る
こ
と

が
決
裁
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
図
表
７
に

示
し
た
よ
う
に
御
料
地
か
ら
伐
採
で
き
た

木
材
約
十
九
万
五
千
石
が
罹
災
府
県
へ
下

賜
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
木
材
は
、
震
災
か

ら
復
旧
・
復
興
す
る
た
め
の
資
材
と
し
て
、

各
所
で
活
用
さ
れ
た
。
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図表７　各府県別被害額・下賜材木量

　宮内省帝室林野管理局で作成された、用材下付・下賜に関す

る書類を綴った簿冊。特に震災復旧用木材の伐採に関する文書

である。大正 12 年 10 月、帝室林野管理局では罹災者の救済の

ため、建設物の復旧用材として御料林から伐採することを決定

した。

写真 34　罹災者救済のため、御料林からの木材伐採を決裁し

た文書（帝室林野管理局「重要雑録」４のうち）

写真 35　罹災府県へ御料林からの木材下賜を決裁した文書

                             （大臣官房庶務課「恩賜録」１のうち）

　大臣官房庶務課で作成された恩賜に関する文書を綴った簿冊。本文

書は、大正 12 年 11 月、震災復旧用のため、罹災府県へ御料林の材木

を下賜することを決定したものである。文書の欄外に「伺済」の印が

あり、大正天皇へのお伺いの形式をとりながら、実質的には摂政宮へ

伺いがなされたと思われる。

※大臣官房庶務課「恩賜録」１より作成。

し
て
用
い
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
国
立
公

東京府 23,114,615 44.7 100,000 55.3
神奈川県 24,883,174 48.1 70,000 33.9
千葉県 2,636,300 5 10,000 3.9
埼玉県 698,299 1.3 8,000 4.6
静岡県 276,330 0.5 5,000 1.3
山梨県 84,800 0.1 2,000 0.8
計 51,693,518 195,000

公共団体施設建物被害
額・割合（円）（％）

下賜材木量・割合
（石）（％）



第
四
章

    

宮
内
省
の
動
向

深川区猿江裏に設置された宮内省巡回救療班の救療所

（大臣官房庶務課「震災録」大正 12 ～ 13 年のうち）



宮
内
省
の
動
向

日
光
と
の
連
絡

　

地
震
の
発
生
は
、
宮
内
省
に
も
大
き
な

混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
震
災
に
よ
っ
て
師

正
王
（
東
久
邇
宮
稔
彦
王
第
二
王
子
）
を

は
じ
め
三
方
の
皇
族
方
が
薨
去
さ
れ
て
い

る
。
建
造
物
で
は
、
宮
城
（
皇
居
）
及
び

宮
内
省
庁
舎
に
も
大
き
な
損
害
が
生
じ
、

全
焼
・
全
潰
し
た
離
宮
や
御
用
邸
も
あ
っ

た
（
『
東
京
府
大
正
震
災
誌
』
）
。

　

宮
内
省
の
職
員
は
、
庁
舎
前
の
広
庭
に

テ
ン
ト
を
張
り
、
震
災
対
策
に
当
た
っ
た
。

庁
舎
は
、
壁
の
剥
落
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ

の
職
員
た
ち
や
家
族
に
も
死
亡
者
・
行
方

不
明
者
が
発
生
し
た
ほ
か
、
自
宅
が
倒
壊

す
る
な
ど
何
ら
か
の
か
た
ち
で
被
災
し
た

者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
宮
内
省

職
員
は
摂
政
宮
の
御
安
全
を
確
保
す
る
と

と
も
に
大
正
天
皇
・
貞
明
皇
后
が
滞
在
さ

れ
て
い
た
日
光
田
母
沢
御
用
邸
と
の
連
絡

に
努
め
た
。
大
臣
官
房
文
書
課
「
震
災
当
時

ノ
交
通
々
信
ニ
関
ス
ル
書
類
」 

に
よ
れ
ば

発
災
直
後
、
宮
内
省
で
は
電
話
・
電
信
が

「
其
ノ
用
ヲ
為
サ
ス
」
と
い
う
状
態
に
陥

り
、
省
外
と
の
連
絡
は
、
自
動
車
や
自
転

車
な
ど
を
用
い
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

　

田
母
沢
御
用
邸
と
の
通
信
手
段
も
失
わ

れ
た
た
め
、
宮
内
省
は
非
常
措
置
と
し
て

陸
軍
に
交
渉
し
て
宇
都
宮
方
面
へ
飛
行
機

を
飛
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。
飛
行
機
は
、
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
二
日
明
け
方

宇
都
宮
に
到
着
し
、
回
線
が
通
じ
て
い
た

宇
都
宮
か
ら
電
話
で
田
母
沢
御
用
邸
と
連

絡
を
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
方
、
日

　　　　　　　　　　写真 36　師正王薨去届　 

（「武彦王妃佐紀子女王殿下、寛子女王殿下、師正王殿下薨去の件」のうち）　
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↖

  「行幸録」は、侍従職で作成され

た行幸に関する書類を綴った簿冊。

左の写真は、大正 12 年の「行幸録」

に綴られた「日光行幸書類」のうち、

事務日誌の９月２日条。矢印で示し

た行には、「皇太子（摂政宮）殿下

ハ御参内中ナリシモ御無事」と記さ

れており、摂政宮御無事の一報が日

光へ届いたことが窺える。日誌から

は、このほかにも震災の被害状況に

関する様々な報告が、日光へ上がっ

ていたことがわかる。

ま
さ
お
う

や
す
ひ
と

す
み
の
み
や

た
か
ひ
と

写真 37　侍従職「行幸録」大正 12 年９月２日条

光
か
ら
の
使
者
は
徹
夜
で
自
動
車
を
走
ら

せ
、
二
日
朝
宮
城
へ
到
着
し
て
い
る
。
大

正
天
皇
・
貞
明
皇
后
並
び
に
同
じ
く
日
光

に
滞
在
さ
れ
て
い
た
摂
政
宮
の
御
兄
弟
秩

父
宮
雍
仁
親
王
、
澄
宮
（
の
ち
の
三
笠
宮

崇
仁
親
王
）
の
御
無
事
が
報
告
さ
れ
た
。

　

二
日
中
に
は
、
摂
政
宮
の
御
使
と
し
て

甘
露
寺
東
宮
侍
従
が
田
母
沢
御
用
邸
に
参

邸
し
、
四
日
に
至
っ
て
本
省
と
御
用
邸
と

の
直
通
電
話
が
復
旧
し
た
。

か
ん 

ろ

じ

　

さ
ら
に
、
九
月
十
七
日
に
は
宮
内
大

臣
牧
野
伸
顕
が
汽
車
で
日
光
へ
赴
き
、

翌
十
八
日
に
拝
謁
。
第
二
章
で
取
り
あ

げ
た
御
婚
儀
の
延
期
な
ど
を
大
正
天
皇
・

貞
明
皇
后
へ
言
上
し
た
。
こ
の
際
、
大

正
天
皇
よ
り
復
興
そ
の
他
で
多
大
な
経

費
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
「
御
手
許

御
入
費
等
節
約
」
を
示
唆
さ
れ
た
お
言

葉
が
あ
り
、
牧
野
は
「
難
有
事
」
と
日

記
に
記
し
て
い
る
（
『
牧
野
伸
顕
日
記
』
）
。

　

の
ぶ
あ
き

　

も
ろ

 

ひ
が
し
く 

 

に
の
み
や
な
る
ひ
こ

たけひこおう さ　き　こ

　関東大震災では、皇族方も被災さ

れ、山階宮武彦王妃佐紀子女王、寛

子女王（閑院宮載仁親王第四王女）、

師正王の３方が薨去された。左は、

東久邇宮附宮内事務官金井四郎から

牧野宮内大臣に宛てられた師正王の

薨去届。師正王は、発災当日御滞在

中であった神奈川県高座郡藤沢町鵠

沼の吉村鉄之助別荘で薨去された。

薨去届が、薨去から遅れて９日に出

されていることから当時の混乱した

様子が窺える。御葬儀は 13 日に 「御

内葬」として執り行われた。

 

　

かんいんのみやことひと

くげ こうざ

ぬま

ひろこ

　

こ
う
き
ょ

　

き
ゅ
う
じ
ょ
う

　

た　

も　

ざ
わ



臨
時
災
害
事
務
委
員
会
の
設
置

　

宮
内
省
で
は
大
正
十
二
年
九
月
三
日
訓

令
第
十
号
に
よ
っ
て
臨
時
災
害
事
務
委
員

会
を
組
織
し
、
臨
時
体
制
を
整
え
た
。
委

員
会
に
は
、
総
務
係
他
十
の
係
と
宮
内
次

官
関
屋
貞
三
郎
委
員
長
以
下
顧
問
・
委
員

が
置
か
れ
た
。
構
成
は
、
図
表
８
の
通
り

で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、
危
険
な
状
態
に

あ
る
庁
舎
で
は
な
く
、
宮
殿
で
執
務
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。
九
月
十
二
日
付
の
訓

令
で
同
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
救
護
・

給
養
係
の
業
務
は
当
分
の
間
継
続
さ
れ
た
。
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委員長 関屋貞三郎（宮内次官）

図表８　臨時災害事務委員会組織図

　　 顧問

　　 委員長の諮詢に応じる、意見を具

　　申する

　　 珍田捨巳（東宮大夫） 

     井上勝之助（式部長官）

　　 倉富勇三郎（帝室会計審査局長官）

　　 本田幸介（帝室林野管理局長官）         

総務係

事務の総轄・連絡

徳川頼倫（宗秩寮総裁）

伊藤博邦（主馬頭）

山崎四男六（内蔵頭）

小原　吉（内匠頭）

上野季三郎（大膳頭）

入江貫一（宮内省参事官）

杉栄三郎（図書頭）

西園寺八郎（式部次長）

大谷正男（宮内事務官）

白根松介（宮内書記官）

工藤壮平（宮内省御用掛）

庶務係

災害の報告・収集、文書事務、応

急措置の方針など

大谷正男（宮内事務官）

福田秀猪（宮内省御用掛）

渡部信（宮内書記官）

戸田氏秀（宮内書記官）

杉琢磨（宮内書記官）

白根松介（宮内書記官）

二荒芳徳（宮内書記官）

本多猶一郎（宮内書記官）

稲垣潤太郎（帝室林野管理局事務官）

西村宏恭（宮内省翻訳官）

内廷係

皇族・典式に関すること

徳川頼倫（宗秩寮総裁）

西園寺八郎（式部次長）

渡邊直達（式部官）

松井修徳（宮内事務官）

香川秀五郎（宮内事務官）

山縣武夫（式部官）

酒巻芳男（宮内事務官）

山口魏（宮内事務官）

金井四郎（宮内事務官）

加藤内蔵助（式部官）

武井守成（式部官）

中御門経恭（式部官）

山田益彦（式部官）

会計係

収入・支出に関すること

山崎四男六（内蔵頭）

大木彛雄（宮内事務官）

高橋其三（宮内事務官）

浅田恵一（宮内事務官）

需品係

食糧・日需品の補充・配給

伊夫伎準一（帝室会計審査官）

杉琢磨（宮内書記官）

武宮雄彦（宮内事務官）

鈴木重孝（帝室会計審査官）

青山操（帝室会計審査官補）

給養係

食糧の調達・配給

上野季三郎（大膳頭）

三条公輝（皇后宮事務官）

三浦篤（宮内事務官）

醍醐忠直（式部官）

大久保純（式部官）

矢島正昭（帝室会計審査官）
車馬係

車馬の配給

伊藤博邦（主馬頭）

伊東太郎（宮内事務官）

鹿児島虎雄（宮内事務官）

山川喜市（宮内技師）

友田元效（宮内技師）

河野健秀（宮内技師）

酒井克己（宮内技師）

警務係

警衛・保健に関すること

市村慶三（皇宮警察長）

阪口鎮雄（皇宮警視）

小池常宗（皇宮警視）

救護係

救護に関する事項

杉栄三郎（図書頭）

東久世秀雄（帝室林野管理局事務官）

神谷初之助（帝室博物館事務官）

杉村愛仁（帝室林野管理局事務官）

岩波武信（宮内事務官）

山川一郎（侍医）

工営係

工作・営繕に関する事項

小原　吉（内匠頭）

佐野利器（宮内技師）

高橋其三（宮内事務官）

市川之雄（宮内技師）

三善焞彦（宮内事務官）

北村耕造（宮内技師）

密田良太郎（宮内技師）

鹿児島虎雄（宮内事務官）

鈴木鎮雄（宮内技師）

平野英一（宮内技師）

菊地白（宮内技師）

高橋貞太郎（宮内技師）

深尾代治（宮内技師）

海老定徳 (内匠寮御用掛 )

馬全

馬全

※大臣官房秘書課（参事官室）「訓令録」大正 12

年から作成。

　なお、『宮内省省報』第 157 号（大正 12 年 10 月発

行 )にも９月３日付の訓令は掲載されているが、

省報に掲載されたものは「訓令録」中にはある委員

の係分担が記載されていない。

↑↓

委　　　　　員
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写真 39　二荒書記官宛依命通牒

　　　　（大臣官房庶務課「重要雑録」２のうち）

　９月７日付で東京の渡辺参事官から日光の二荒

書記官へ宛てられた依命通牒。枠線内には「当方

ニ於テハ次官各部局長官以下諸員不眠不休ノ状態」

とあり、宮内省職員が不眠不休で震災対策に奔走

していた様子がわかる。

写真 38　牧野宮内大臣訓示（東宮職「震災録」１のうち）　

宮
内
省
職
員
の
奔
走

　９月 15 日付宮内大臣牧野伸顕の訓示。皇室と国家の

苦難に当たって、皇室のため尽力した職員へ慰労の言葉

が述べられている。牧野は、 自宅の焼失や家族の死傷を

顧みる暇もなく、昼夜を問わず激務に取り組んだ宮内省

職員に対して感謝を述べている。さらに、 この難局を乗

り越えるべく、「同心協力」して「帝室ノ大事ニ奉仕ス

ルノ覚悟」を説いている。

図表９　救護係出勤表（大正 12 年９月３～ 30 日）

※臨時災害事務委員会救護係「日誌」から判明した範囲で作成。○：出勤、－：欠勤、■：在任期間外

　

宮
内
省
の
職
員
は
、
発
災
後
、
連
日
出
勤
し
て

災
害
対
策
に
当
た
っ
た
。
職
員
が
、
ほ
と
ん
ど
休

日
も
な
く
、
昼
夜
を
問
わ
ず
に
事
務
に
取
り
組
ん

で
い
た
こ
と
が
資
料
中
に
散
見
さ
れ
る
。
左
の
救

護
係
の
出
勤
表
か
ら
は
、
そ
の
一
端
が
見
て
取
れ

る
。

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
杉図書頭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東久世事務官 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○
岩波事務官 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
杉村事務官 ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
武宮事務官 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ―
木下属 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
塩川属 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松沢属 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
笹原属 ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平吉属 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
梶村属 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ―
木原属 ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ―
大西属 ― ○ ○ ― ― ○ ○ ―
大滝属 ― ― ― ― ○ ― ― ―
浅羽雇員 ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山崎給仕 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○



摂
政
宮
御
周
辺
の
職
員
と
警
備

　

発
災
後
、
摂
政
宮
の
お
側
近
く
に
仕
え

て
い
た
職
員
は
、
特
に
緊
張
感
が
高
ま
っ

た
。
摂
政
宮
の
赤
坂
離
宮
還
啓
後
、
東
宮

職
の
職
員
は
広
芝
御
茶
屋
近
く
の
芝
生
の

上
で
待
機
し
、
御
用
に
備
え
て
い
る
。
ま

た
、
連
日
に
わ
た
っ
て
多
く
の
職
員
が
宿

直
し
、
御
多
忙
を
極
め
た
摂
政
宮
を
お
支

え
し
た
（
東
宮
職
「
日
誌
」
）
。　

　

一
方
で
、
震
災
に
よ
る
治
安
の
悪
化
が

危
惧
さ
れ
た
た
め
、
摂
政
宮
周
辺
の
警
戒

体
制
は
よ
り
一
層
厳
重
と
な
っ
た
。
そ
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
皇
宮
警
察

部
の
職
員
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
宮
城
内
で

の
消
火
活
動
な
ど
と
と
も
に
赤
坂
離
宮
の

安
全
確
保
に
も
努
め
た
。

　

摂
政
宮
が
赤
坂
離
宮
へ
戻
ら
れ
た
の
ち

は
、
皇
宮
警
察
部
が
近
衛
師
団
の
守
衛
隊

と
連
携
し
な
が
ら
広
芝
御
茶
屋
の
警
備
を

固
め
た
。
摂
政
宮
還
啓
に
当
た
っ
て
は
、

東
宮
職
か
ら
伊
藤
皇
宮
警
部
が
出
頭
を
要

請
さ
れ
、「
相
当
警
戒
配
置
セ
ラ
レ
タ
キ
旨

ノ
要
求
」
が
あ
り
、
還
啓
直
後
か
ら
広
芝

御
茶
屋
及
び
そ
の
周
辺
の
警
衛
を
重
視
し

た
臨
時
体
制
が
布
か
れ
た
。
ま
た
、
守
衛

隊
も
応
援
部
隊
が
出
動
し
、
赤
坂
離
宮
全

体
の
警
備
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。　

 皇宮警察部赤坂離宮臨時分遣所の伊藤皇宮

警部と中村皇宮警部が、連名で作成した報告

書。大正 12 年 10 月作成。東宮職が作成･取得

した文書を綴った「震災録」に含まれる。

　主たる内容は、９月２日から７日までの赤

坂離宮における警戒状況に関するもの。伊藤

皇宮警部は、発災後直ちに休憩員を呼び集め

て被害箇所を調査し、火の元の点検を行った。

地震が発生すると皇宮警察部の職員が、「陸

続当離宮（赤坂離宮）警戒ノ為メ駆付」けた。

29■宮内省の動向 
※東宮職「震災録」１から作成。数字は人数。

図表 10　赤坂離宮における皇宮警察部配置人数（大正 12 年９月１・２日）

写真 40　警戒状況報告

　　　　　　 （東宮職「震災録」１のうち）

発災前 発災後
正門 2 0 正門 2
御車寄 2 0 御車寄 2
本館東脇 2 0 本館東脇 2
本館西脇 2 0 本館西脇下降口 2
段々坂上 2 0 青山御所受付及火ノ元 3
練塀穴門 2 0 練塀穴門 2
本館両脇下降入口 2 0 火之元巡行 2
権田原門 0 3 権田原門 3
権田原門停留所角 0 3 権田原停留所角 3
安鎮坂上 0 3 安鎮坂上 3
安鎮坂下 0 3 安鎮坂下 3
茶畑南角 0 3 茶畑上 3
茶畑中間 0 3 茶畑中間 3
練塀穴門脇 0 2 練塀穴門脇 2
東門脇 0 3 東門脇 2
坂下門巽門中間 0 3 坂下門巽門中間 3
広芝三段坂上 0 3 広芝三段坂上 3
広芝西入口 0 3 広芝西入口 3

広芝南脇 3
広芝御茶屋東脇 0 3 広芝御茶屋東脇 3
広芝御茶屋南脇 0 3 広芝御茶屋南脇 3
広芝御茶屋西南脇 0 3 広芝御茶屋西脇 3
赤坂派出所並ニ東門 0 5 赤坂派出所並ニ東門 5
赤坂坂下門及柵門 0 4 赤坂坂下門及柵門 4
鮫ヶ橋派出所並ニ僊錦閣脇立番所 4 0 鮫ヶ橋派出所並ニ僊錦閣脇立番所 4
青山御所西門 2 0 青山御所西門 2
青山御所四ノ門 3 0 青山御所四ノ門 2
青山御所五ノ門 2 0 青山御所五ノ門 2
皇子御殿西門 2 0 皇子御殿西門 2
皇子御殿通用門 0 0 皇子御殿通用門
皇子御殿表門 2 0 皇子御殿表門
赤坂巽門 2 0 赤坂巽門 2
合計 31 50 84

⇒

9月2日

3

9月1日

―
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写真 41  大正 12年９月 29日上野公園内罹災民収容所をお見舞いにな

）ちうの年31～21正大」録災震「課務庶房官臣大（     后皇明貞る 

写真 42　宮内省巡回救療班ビラ

表 11　貞明皇后の主な御視察日程（大正 12年）

※大臣官房庶務課「幸啓録」１、『宮内省省報』から作成。

日時 行啓先

９月２９日
日光田母沢御用邸→上野駅→上野公園（常磐花壇跡→博物館正門→精養軒前→博覧会跡）→泉橋慈善
病院

９月３０日 日本赤十字社病院→青山学院→慶応大学病院→東京第一衛戌病院
１０月２日 伝染病研究所→済生会病院→東京帝国大学医学部附属病院
１０月３日 （日光へお戻りになる）
１０月１５日 （大正天皇・貞明皇后還幸啓）

１１月５日
横浜駅→横浜市社会会館→済生会病院→十全病院→大阪府外一府六県聯合震災救護仮病院→日本赤
十字社臨時病院

１１月９日 日本赤十字社麻布臨時病院
１１月１９日 済生会麹町分院→日本赤十字社本郷臨時産院→済生会駿河台産院

１１月３０日
協調会臨時病院→日本赤十字社京橋臨時病院→日本赤十字社深川臨時病院→宮内省巡回救療班仮事
務所

１２月７日 女子学習院→満鉄病院
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宮内省巡回救療班写真（大臣官房庶務課「震災録」大正 12 ～ 13 年のうち）

写真 44　宮殿東御車寄 写真 45　小石川区植物園

写真 46　神奈川高等女学校救療所 写真 47　高木男爵邸

写真 43　救療日程表綴
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炊
き
出
し

写真 48　宮内省から被災者のために下付された飯台・杓文字（右）と釜（左）（東京都復興記念館所蔵）

写真 49  震災ニ基ク特別ノ事情

ルコトヲ得ルノ件（大正 12 年 11

房秘書課・参事官室「皇室令録」

２のうち）　

　被災者への支援や復興のため

の下賜金、建造物の修復、被災

した職員への手当などにより皇

室や宮内省から多大な金額が支

出された。左の皇室令によって、

震災に関連した特別の事情に因

る場合、当分の間宮内大臣の判

断で皇室会計令中に特例を設け

ることができるとされた。大正

天皇の御名（摂政宮御代筆）と

摂政宮の御署名が見える。

ぎょめい

　

宮
内
省
は
、
同
省
職
員
の
ほ
か
一
般
の

被
災
民
へ
も
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。
発
災

後
、
す
ぐ
さ
ま
庁
舎
玄
関
前
に
炊
き
出
し

所
を
設
け
、
夕
方
ま
で
に
二
千
二
百
三
十

個
の
竹
皮
包
弁
当
を
調
製
し
た
。

　

宮
城
が
避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ
る
と
、

被
災
民
へ
飲
料
水
や
乾
麺
、
米
類
が
配
布

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
態
は
、
宮
内
省
職

員
の
「
少
数
ノ
人
員
ニ
シ
テ
少
数
ノ
炊
事

用
具
ニ
依
リ
徹
宵
炊
爨
セ
シ
メ
タ
ル
」
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
一
時
は
中
断
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
職
員
た
ち
は
器
材

を
か
き
集
め
て
炊
き
出
し
を
再
開
し
、
九

月
末
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

1日 2日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

避難者 乾麺10箱
5,300食
乾麺25箱

8,150食 7,000食 4,000食 3,000食 2,700食

宮内省職員 2,450食
2,500食
乾麺20箱

4,600食 4,500食 4,500食 5,200食 5,100食

合計
2,450食
乾麺10箱

7,800食
乾麺45箱

12,750食 11,500食 8,500食 8,200食 7,800食

図表 12　宮内省の炊き出し数量

　　　　（大正 12 年９月１日～７日）

※「臨時災害事務委員会給養係事務概要」（大臣官房庶務課「震災録」4の

　うち）から作成。

ニ因リ皇室会計令中特例ヲ設ク

月 26 日皇室令第 19 号。大臣官



震
災
と
文
書
の
救
出
・
焼
失

　

関
東
大
震
災
は
、
多
く
の
古
文
書
や
図

書
も
灰
に
し
た
。
震
災
で
、
神
田
古
書
店

街
は
壊
滅
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
が
焼

け
落
ち
る
な
ど
貴
重
な
資
料
が
失
わ
れ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
明
治
以
来
、
皇
室
に
関

す
る
記
録
や
図
書
及
び
公
文
書
な
ど
を
保

管
し
て
き
た
宮
内
省
図
書
寮
は
被
災
を
免

れ
た
。

　

図
書
寮
の
職
員
は
、
発
災
後
、
生
命
の

危
険
を
顧
み
ず
、
麹
町
区
三
年
町
に
あ
っ

た
図
書
寮
庁
舎
へ
の
類
焼
を
防
ぐ
べ
く
、

消
火
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
図
書

寮
が
蔵
す
る
一
大
資
料
群
は
、
多
く
が
失

わ
れ
る
こ
と
な
く
未
来
へ
伝
え
ら
れ
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
図
書
寮
の
庁
舎
・
書
庫
は

各
地
を
転
々
と
し
て
お
り
、
災
害
対
策
は

不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
数
度
に

わ
た
っ
て
新
築
の
要
望
が
図
書
寮
か
ら
出

さ
れ
て
い
た
が
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

か
っ
た
。
震
災
を
機
に
、
災
害
に
耐
え
う

る
構
造
の
庁
舎
を
建
築
す
べ
く
本
格
的
な

検
討
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
庁
舎
と
し
て
結
実
し
、
同
庁

舎
で
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
か
ら
執

務
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
で
、
陵
墓
の
管
理
を
掌
る
宮
内
省

諸
陵
寮
の
庁
舎
は
焼
失
し
た
。
こ
れ
に
よ

33 ■宮内省の動向

り
、
諸
陵
寮
が
所
蔵
し
て
い
た
陵
墓
調
査

に
関
す
る
考
証
案
、
考
証
資
料
、
参
考
図

書
を
は
じ
め
陵
墓
監
理
に
関
す
る
重
要
書

類
な
ど
が
灰
燼
に
帰
し
た
。
諸
陵
寮
で
は
、

こ
れ
を
受
け
て
資
料
の
再
収
集
案
が
策
定

さ
れ
、
の
ち
に
実
施
さ
れ
て
い
る(

諸
陵

寮
「
例
規
録
」)

。

写真 50　昭和３年から執務が行われた図書寮（書陵部）庁舎（中村一紀氏撮影）　

写真 51　大正 12 年９月 20 日付宮内大臣宛図書頭報告書　震害当夜図書寮建物防火ニ関スル報告ノ件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図書寮「重要雑録」のうち）

 

か
い
じ
ん
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震
災
記
録
の
編
纂

　

現
在
わ
れ
わ
れ
が
、
当
時
の
摂
政
宮
の

御
様
子
や
宮
内
省
の
動
向
を
再
現
で
き
る

の
は
、
た
ま
た
ま
記
録
が
残
さ
れ
た
か
ら

で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
重
要
な
記
録
は
、

宮
内
省
職
員
た
ち
の
意
思
に
よ
っ
て
後
世

の
教
訓
と
す
べ
く
意
図
的
に
現
在
に
伝
来

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
も
と
に
置

か
れ
た
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
が
作
成
し

た
『
震
災
被
害
並
救
護
施
設
の
概
況
』
や

内
務
省
社
会
局
が
編
ん
だ
『
大
正
震
災
志
』

及
び
東
京
府
が
作
成
し
た
『
東
京
府
大
正

震
災
誌
』
の
よ
う
な
記
録
編
纂
事
業
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
が
、
特
に
宮
内
省
の
記

録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
「
宮
内
省
臨

時
災
害
事
務
紀
要
」
（
以
下
、
「
紀
要
」
と

い
う
）
で
あ
る
。
内
容
は
、
皇
室
の
御
動

静
や
宮
内
省
の
動
向
の
詳
細
に
及
ぶ
。

　

「
紀
要
」は
、 

大
臣
官
房
庶
務
課
が
各
部

局
に
提
出
さ
せ
た
日
誌
、
報
告
書
類
に
基

づ
い
て
作
成
さ
れ
た
。「
紀
要
」は
、
一
冊
が

同
課
で
保
存
さ
れ
、
現
在
大
臣
官
房
庶
務

課
「
震
災
録
」
一
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
ほ

か
に
も
一
冊
が
、
大
正
十
四
年
九
月
十
五

日
に
保
存
用
と
し
て
図
書
寮
に
送
付
さ
れ
、

公
文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
た
（
図
書
寮
「
図

書
録
」
）
。

図表 13　「宮内省臨時災害事務紀要」編纂材料

※大臣官房庶務課「震災録」１～４及び同「震災録」大正 12 ～ 13 年

　から作成。

※明確に材料とされたと判断できるもののほかに、「紀要」と比較して

　推定できるものも含んでいる。

※内容は、原文に書名があるものはそのまま記載した。（　）は、内容

　を補足したことを表し、〔　〕は、書名がないもので、新たに書名を

　付したことを表す。

写真 53　宮内省臨時災害事務紀要目次

写真 52　図書寮へ送付された宮内省臨時災

　　　　害事務紀要

作成・取得 内容 収録
大臣官房庶務課 摂政殿下御巡視関係書類 「震災録」2
大臣官房庶務課 庶務・差遣関係 「震災録」2
大臣官房文書課 震災時交通運輸関係 「震災録」2
大臣官房庶務課 特別演習中止 「震災録」2
臨時災害事務委員会給養係 臨時災害事務委員会給養係事務概要 「震災録」4
女子学習院 報告書（罹災者収容などに付） 「震災録」4
臨時災害事務委員会救護係 救護ニ関スル状況報告書、救護事項概要 「震災録」4
主馬寮 罹災者救護日誌 「震災録」4
主馬寮車馬係 震災日誌 「震災録」4
主馬寮掌車係 震災日誌 「震災録」4
主馬寮獣医係 震災日誌 「震災録」4
主馬寮御料乳牧場 震災日誌 「震災録」4

内蔵寮
大正十二年九月一日震火災ニ際シ内蔵寮
ノ採リシ非常手段

「震災録」4

臨時災害事務委員会内廷係 震災ニ関スル内廷事務要領概欄 「震災録」4
宮附震災善後取調会 宮附震災善後取調会要項 「震災録」4
臨時災害事務委員会総務係 震災救護日誌 「震災録」4
臨時災害事務委員会需品係 需品掛日誌 「震災録」4
大臣官房庶務課 震災記録 「震災録」4
大臣官房文書課 交通々信日誌 「震災録」4
皇宮警察本部 〔震災日誌〕 「震災録」4
学習院 大震火災罹災者救護事務概況報告 「震災録」4
宮内省巡回救療班 〔巡回救療班事業状況報告〕 「震災録」4
皇后宮職 皇后宮行啓録 「震災録」4
宮内省巡回救療班 宮内省巡回救療班報告書 「震災録」
宮内省侍医寮臨時診療所本部 日誌 「震災録」
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宮中三殿への震害ならびに復興の親告、および伊勢神宮・

神武天皇山陵・明治天皇山陵への奉告の期日に関する決裁

文書

                    （大臣官房秘書課「告示録」のうち）
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震
災
下
に
お
け
る
祭
祀

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
） 

九
月
二
十

八
日
に
、 

宮
中
三
殿
（
賢
所
・
皇
霊
殿
・

神
殿
）
で
震
災
に
関
わ
る
親
告
が
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
十
月
一
日
に
は
、
伊
勢
神

宮
・
神
武
天
皇
山
陵
・
明
治
天
皇
山
陵
へ

も
奉
告
が
あ
っ
た
。
震
災
の
被
害
状
況
お

よ
び
復
興
に
つ
い
て
の
御
報
告
で
あ
っ
た
。

当
然
、
急
を
要
す
る
臨
時
の
重
要
な
儀
式

で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
そ
の
後
、
恒
例
の
祭
祀
は
ど
の

よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
。
宮
内
省
式
部

職
作
成
の
「
例
規
録
」
大
正
十
二
～
十
三

年
に
「
諸
祭
典
」
を
通
常
に
復
す
旨
を
記

し
た
覚
書
が
み
え
る
（
写
真　

）
。 

震
災
以

来
、
祭
祀
の
際
の
参
列
員
の
範
囲
を
縮
小

し
た
こ
と
、
ま
た
服
装
は
略
式
で
の
参
列

が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

祭
祀

が
通
常
に
復
し
た
の
は
同
年
十
一
月
二
十

三
日
の
新
嘗
祭
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
間
に

行
わ
れ
た
、
恒
例
の
祭
祀
で
あ
る
秋
季
皇

霊
祭
同
神
殿
祭
・
神
嘗
祭
・
天
長
節
祭
で

は
「
一
、
親
王
・
親
王
妃
・
王
・
王
妃
・

王
族
・
公
族
総
代
一
人
、
一
、
大
勲
位
以

下
勅
任
待
遇
以
上
並
国
務
大
臣
礼
遇
総
代

一
人
」
と
参
列
員
は
か
な
り
限
定
さ
れ
、

服
装
も
本
来
は
「
大
礼
服
正
装
」
で
あ
る

と
こ
ろ
が
、 
「
通
常
服
通
常
礼
装
」で
あ
っ

た 

（
写
真　

）
。
祭
祀
は
次
第
に
則
っ
て
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、 

服
装

は
そ
の
儀
式
の
格
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
る
の
が
当
然
で
あ
る
の
で
、 
異
例
の
事

態
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

祭
祀
は
、
国
家
、
国
民
の
安
寧
を
祈
る

重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
震
災

下
と
い
う
非
常
時
に
あ
っ
て
威
儀
が
整
わ

な
い
な
か
で
も
中
止
す
る
こ
と
な
く
、
規

模
を
縮
小
は
す
る
が
、
確
実
に
執
り
行
な

わ
れ
て
い
た
。

写真 54　「御祭典」に関わる覚書

　　　　（式部職「例規録」のうち )

　写真 54 は、震災以来、「御祭典」への参列諸員の範囲が縮小され、服装も格を下げていたが、新嘗祭からは通常通

りに行うことを、山縣武夫儀式課長が宮内大臣へ口頭でもってうかがったことを記した覚書。写真 55 は、神嘗祭賢所儀

の際の官報報告案。参列者の範囲が代表者に限られ、服装が「通常服通常礼装」であったことがわかる。
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写真 55　神嘗祭賢所儀の際の官報報告案

           （式部職「儀式録」４のうち）

れ
い
さ
い

さ

い

し



観
菊
会
・
観
桜
会
の
中
止

　

一
方
で
、
中
止
さ
れ
た
行
事
が
あ
っ
た
。

園
遊
会
の
前
身
で
あ
る
観
菊
会
お
よ
び
観

桜
会
で
あ
る
。
観
菊
会
は
明
治
十
三
年
（
一

八
八
〇
）
か
ら
、
観
桜
会
は
明
治
十
四
年

か
ら
行
わ
れ
た
。
以
後
、
会
場
を
移
し
な

が
ら
も
、
恒
例
の
行
事
と
な
る
。
会
は
、

皇
族
・
大
臣
・
参
議
・
各
国
大
使
以
下
を

招
い
て
開
か
れ
た
。
会
場
で
の
散
策
を
許

さ
れ
、
そ
の
後
に
天
皇
・
皇
后
の
拝
謁
が

あ
る
の
が
会
の
概
略
で
あ
る
。
立
食
で
は

あ
る
が
茶
菓
の
下
賜
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

宴
の
意
味
合
い
が
強
い
。
こ
う
い
っ
た
会

の
性
質
か
ら
、
恒
例
の
行
事
で
あ
っ
て
も

時
局
を
考
慮
し
て
中
止
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
観
菊
会
・
観
桜
会
は
、

こ
の
年
に
限
ら
ず
、
取
り
や
め
と
な
っ
た

年
が
あ
る
（
図
表　

参
照
）
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
平
成

二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
春
の
園
遊
会

も
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

37 ■儀式と震災

歌
会
始

　

中
止
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
震
災
の

影
響
が
あ
っ
た
儀
式
と
し
て
歌
会
始
が
挙

げ
ら
れ
る
。
歌
会
始
は
、
宮
中
の
新
年
の

伝
統
的
な
儀
式
で
、
現
在
で
も
行
わ
れ
て

い
る
。
天
皇
が
出
題
さ
れ
る
御
題
に
基
づ

い
て
、
和
歌
を
詠
じ
る
儀
式
で
あ
る
。
明

治
七
年
に
は
現
在
の
よ
う
に
一
般
か
ら
の

和
歌
の
詠
進
を
募
る
形
式
に
ほ
ぼ
整
っ
た
。

大
正
十
三
年
の
歌
会
始
の
御
題
は
「
新
年

言
志
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
題
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
正
十
三
年
の
「
御

歌
録
」
に
、「
入
江
（
為
守
）
御
歌
所
長
談
」と

し
て
記
さ
れ
て
お
り
、「
新
年
の
感
想
を
云

ひ
あ
ら
は
す
」こ
と
で
あ
っ
た
。こ
の
御
題

に
決
ま
っ
た
背
景
に
は 

「
国
民
各
自
の
新

年
の
感
想
を
聞
食
さ
れ
む
と
の
聖
意
な
る

べ
し
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正
天
皇
が
国

民
の
新
年
に
あ
た
っ
て
の
感
想
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
と
い
う
御
意
志
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。な
お
、ど
の

よ
う
な
感
想
が
求
め
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、

「
極
め
て
広
汎
な
る
範
囲
に
於
て
詠
進
す

写真 56　観菊会を取りやめる旨の通牒

（式部職「観菊会録」のうち）　

図表 14　中止となった観菊会・観桜会の一覧

か
ん
ぎ
く
か
い

か
ん
お
う
か
い

は
い
え
つ

14

※式部職「観菊会録」、「観桜会録」より作成。

う
た
か
い
は
じ
め

え
い
し
ん

お

う
た 

ろ
く

き
こ
し
め

こ
う
は
ん

え
ん
ゆ
う
か
い

せ

い

い

会の種別 中止となった年 会の種別 中止となった年
観桜会 明治23年 観桜会 大正12年
観桜会 明治26年 観桜会 昭和元年
観菊会 明治27年 観菊会 昭和元年
観桜会 明治28年 観桜会 昭和２年
観桜会 明治30年 観菊会 昭和２年
観菊会 明治30年 観菊会 昭和３年
観桜会 明治36年 観菊会 昭和８年
観菊会 明治38年 観桜会 昭和11年
観桜会 大正元年 観菊会 昭和12年
観菊会 大正元年 観桜会 昭和13年
観桜会 大正２年 観菊会 昭和13年
観桜会 大正３年 観桜会 昭和14年
観桜会 大正７年 観菊会 昭和14年
観菊会 大正７年 観桜会 昭和15年
観桜会 大正８年



べ
き
な
り
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
詠
じ
る
感
想
の
対
象
は
特
に
限
定
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る 

。 

「
如
何
な
る
事
に
亘
る
と
も
苟
も
国
民

の
本
分
に
よ
り
脱
出
せ
ざ
る
限
の
実
感
を
吐
露
す
る
に
於
て
は
す
こ
し

も
子
細
な
か
る
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
自
由
な
題
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
具
体
的
な
例
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
に
「
帝
都
の
復
興
気
分
を
鼓
吹
せ
む
も
亦
可
な
り
」
と
し
て
、
震

災
か
ら
の
復
興
を
詠
じ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
そ
の

年
の
詠
進
歌
の
う
ち
、
当
時
摂
政
で
あ
っ
た
裕
仁
親
王
は
「
あ
ら
玉
の

と
し
を
む
か
へ
て
い
や
ま
す
は
民
を
あ
は
れ
む
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り
」
と

震
災
に
よ
り
、
よ
り
一
層
国
民
を
憐
れ
に
思
わ
れ
る
お
気
持
ち
を
詠
ま

れ
て
い
る
（
写
真　

）
。 

ま
た
、
東
久
邇
宮
稔
彦
王
妃
聡
子
内
親
王
は
「
ま

が
ご
と
は
去
年
に
て
つ
き
ぬ
今
年
よ
り
よ
き
こ
と
の
み
の
世
と
は
な
り

な
む
」 
と
歌
わ
れ
た
。 

震
災
と
い
う
凶
事
は
去
っ
て
行
っ
た
年
で
終
わ

り
、
新
し
い
年
は
吉
事
ば
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
と
、
新
年
を
こ
と
ほ
い
で

い
る
。 

一
般
か
ら
の
詠
進
歌
の
う
ち
選
歌
と
な
っ
た
川
崎
篤
行
（
「
東
京

府
平
民
」
） 

の
歌
に
「
お
こ
た
ら
ず
都
を
つ
く
る
槌
の
音
の
し
げ
き
が
う

れ
し
年
の
は
じ
め
も
」と
あ
り
、
復
興
を
遂
げ
て
い
く
都
市
の
様
を
喜
ん

で
い
る
。こ
の
よ
う
に
、
震
災
の
影
響
が
儀
式
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
歌
会
始
の
歌
は
基
本
的
に
は
、
新
年
を
こ
と
ほ
ぐ
め
で
た
い
内
容

を
詠
じ
る
の
が
常
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、
震
災
を
詠
じ
た
歌
は
い
ず
れ
も

復
興
を
喜
ぶ
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
悲
惨
な
出
来
事

に
よ
る
深
い
悲
し
み
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

写真 58　題の詠み方についての御歌所長

入江為守の談話

　　　　　　 （式部職「御歌録」のうち） 38

わ
た

　　　　写真 59　掌侍菅原光子の懐紙

        （御歌所「歌会始詠進懐紙」

　　　　　　　　　　　　　　のうち）

い
や
し
く

こ　

す
い

ひ
が
し 

く 

に
の
み
や
な
る
ひ
こ

と
し　

こ

  大正 13 年の歌会始で詠進された懐紙。「おそろしきゆめは昨日に

消えはてゝ御代のどかなるとしはかへりぬ」。本懐紙では、「御代のど

かなる」 と詠じることで復興にむかいつつある様子をあらわしてい

る。

　　　　写真 57　摂政裕仁親王歌会始御懐紙　大正 13 年　（御物）

せ
ん

か

57



震
災
時
の
貞
明
皇
后
の
御
歌
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写真 61　貞明皇后御集の帙

　帙および御集を綴じる平打紐等の材料の一部

は、紅葉山御養蚕所御生産生糸の下賜により製

作された。帙は、飛雲に藤咬鳳凰の文様が織り

だされたデザインとなっている。

　

昭
和
三
十
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
貞
明
皇
后
御

集
』
に
は
、
震
災
に
関
わ
る
御
歌
が
五
首
見
え
る
。

「
き
く
に
だ
に
む
ね
つ
ぶ
る
ゝ
を
ま
の
あ
た
り
見
し

人
心
い
か
に
か
あ
り
け
む
」
は
、
発
災
時
に
日
光

田
母
沢
御
用
邸
に
滞
在
さ
れ
て
い
た
皇
后
が
、
震

災
の
知
ら
せ
を
お
聞
き
に
な
っ
た
際
の
思
い
を
率

直
に
御
歌
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ま
ご
ゝ
ろ
の

あ
つ
き
が
ま
ゝ
に
も
ゆ
る
火
の
力
つ
よ
さ
も
お
ぼ

え
ざ
り
け
む
」
は
、
警
官
が
我
が
身
の
危
険
を
省

み
ず
、
火
の
手
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
人
々
を
救

お
う
と
し
て
、
命
を
落
と
し
た
事
に
対
し
て
御
心

を
動
か
さ
れ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
皇

后
は
被
災
者
を
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
の
御

歌
も
御
集
に
見
え
る
。
皇
后
の
御
見
舞
い
に
よ
っ

て
、
被
災
者
が
涙
を
落
と
し
て
喜
ん
で
い
る
様
が

歌
わ
れ
て
い
る
。
御
集
で
は
、
五
首
の
み
と
な
っ

て
い
る
が
、
皇
后
の
全
て
の
御
歌
を
収
め
て
い
る

『
貞
明
皇
后
御
集　

第
一
次
稿
本
』
で
は
、
全
歌
数

一
万
三
千
五
首
の
う
ち
百
五
十
五
首
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
に
は
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
本
所
被

服
廠
跡
で
の
被
害
を
歌
わ
れ
た
御
歌
も
あ
る
。
い

ず
れ
も
、
被
災
者
を
憐
れ
に
思
わ
れ
る
深
い
御
心

が
窺
い
知
れ
る
御
歌
で
あ
る
。

た　

も　

ざ
わ

ほ
ん
じ
ょ　

ひ

ふ
く
し
ょ
う
あ
と

『
貞
明
皇
后
御
集
』
の
う
ち
震
災
に
関
わ

る
御
歌
五
首

　
　
　
　

震
災
の
あ
と
の
こ
と
ゝ
も
見
も
し

　
　
　
　

き
ゝ
も
し
て

き
く
に
た
に
む
ね
つ
ふ
る
ゝ
を
ま
の
あ
た
り

見
し
人
心
い
か
に
か
あ
り
け
む

も
ゆ
る
火
の
力
に
風
の
ふ
き
そ
ひ
て
の
か

る
ゝ
み
ち
も
た
え
は
て
ぬ
と
か

　
　
　
　

避
難
者
の
身
に
水
を
そ
ゝ
き
て
辛

　
　
　
　

く
し
て
火
を
免
れ
し
め
し
警
官
の

　
　
　
　

却
り
て
お
の
か
身
の
や
か
れ
て
命

　
　
　
　

失
ひ
け
る
よ
し
を
き
ゝ
て

ま
こ
ゝ
ろ
の
あ
つ
き
か
ま
ゝ
に
も
ゆ
る
火
の

力
つ
よ
さ
も
お
ほ
え
さ
り
け
む

　
　
　
　

天
長
節
祝
日
に
バ
ラ
ッ
ク
天
幕
に

　
　
　
　

も
国
旗
を
か
ゝ
け
ゝ
る
よ
し
き
ゝ

　
　
　
　

て

た
ら
は
ぬ
を
し
の
ひ
て
す
め
る
板
屋
に
も
み

旗
か
ゝ
け
て
民
の
祝
へ
る

　
　
　
　

病
院
巡
視
中
の
所
感

よ
ろ
こ
ひ
の
ふ
か
き
心
ハ
病
人
の
落
す
な
み

た
に
あ
ら
ハ
れ
に
け
り

 
 

 
 

 
 

 
 

写真 60　貞明皇后御集の清書本

　公刊されたコロタイプ版のもととなった。当時、学

習院大学講師であった仲田幹一によって清書された。





第
六
章

     

復
興
記
念

横浜駅にお着きになった昭和天皇と奉迎する人々

（「昭和天皇行幸アルバム」（横浜市史資料室所蔵）のうち）



復
興
記
念

横
浜
へ
の
行
幸

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
二
十
三

日
、
昭
和
天
皇
は
横
浜
市
へ
行
幸
さ
れ
た
。

横
浜
市
で
の
復
興
祝
賀
式
が
行
わ
れ
る
、

そ
の
前
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

市
内
は
、
お
祝
い
ム
ー
ド
一
色
に
染
ま

り
、
天
皇
が
お
通
り
に
な
る
経
路
（
お
道

筋
）
は
、
紅
白
幕
で
装
飾
さ
れ
、
各
家
ご

と
に
国
旗
・
軒
灯
が
掲
げ
ら
れ
た
。
震
災

か
ら
約
五
年
半
が
経
過
し
て
の
こ
と
で
あ

る
。

写真 62　横浜への行幸のお道筋　

             （大臣官房庶務課「幸啓録」４のうち）

　　横浜市役所が発行した「横浜都市計画街路運河公園及区画整理区域計画図」に、横浜への行幸の際のお道筋を書

　き込んだもの。お道筋は緑色で示されている。
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ぎ
ょ
う
こ
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真 62 の拡大図　

ア：県立高等女学校、イ：生糸検査所、ウ：神奈川県庁、エ：商工奨励館、オ：横浜小学校、カ：市民奉迎

会式場、キ：震災記念館

み
ち

す
じ

け
ん 

と
う

ア

※お立ち寄りになった場所を地図中に示した。アからキはお立ち寄りになった順番。

イ

ウエ
オ

カ

キ



　

横
浜
市
が
震
災
に
よ
っ
て
受
け
た
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
諸
井
孝
文
・
武
村
雅
之
「
関
東
地
震
（
一
九

二
三
年
九
月
一
日
）
に
よ
る
被
害
要
因
別
死
者
数
の
推
定
」
に
よ
れ
ば
、
九
万
三
千
九
百
八
十
六
世
帯
の
う

ち
、
家
屋
全
潰
が
二
万
八
千
百
六
十
九
世
帯
、
焼
失
が
六
万
二
千
六
百
八
世
帯
で
あ
っ
た
。
被
害
の
深
刻
さ

は
、
写
真 

　

・　

に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
幸
で
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
た
場
所
は
神
奈

川
県
立
女
子
高
等
学
校
・
生
糸
検
査
所
・
神
奈
川
県
庁
・
市
民
奉
迎
会
式
場
（
横
浜
公
園
内
運
動
場
）
・

商
工
奨
励
館
で
あ
る
。
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
た
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
復
興
状
況
の
御
説
明
を
聴
取
さ
れ
、
県

庁
で
は
屋
上
よ
り
復
興
し
た
市
内
の
様
子
を
御
覧
に
な
っ
た
。
ま
た
、
市
民
奉
迎
会
式
場
で
は
、
横
浜
市
民

の
代
表
者
二
万
人
が
天
皇
の
行
幸
を
奉
迎
し
た
。
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写真 65　震災直後の桜木町駅前（大正 12 年）

　　　　　　　　　　　（「震災写真帳」のうち）

写真 63　震災直後の神奈川県庁（大正 12 年（1923））

　　　　　　　　　　　　　　（「震災写真帳」のうち）

　　　　　写真 66　桜木町駅前（昭和４年）

（「昭和天皇行幸アルバム」（横浜市史資料室所蔵）のうち）

　写真はいずれも桜木町駅前の写真である。写真 63 は震災直後の写真で、写真 64 は昭和天皇が横浜に行幸された

際の昭和４年の写真。角度は異なるが、ほぼ同じ場所での撮影である。震災直後の壊滅的な被害から、復興を遂げ

た様子がわかる。

　写真 64　県庁屋上から見た市街地の様子（昭和４年）

（「昭和天皇行幸アルバム」（横浜市史資料室所蔵）のうち）

61

63



　

横
浜
市
は
、
貿
易
に
よ
り
発
展
し
た
都
市
で
あ
り
、
日
本
の
貿
易
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
。
当
時
の
輸
出
品
目
の
第
一
位
で
あ
っ
た
生
糸
を
取
り
扱
う
上
で
欠
か
せ
な
い
生
糸
検
査

所
や
、
昭
和
四
年
四
月
二
十
日
に
竣
工
し
た
商
工
奨
励
館
を
御
視
察
に
な
る
こ
と
は
、
横
浜
市

の
復
興
と
同
時
に
日
本
の
貿
易
の
復
興
を
も
意
味
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
横
浜
市
へ
の
行
幸
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
は
神
奈
川
県
へ
金
七
百
円
を
、
横
浜
市
へ
金

千
円
を
、
久
保
山
合
祀
霊
場
へ
祭
祀
料
と
し
て
金
三
百
円
を
、
「
特
ニ
思
召
ヲ
以
テ
」  

下
賜
さ

れ
た
。

写真 69　神奈川県立高等女学校にて、体操を御覧

（「昭和天皇行幸アルバム」（横浜市史資料室所蔵）のうち）

44

写真 67　震災直後の生糸検査所（大正 12 年）

　　　　　　　　　（「震災写真帳」のうち）

　　　　　　　　　写真 68　生糸検査所（昭和４年）

        （「昭和天皇行幸アルバム」（横浜市史資料室所蔵）のうち）

　写真は生糸検査所。生糸は当時の日本の重要な輸出

品であり、横浜港がほぼ独占的に扱っていた。しかし、

震災により横浜の生糸輸出機関や検査所は壊滅した。こ

のことは、横浜に甚大な影響を及ぼし、 一時は生糸の輸

出の拠点が神戸に移る危機にまで陥った。その後、 見事

に復興し昭和４年の行幸を仰ぐこととなった。



横
浜
市
復
興
祝
賀
式

　

昭
和
天
皇
の
行
幸
の
翌
日
、
横
浜
市
復
興
祝
賀
式
が
野
毛
山
公
園
内
で
挙
行
さ
れ
た
。
総
理
大
臣
・
内

務
大
臣
・
大
蔵
大
臣
な
ど
の
閣
僚
を
は
じ
め
、 

学
校
長
・
諸
団
体
長
な
ど
の
代
表
者
や
復
興
功
労
者
・

震
災
救
援
者
・
市
民
有
志
な
ど
、
お
よ
そ
一
万
人
が
招
か
れ
た
。

 

な
お
、
祝
賀
式
に
続
き
、
同
じ
く
野
毛
山
公
園
内
で
横
浜
市
主
催
の
園
遊
会
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、 

横
浜

公
園
内
の
音
楽
堂
で
は
復
興
祝
賀
音
楽
会
が
催
さ
れ
た
り
、
花
電
車
（
電
飾
な
ど
で
飾
り
付
け
ら
れ
た
電

車
）を
走
ら
せ
る
な
ど
、
市
内
の
い
た
る
箇
所
で
復
興
が
祝
わ
れ
た
。
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写真 71　震災記念館をお発ちになる昭和天皇

　　　（昭和天皇行幸アルバム（横浜市史資料室所蔵）のうち）

　震災記念館は、震災の教訓を後代に

伝える目的で大正 13 年に開館した。

震災から１年後のことである。写真は、

震災記念館を御覧になった後、お発ち

になった際のものである。 なお、震災

記念館は、第二次世界大戦の影響によ

り 昭和 19 年に休館となり、そのまま

再開館することなく閉館となった。

え
ん
ゆ
う
か
い

写真 70 市民奉迎会式場での、横浜市長による奉迎文朗読

　　（「昭和天皇行幸アルバム」（横浜市史資料室所蔵）のうち）

　奉迎会場は、横浜公園内の運動場に設けられた。式場では、市長による

奉迎文が朗読されたほか、市長の発声により万歳三唱が行われた。

ほうげいぶん



帝
都
復
興
巡
幸

　

横
浜
市
の
復
興
祝
賀
式
か
ら
約
一
年
後
、
東
京
で
の
復
興
式
典
が
昭
和
五
年
三
月
二
十
六
日

に
行
わ
れ
た
。
な
お
、
式
典
に
先
だ
っ
て
、
二
十
四
日
に
天
皇
は
、
東
京
市
内
の
各
所
を
巡
幸

さ
れ
、
復
興
し
た
市
内
の
様
子
を
御
視
察
に
な
っ
た
。
ま
た
、
式
典
の
前
日
に
は
、
宮
中
三
殿 

（
賢

所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
）
に
お
い
て
、
震
害
復
興
の
親
告
が
行
わ
れ
た
。

　

横
浜
市
と
同
様
に
、
市
内
は
、
復
興
を
祝
う
飾
り
付
け
が
施
さ
れ
、
天
皇
の
巡
幸
の
際
に
は
、
そ

の
お
道
筋
で
多
く
の
市
民
が
奉
迎
し
た
。

　

写真 72　震災直後の九段の上空写真

　　　　　　　　　　　　（「関東大震災写真集」のうち）
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写真 73　九段坂上の様子

（復興局『帝都復興完成式典並復興帝都御巡幸写真

 帖』のうち）

　　　　図表 15　帝都復興巡幸の日程

　巡幸は宮城から始まり、まず九段坂上の近衛歩兵第一聯隊内にある展望所にお立ち寄りになった。展望所で

は、復興した町なみを御覧になった。

※大臣官房総務課作成「幸啓録」４より作成。

き
ゅ
う
ち
ゅ
う
さ
ん
で
ん

し
ん
が
い
ふ
っ
こ
う 

　
　

し
ん
こ
く

こ
う
れ
い
で
ん

時刻 お立ち寄り場所 お立ち寄り場所での概要
午前９時45分 宮城御出門 ―

午前10時17分 九段坂上着御
拝謁、田安門内近衛歩兵第一聯隊
内の御展望場で復興状況の御展望

午前10時27分 九段坂上発御 ―

午前10時32分 府立工芸学校着御
東京府知事より復興事業奏上、拝
謁、府執行復興事業資料及び工芸
学校設備御覧

午前10時58分 府立工芸学校発御 ―

午前11時７分 上野公園着御
拝謁、上野公園内御展望場で復興
状況の御展望

午前11時17分 上野公園発御 ―

午前11時27分 隅田公園着御
日本漕艇協会分列式御覧、明治天
皇記念碑御覧、公園御視察

午前11時39分 隅田公園発御 ―
午前11時46分 震災記念堂着御 震災記念物御覧
午前11時52分 震災記念堂発御 ―

正午
市立千代田尋常小
学校着御

復興局長官・東京市長より復興事業
奏上、拝謁、屋上より御展望、国執
行及び市執行復興事業関係資料御
覧

午後１時25分
市立千代田尋常小
学校発御

―

午後１時45分 市立築地病院着御
拝謁、復興衛生施設及び社会事業
関係資料御覧、屋上より御展望、病
院内施設御覧

午後２時５分 市立築地病院発御 ―
午後２時15分 還幸 ―
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写真 75 上野公園から復興状況を御展望の御様子

　　　　　　　　　　　　　　（復興局『帝都復興完成式典並復興帝都御巡幸写真帖』のうち）

写真 64 奉迎会式場での、横浜市長による奉呈文朗読

昭和天皇行幸アルバム 32652（横浜市史資料室所蔵）

　お道筋は赤線で示されている。赤字で書き込

まれているのがお立ち寄りになった場所。注目

すべきは、宮城正門を出られてから、初めにお

立ち寄りになった九段までのお道筋が、最短の

ルートをとるのではなく、あえて迂回するよう

な道になっていることである。この巡幸が復興

した都市の様子を視察されることが目的である

ため、このようなお道筋となったと推察される。

ほうていぶん

写真 74　帝都巡幸の際のお道筋

　　　　（大臣官房総務課「幸啓録」５のうち）



帝
都
復
興
完
成
式
典

 
 

巡
幸
か
ら
二
日
後
、
帝
都
復
興
完
成
式
典
が
、

宮
城
外
苑
（
現
在
の
皇
居
前
広
場
）
に
お
い
て

執
り
行
わ
れ
た
。
参
列
者
は
、
皇
族
方
を
は
じ

め
、
内
閣
総
理
大
臣
・
復
興
局
長
官
な
ど
の
政

府
要
人
、
主
催
者
で
あ
る
内
務
大
臣
・
東
京
府

知
事
・
東
京
市
長
の
ほ
か
、
外
国
大
使
・
公
使
、

府
民
・
市
民
な
ど
約
五
万
人
が
参
列
し
た
。
そ

の
様
子
は
、
写
真　

か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
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写真 77　 昭和天皇からの勅語（復興局『帝都復興完成式典並復興帝都御巡幸写真帖』のうち )

　　　　写真 76　帝都復興完成式典に昭和

　　　　　天皇が臨御された際の勅語案　　 

総務課　　　（大臣官房総務課

　　　　　　　　　　「幸啓録」４のうち）

    

　式典は、午前 10 時 30 分より行

われた。式典の流れとして、皇族

以外の参列者がそれぞれ所定の位

置に午前 10 時 28 分までに整列し、

昭和天皇が午前 10 時 30 分に宮城

を出られ、33 分に式殿に出御され

た。その後、内務大臣の式辞奉読

があり、昭和天皇の勅語、内閣総

理大臣の発声で天皇陛下の万歳三

唱があり、午前 10 時 45 分に天皇

の入御により式典が終わる。

75

き
ゅ
う
じ
ょ
う
が
い
え
ん

　復興式典は、復興局と東京府と

東京市が主催した。震災から約６

年半が経過してのことである。

式
典
に
際
し
て
の
恩
賜

　

昭
和
天
皇
は
、
昭
和
五
年
三
月
二
十
四
日
に
東
京
府
・
東
京
市
へ
三
万
円
を

下
賜
さ
れ
た
。
復
興
式
典
に
あ
た
っ
て
、 

い
ま
だ
苦
難
の
状
況
に
あ
る
者
へ
の

救
恤
の
思
召
か
ら
で
あ
っ
た
。
下
賜
金
の
う
ち
、
一
万
五
千
円
が
市
に
、
同
額
が

郡
部
五
十
四
の
近
接
町
村
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
下
賜
金
は
、 

食
券
と
し
て
労

働
紹
介
所
お
よ
び
区
役
所
な
ど
で
配
付
さ
れ
た
。「
幸
啓
録
」
四
に
よ
れ
ば
、 

下

賜
さ
れ
た
「
一
老
婆
ノ
如
キ
ハ
失
明
シ
ナ
ガ
ラ
モ
食
券
ヲ
押
シ
戴
キ
感
涙
ニ
咽
」

い
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
三
月
二
十
七
日
に
、
天
皇
は
、
復
興
事
業
の
功
労
者
を
宮
中
に
お
召
し

に
な
っ
て
、
御
陪
食
を
賜
っ
た
。

写真 78　食券　表
お
ん 

し写真 79　食券　裏

き
ゅ
う
じ
ゅ
つ

こ
う
け
い
ろ
く

写真 80　食券配布について

（大臣官房総務課

　　　「幸啓録」４のうち）

　写真は、食券が皇室からの

下賜である旨と、食券の引き

換え場所と使用期間が記され

たチラシ。食券とともに配付

されたものであろう。

　帝都復興式典に際して配付された食券。昭和５年３月 24 日

に配付された食券の見本。食券は５銭相当のもので、  配付所

付近の米商・食堂などで使用できた。使用期間は、３月 25 日

～ 27 日の３日間と定められていた。なお、「幸啓録」４によれば

配付の際には「御聖旨」を伝えられたとのことである。
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帝
都
復
興
を
祝
う

　

復
興
の
祝
賀
は
、
一
部
の
人
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般
の
市
民
が
参
加
で
き
る
形

式
の
催
物
が
行
わ
れ
、
市
全
体
で
復
興
を
祝
っ
た
。
催
物
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
の
計
画
に
則

っ
て
、
三
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
提
灯
行
列
や
奏
楽
・
舞
踊
な
ど

の
余
興
、
東
京
市
内
を
花
電
車
が
運
行
す
る
な
ど
華
や
か
な
催
物
が
続
い
た
（
図
表　

）
。

 
 

ま
た
、
復
興
記
念
の
刊
行
物
や
映
画
が
制
作
さ
れ
、
昭
和
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
（
図
表 

 

）
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
物
を
行
う
こ
と
で
、
復
興
の
喜
び
を
表
し
た
と
い
え
よ
う
。　

写真 81　花電車のデザイン画のうち、「天の岩戸」（東京市役所『帝都復興祭志』）

　図表 16　東京市民による復興祝賀の催物ならびに余興

※東京市役所『帝都復興祭志』より作成

16

図表 17　復興を記念した刊行物などの献上一覧

※大臣官房総務課「進献録」より作成

17

期間 催物 内容

昭和５年３月22日～31日 音楽自動車
電気蓄音機を備え付けた自動車による演奏を、日比
谷・芝・深川・錦糸・浜町・上野の各７公園で行った

昭和５年３月23～26日 奏楽・舞踊・映画
日比谷公会堂・日比谷公園音楽堂・日比谷公園新
音楽堂・本所公会堂において開催

昭和５年３月24日 東京連合少年団キャンプ
東京市内外の約700少年団中、約1200名による
キャンプファイヤー

昭和５年３月24日～28日 帝都復興記念体育大会 各種競技会
昭和５年３月26日 小学校児童旗行列 市内203の小学校の４年生以上の生徒による行列

昭和５年３月26日 提灯行列
連合青年団・市立中学校・青年訓練所・補習学校の
各生徒約２万人による行列

昭和５年３月26日 音楽行進
陸軍戸山学校音楽隊・海軍軍楽隊・豊島園音楽隊・
少年健児音楽隊などの団体の約500名による行進

昭和５年３月26・27・30日 花電車運転
３月24日に車両を三原橋に陳列し、その後、市内を
運行

年月日 献上書籍 献上先 献上者

昭和５年３月25日 帝都復興記念帖　３部 天皇・皇后・皇太后 復興局長官　中川望

昭和５年４月28日
活動写真フィルム「輝ヤク大東京」
（復興帝都御巡幸並復興完成式典
の模様）

天皇・皇后 東京市長　堀切善次郎

昭和５年５月６日 映画　帝都復興　全８巻 天皇 復興事務局長　潮惠之輔
昭和７年９月１日 帝都復興事業誌　２部 天皇・皇后・皇太后 内務大臣　山本達雄
昭和８年９月22日 英文東京復興誌 天皇・皇后・皇太后 東京市長　牛塚虎太郎
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一 

は
じ
め
に

　

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
二
三
日
、
横
浜
市
は
震
災
復
興
の
記
念
と
し
て
昭
和
天

皇
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
翌
二
四
日
に
は
、
復
興
事
業
で
誕
生
し
た
野
毛
山
公
園
に
お
い

て
復
興
祝
賀
式
を
催
し
た
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
よ

っ
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
横
浜
の
人
々
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
行
事
を
通
じ
て
復
興
の
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。 

『
横
浜
毎
朝
新
報
』
の
報
道
に
依
れ
ば
、 

祝
賀
式
当
日
の
野
毛
山
の

人
出
は
約
一
二
万
人
に
上
り
、
関
東
大
震
災
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
展
示
し
た
横
浜
市

震
災
記
念
館
（
野
毛
山
／
老
松
町
所
在
）
に
も
多
く
の
人
が
訪
れ
た
。
ま
た
、
横
浜
公
園

の
音
楽
堂
で
は
、
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
市
電
は

装
飾
を
施
し
た
花
電
車
を
運
行
す
る
な
ど
、
祝
賀
ム
ー
ド
を
演
出
し
て
い
っ
た
。 

『
横
浜
貿

易
新
報
』が
「
人
の
流
れ
は
伊
勢
佐
木
町
に
走
り
『
野
毛
山
は
未
だ
や
つ
て
い
る
ぞ
』と
遅
れ

馳
せ
に
野
毛
山
の
余
興
に
走
る
も
の
も
あ
つ
て
、 

復
興
祝
賀
の
夜
は
次
第
に
更
け
て
ゆ
く
」

と
報
じ
る
よ
う
に
、 

こ
の
二
日
間
は
横
浜
の
人
々
に
と
っ
て
「
復
興
」を
心
に
刻
む
契
機
と

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
横
浜
市
会
は
翌
年
四
月
一
九
日
に
天
皇
行
幸
の
四
月

二
三
日
を
市
の
復
興
記
念
日
と
定
め
、 

毎
年
の
よ
う
に
記
念
行
事
を
行
っ
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
な
横
浜
市
の
復
興
祝
賀
行
事
の
様
子
は
い
く
つ
か
の
媒
体
に
よ
っ
て
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
文
字
媒
体
で
は
、
復
興
事
業
の
概
要
を
ま
と
め
た
『
横
浜
復

興
誌
』
第
四
編
（
横
浜
市
役
所
、
一
九
三
二
年
）
に
「
横
浜
市
行
幸
拝
録　

附
復
興
祝
賀

式
状
況
」（
七
七
五
～
八
三
八
頁
）と
し
て
二
日
間
の
状
況
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

先
に
挙
げ
た
地
元
紙
（
『
横
浜
貿
易
新
報
』
／
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
）
も
祝
賀
行
事
の
状
況

を
準
備
段
階
か
ら
報
じ
て
お
り
、
そ
の
経
過
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
昭
和
天
皇
が

横
浜
市
の
復
興
と
昭
和
天
皇
の
行
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
問
し
た
横
浜
小
学
校
の
学
校
誌
『
学
之
友
』
も
一
九
二
九
年
七
月
発
行
の
第
九
五
号
を

「
行
幸
記
念
号
」
と
位
置
付
け
、
行
幸
の
記
録
を
記
す
と
同
時
に
、
教
職
員
や
児
童
の
感

想
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
あ
る
五
年
生
の
児
童
が
「
こ
の
こ
と
の
あ
っ
た
四
月
二
十
三
日
こ

そ
は
大
き
く
な
つ
て
も
お
ぢ
い
さ
ん
に
な
っ
て
も
、
決
し
て
忘
れ
な
い
や
う
に
し
や
う
。
そ

し
て
、
一
生
懸
命
え
ら
い
人
に
な
っ
て
、
国
の
為
に
は
た
ら
か
う
」
と
感
想
を
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
四
月
二
三
日
は
印
象
深
い
一
日
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
映
像
媒
体
に
関
し
て
は
、
横
浜
シ
ネ
マ
商
会
撮
影
「
聖
上
陛
下　

復
興
の
横
浜

へ
行
幸
」（
全
五
巻
／
一
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
フ
ィ
ル
ム
／
約
一
〇
分
間
／
無
声
／
ヨ
コ
シ
ネ

デ
ィ
ー
ア
イ
エ
ー
保
存
）が
あ
り
、
松
本
洋
幸
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

同
資
料
は
天
皇
行
幸
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
動
画
で
、
撮
影
に
使
用
し
た
台
本
も
横
浜

市
中
央
図
書
館
で
確
認
で
き
る
。
ま
た
近
年
、
個
人
が
撮
影
し
た
復
興
祝
賀
式
の
フ
ィ
ル

ム
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
以
外
に
も
天
皇
行
幸
や
復
興
祝
賀
式
に
関
連
す

る
資
料
は
横
浜
開
港
資
料
館
や
横
浜
市
史
資
料
室
の
諸
家
文
書
の
中
に
散
見
で
き
、
そ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
横
浜
に
お
け
る
復
興
記
念
行
事
を
立
体
的
に
再
現
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

 
 

さ
て
、
本
稿
で
は
、
文
字
媒
体
と
映
像
媒
体
の
中
間
に
位
置
す
る
写
真
媒
体
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
い
。
天
皇
行
幸
に
関
す
る
写
真
は
、
横
浜
開
港
資
料
館
保
管
の
有
吉
忠
一
関

係
文
書
を
は
じ
め
諸
家
文
書
の
中
に
確
認
で
き
る
も
の
の
、
管
見
の
限
り
、
体
系
的
に
ま

と
ま
っ
た
も
の
は
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
『
昭
和
四
年　

天
皇
行
幸
写
真
帖
』
が
ほ
ぼ

唯
一
で
あ
る
。
同
資
料
の
原
本
は
三
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
分
か
れ
て
お
り
、
重
複
を
除
い
た

写
真
の
枚
数
は
全
体
で
一
七
六
枚
に
上
る
。
そ
の
来
歴
は
不
明
だ
が
、
凡
そ
①
準
備
段
階
、

②
天
皇
の
視
察
・
移
動
、
③
天
皇
を
迎
え
る
市
民
と
街
並
み
、
④
天
覧
品
、
⑤
復
興
祝
賀
式
、

ー
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
『
昭
和
四
年　

天
皇
行
幸
写
真
帖
』
を
中
心
に
ー

吉
田　

律
人

論
考
１

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)
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天
覧
を
賜
る
品
々
の
用
意
が
進
ん
だ
ほ
か
、
警
察
や
消
防
は
市
内
の
警
備
態
勢
の
強
化

を
図
っ
た
。
一
七
日
に
は
再
び
高
木
秘
書
官
と
本
多
侍
従
が
横
浜
を
訪
問
し
、
行
幸
当

日
の
経
路
や
予
行
演
習
の
確
認
を
行
っ
た
。
こ
の
時
期
、
市
内
の
各
種
団
体
だ
け
で
な

く
、
宮
内
省
や
内
務
省
、
県
・
市
の
責
任
者
の
間
で
も
実
務
の
調
整
が
重
ね
ら
れ
て
い

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翌
四
月
一
八
日
、
横
浜
市
会
は
行
幸
奉
迎
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
復
興
祝
賀
式
の
予
算
を
可
決
、
一
九
日
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
大
臣
一
木
喜
徳
郎
か
ら
各
方
面
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
二
三
日
の
横
浜
行
幸
が
正
式
に
通
達
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
そ
れ
を
受
け
、
横
浜
市
は
二
〇
日
に
告
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
論
告
を
発
し
、
奉
迎
準
備
の
完
成
を
各
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
指
示
し
た
。
市
内
で
は
、
各
種
団
体
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
掃
が
励
行
さ
れ
、
天
皇
の
通
過
す
る
道
筋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
っ
た
。 

【
図
一
】は
野
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
に
む
か
う
長
者
町
通
り
の
様
子
で
あ
る
。
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路
は
整
え
ら
れ
、
そ
の
両
脇
に
は
旭
日
旗
や
紅

白
幕
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

加
え
て
、
行
幸
前
日
の
二
二
日
に
は
、
自
動
車
を
使
っ
た

予
行
演
習
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
横
浜
市
会
で
は
市
民
奉
迎
式
典
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
奉

迎
文
の
最
終
確
認
も
行
わ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
有
吉
市
長
へ
の
内
示
か
ら
約
一
ヶ

月
の
間
に
天
皇
を
迎
え
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
写
真
は
準
備
を
進
め
る
人
々

の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

三　

行
幸
当
日

　

四
月
二
三
日
、
横
浜
の
人
々
は
早
朝
か
ら
昭
和
天
皇
の
到
着
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

午
前
九
時
、
宮
城
を
出
発
し
た
天
皇
一
行
は
同
九
時
五
〇
分
に
横
浜
駅
の
三
番
ホ
ー

ム
に
到
着
、
予
定
さ
れ
た
市
内
の
視
察
に
入
っ
て
い
く
。
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

【
表
一
】
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
は
横
浜
に
滞
在
し
た
五
時
間
四
〇
分
の

⑥
園
遊
会
の
順
番
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
写
真
の
右
下
に
「S

.
O
K
A
M
O
T
O
 
Y
O
K
O
H
A
M

A
」
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
点
か
ら
撮
影
者
は
横
浜
写
真
通
信
社
及
び
岡
本
写
真
館
を
経
営
し

て
い
た
写
真
家
の
岡
本
三
朗
だ
と
わ
か
る
。
岡
本
は
横
浜
に
お
け
る
報
道
写
真
の
先
駆
者

で
、
関
東
大
震
災
直
後
の
横
浜
市
内
の
状
況
を
は
じ
め
、
大
正
末
期
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
に
到
る
数
多
く
の
出
来
事
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
岡
本
一
人
で
行
幸

の
全
過
程
を
撮
影
す
る
の
は
困
難
な
の
で
、
撮
影
に
は
同
じ
市
内
の
前
川
謙
三
な
ど
複
数

の
写
真
家
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
公
的
機
関
が
行
幸

過
程
の
記
録
用
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

紙
幅
の
関
係
上
、
す
べ
て
の
写
真
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
、

ア
ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ
た
代
表
的
な
写
真
を
紹
介
し
つ
つ
、
準
備
段
階
を
含
め
、
四
月
二

三
日
の
天
皇
行
幸
の
過
程
を
辿
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

二　

準
備
段
階

　　

昭
和
天
皇
の
行
幸
計
画
が
ど
の
よ
う
に
浮
上
し
、
ど
の
時
期
に
具
体
化
し
て
い
っ
た
か

は
判
然
と
し
な
い
が
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
三
月
一
九
日
、
有
吉
忠
一
横
浜
市
長
は

宮
内
省
に
出
頭
し
、
横
浜
行
幸
の
内
定
を
受
け
た
。
続
い
て
地
元
紙
は
三
月
二
一
日
に
行

幸
内
定
の
旨
を
報
じ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
多
く
の
市
民
が
昭
和
天
皇
の
横
浜
訪
問
を
知

る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、 

『
横
浜
貿
易
新
報
』は
「
天
皇
陛
下
に
は
横
浜
市
の
都
市
計
画

に
依
る
復
興
計
画
も
五
年
間
の
歳
月
を
閲
し
漸
く
完
成
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
復
興
の
状

況
御
視
察
の
思
召
し
を
以
て
来
る
四
月
二
十
三
日
前
後
に
本
市
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
旨

御
内
沙
汰
が
あ
っ
た
」と
、
具
体
的
な
日
程
を
報
じ
て
い
る
。

 
 

そ
の
後
、
横
浜
市
は
三
月
二
三
日
に
行
幸
奉
迎
並
復
興
祝
賀
事
務
の
委
員
会
を
設
置
、
視

察
候
補
地
へ
の
根
回
し
な
ど
、
受
け
入
れ
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。
前
掲
『
学
之
友
』
第
九
五

号
所
収
の
「
行
幸
日
誌
」
に
依
れ
ば
、
横
浜
小
学
校
は
二
五
日
に
天
皇
訪
問
の
内
達
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
続
い
て
三
日
後
の
二
八
日
に
は
、
宮
内
省
の
高
木
三
郎
秘
書
官
や
本
多

猶
一
郎
侍
従
に
よ
る
現
地
視
察
が
行
わ
れ
た
。
翌
日
の
地
元
紙
は
具
体
的
な
訪
問
先
を
含

め
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
報
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
月
に
入
る
と
各
々
の
準
備
は
具
体
化
し
、

(６)

(７)

(８)

(９)

(10)

図
一



元
帥
の
通
常
礼
装
を
着
用
し
て
い
た
。
こ
こ
で
池
田
宏
神
奈
川
県
知
事
か
ら
復
興
状
況

の
説
明
を
受
け
た
後
、
県
庁
の
斜
め
む
か
い
に
位
置
す
る
商
工
奨
励
館
に
移
動
、
そ
こ

で
横
浜
市
か
ら
の
献
上
品
を
確
認
し
た
。
『
昭
和
四
年 

天
皇
行
幸
写
真
帖
』
に
は
、
前

川
謙
三
が
撮
影
し
た
献
上
品
の
写
真
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
宮
川
香
山
の
真
葛
焼
や
横

浜
人
形
、
復
興
写
真
帳
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

 
 

商
工
奨
励
館
の
視
察
を
終
え
た
後
、
行
幸
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
横
浜
小
学
校
の
視
察

を
経
て
横
浜
公
園
運
動
場
に
お
け
る
市
民
奉
迎
式
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。 

【
図
三
】は
運

動
場
の
北
側
の
隅
か
ら
ス
タ
ン
ド
方
面
を
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ド
中
央
の

貴
賓
観
覧
席
に
昭
和
天
皇
が
位
置
す
る
構
図
と
な
っ
て
お
り
、
ス
タ
ン
ド
手
前
の
壇
上

で
は
、
有
吉
忠
一
横
浜
市
長
が
前
日
の
市
会
で
承
認
さ
れ
た
市
民
奉
迎
文
を
読
み
上
げ

て
い
る
。
こ
の
写
真
は
二
四
日
の
復
興
祝
賀
式
典
の
参
加
者
に
送
ら
れ
た
復
興
記
念
写

真
帖
に
も
含
ま
れ
、
翌
日
に
は
多
く
の
人
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
横
浜
復
興
誌
』

に
依
れ
ば
、
高
速
度
写
真
を
利
用
す
る
こ
と
で
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
市
民
奉
迎
式
に
参
加
で
き
る
の
は
、
町
内
や
各
種
団
体
の
代
表
な
ど
一
部
に

限
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
の
市
民
も
市
内
六
ケ
所
に
設
け
ら
れ
た
奉
迎
場
所
で
天
皇
一
行

を
迎
え
た
。 

【
図
四
】は
伊
勢
佐
木
町
の
入
り
口
に
位
置
す
る
吉
田
橋
付
近
の
様
子
で
あ

る
。
老
若
男
女
が
道
一
杯
に
広
が
り
、
そ
の
前
に
警
備
に
あ
た
る
憲
兵
が
立
っ
て
い
る
。
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間
に
七
ヶ
所
の
地
点
を
ま
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
う
し
た
光
景
を
岡
本
三
朗
は
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
先
や
移
動
時
の
状
況
、
街
並
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
人
々
の
様
子
を
踏
ま
え
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
初
に
昭
和
天
皇
が
訪
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
岡
野
町
に
あ
る
神
奈
川
県
立
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
女
学
校
（
現
・
横
浜
平
沼
高
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
女
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
に
よ
る
体
操
や
青
年
訓
練
所
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徒
に
よ
る
手
旗
信
号
を
観
覧
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
。
こ
う
し
た
未
成
年
者
に
よ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
演
技
は
午
後
に
訪
問
し
た
横
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
昭
和
天
皇
は
若
き
世
代
の
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
を
微
笑
ま
し
く
観
覧
し
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
。
そ
の
後
、
天
皇
一
行
は
生
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
お
り
、
昭
和
天
皇
は
手
を
挙
げ
て
そ
れ
に
応
え
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 
 
 
 

県
庁
内
の
貴
賓
室
に
入
っ
た
昭
和
天
皇
は
、
休
憩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
挟
み
な
が
ら
拝
謁
者
と
面
会
、
昼
食
の
後
は
屋
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
内
の
状
況
を
眺
め
た
。 

【
図
二
】 

は
そ
の
時
の
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

和
天
皇
の
姿
を
捉
え
て
い
る
。
展
望
台
中
央
の
軍
服

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姿
の
人
物
が
昭
和
天
皇
で
あ
る
。こ
の
日
は
陸
軍
大

(11)

図
二

図
三

(12)

図
四

到着時刻 訪問先 視察内容／主な移動経路 出発時刻

9時50分 横浜駅 神奈川県知事・横浜市長・横須賀鎮守府司令長官等による奉迎 —

— 《移動》 平沼町1丁目→平沼橋→岡野町通り→済生会前 —

9時55分 神奈川県立高等女学校 中学生及び女学生の団体体操・青年訓練所手旗信号の観覧 10時15分

— 《移動》
平岡橋通り→西平沼橋→戸部警察署前通り→旧横浜駅前
→桜木町通り→弁天橋→本町通り

—

10時20分 生糸検査所 施設内見学／人造絹糸・織物標本等視察 10時55分

— 《移動》 日本大通り —

11時00分 神奈川県庁 休憩／復興功労者・領事等拝謁／昼食／屋上から市内を展望 13時50分

— 《移動》 日本大通り —

13時52分 商工奨励館 施設内見学／横浜市献上品の視察 14時15分

— 《移動》 日本大通り→横浜公園横→横浜郵便局角→輸出絹織物検査所前 —

14時20分 横浜尋常高等小学校 施設内見学／市内小学校児童による体操及び遊戯の観覧 14時30分

— 《移動》 —

14時31分 横浜公園運動場 市民奉迎式 14時46分

— 《移動》 市役所前→真砂町→尾上町→吉田橋→伊勢佐木町→長者町通り —

14時52分 横浜市震災記念館 施設内見学 15時20分

— 《移動》 戸部通り→平沼町 —

15時30分 横浜駅 帰京／代表者による奉送 —

【表1】天皇行幸のスケジュール〔1929年4月23日〕

※横浜市役所編『横浜貿易新報』（横浜市役所、1932年）、『横浜貿易新報』（1929年4月24日付）及び『横浜毎朝新報』（同）より作成。

に
設
置
さ
れ
た
展
望
台
に
登
っ
て
復
興
し
た
横
浜

川
県
庁
を
訪
れ
た
。 

県
庁
の
正
面
玄
関
前
で
は
、

横
浜
在
住
の
外
国
人
も
天
皇
一
行
の
到
着
を
待
っ

検
査
所
へ
む
か
い
、
続
い
て
日
本
大
通
り
の
神
奈
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館
、
二
〇
一
〇
年
）
に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
横
浜
の
被
災
か
ら
復
興
に
至
る
過
程
を

記
録
す
る
資
料
と
し
て
現
在
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
同
じ
く
復
興
を
遂
げ
た
東
京
の
記
念
行
事
と
の
比
較

が
必
要
で
あ
る
。
横
浜
か
ら
遅
れ
る
こ
と
と
約
一
年
、
東
京
に
お
い
て
も
一
九
三
〇 

（
昭

和
五
）
年
三
月
に
帝
都
復
興
祭
が
催
さ
れ
、
横
浜
と
同
様
に
天
皇
行
幸
と
祝
賀
式
典
が
行

わ
れ
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
横
浜
と
東
京

の
比
較
か
ら
見
え
て
く
る
点
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
皇
像
を
研
究
す
る
上
で
も
岡
本
の

写
真
は
示
唆
に
富
む
よ
う
に
思
え
る
。
そ
う
し
た
点
を
指
摘
し
つ
つ
、
横
浜
市
の
歴
史

資
料
保
存
機
関
に
勤
務
す
る
一
人
と
し
て
、
当
資
料
が
多
く
の
人
に
活
用
し
て
頂
け
る

こ
と
を
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ま
た
、
写
真
の
右
端
に
は
復
興
期
に
再
建
さ
れ
た
尾
上
町
の
指
路
教
会
も
確
認
で
き
、
復

興
を
遂
げ
た
街
並
み
や
市
民
の
姿
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

 
 

市
民
奉
迎
式
終
了
後
、
横
浜
公
園
を
出
発
し
た
天
皇
一
行
は
吉
田
橋
か
ら
伊
勢
佐
木
町
、

長
者
町
通
り
を
通
過
し
て
最
後
の
訪
問
先
で
あ
る
震
災
記
念
館
に
む
か
っ
た
。
昭
和
天
皇

は
そ
こ
に
三
〇
分
近
く
滞
在
し
、
有
吉
市
長
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
震
災
の

状
況
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
見
学
し
て
い
っ
た
。
施
設
内
の
写
真
は
存
在
し
な
い

が
、
岡
本
は
震
災
記
念
館
を
出
発
す
る
昭
和
天
皇
の
姿
を
捉
え
て
い
る
。

 
 

そ
の
後
、
昭
和
天
皇
は
還
幸
の
途
に
就
き
、
午
後
三
時
三
四
分
発
の
列
車
で
横
浜
を
発

っ
た
。
岡
本
が
撮
影
し
た
行
幸
関
係
の
写
真
は
横
浜
駅
に
到
着
す
る
天
皇
一
行
の
車
列
で

終
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
写
真
は
翌
日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
、

昭
和
天
皇
の
動
向
記
事
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
の
目
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
岡
本

は
写
真
を
通
じ
て
横
浜
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
人
々
に
伝
え
て
い
っ
た
。

 
 

四 
 

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
岡
本
三
朗
の
写
真
は
震
災
か
ら
立
ち
直
っ
た
横
浜

の
姿
を
記
録
し
た
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
そ
の
一
連
の
写
真
が
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
整
理
し
て
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
本
の
撮
影
し
た
写
真
は
行
幸
の
翌
日
か
ら
地
元
紙
に
載
っ

た
だ
け
で
な
く
、
記
念
品
の
一
部
と
し
て
復
興
祝
賀
式
典
の
招
待
者
に
手
渡
さ
れ
た
。
続

い
て
、
横
浜
市
が
公
的
な
記
録
と
し
て
「
横
浜
市
行
幸
拝
録
」
（
『
横
浜
市
復
興
誌
』
第
四

編
所
収
）
を
編
纂
す
る
際
に
は
、
行
幸
や
祝
賀
式
を
説
明
す
る
挿
絵
と
し
て
活
用
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
は
陽
の
目
を
見
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
市
制
九
〇
周
年
及

び
開
港
一
二
〇
周
年
の
記
念
に
『
横
浜
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
』  

（
横
浜
市
市
民
局
市
民
活

動
部
広
報
課
広
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
）
が
編
纂
さ
れ
た
際
に
は
、
震
災
復
興
を
喜

ぶ
市
民
と
し
て
同
資
料
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
開
港
一
五
〇
周
年
記
念
に
編
纂
さ

れ
た
高
村
直
助
監
修 

『
写
真
集　

昭
和
の
横
浜
』 

（
横
浜
市
史
資
料
室
、 

二
〇
〇
九
年
）や

関
東
大
震
災
関
連
の
写
真
を
集
め
た
北
原
糸
子
編
『
写
真
集　

関
東
大
震
災
』 

（
吉
川
弘
文

101112
（
１
）
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
一
九
二
九
年
四
月
二
五
日
。

（
２
）
『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
二
九
年
四
月
二
五
日
。

（
３
）
『
昭
和
五
年 

横
浜
市
会
議
事
速
記
録
』
七
一
一
～
七
一
三
頁
、
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
。

（
４
）
水
崎
明
「
聖
上
陛
下
行
幸
」
（
『
学
之
友
』
第
九
五
号
、
一
九
二
九
年
七
月
、
四
八
頁
）
。

（
５
）
松
本
洋
幸
「
資
料
よ
も
や
ま
話　

『
聖
上
陛
下　

復
興
の
横
浜
へ
行
幸
』
」
（
『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
第

　

一
〇
二
号
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
。

 

（
６
）
岡
本
三
朗
に
つ
い
て
は
横
浜
開
港
資
料
館
編
『
よ
こ
は
ま
人
物
伝―

歴
史
を
彩
っ
た
五
〇
人
』（
神
奈

　

川
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
二
〇
二
～
二
〇
五
頁
、 

松
本
洋
幸
「
横
浜
の
写
真
館
の
歩
み
」（
『
開
港
の
ひ
ろ

　

ば
』
第
一
一
五
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
）を
参
照
。

 

（
７
）
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
写
真
家
・
前
川
謙
三
に
関
す
る
資
料
群
（
前
川
淨
二
家
資
料
）
に
も
行

　

幸
関
係
の
ガ
ラ
ス
乾
板
が
あ
り
、
そ
の
プ
リ
ン
ト
は
『
昭
和
四
年　

天
皇
行
幸
写
真
帖
』
に
収
め
ら
れ

　

て
い
る
だ
け
で
な
く
、『
横
浜
復
興
誌
』
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
一
連
の
行
事
の
撮
影
に
は
、

　

岡
本
三
朗
を
中
心
に
多
く
の
横
浜
の
写
真
館
が
関
わ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

（
８
）
『
昭
和
四
年
横
浜
市
事
務
報
告
書
』
一
三
～
一
九
頁
、
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
。

（
９
）
『
横
浜
貿
易
新
報
』
、
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
一
九
二
九
年
三
月
二
九
日
。

（ 
 

）
『
昭
和
四
年　

横
浜
市
会
議
事
速
記
録
』
五
一
五
～
五
一
九
頁
、
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
。

（　

）
『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
二
九
年
四
月
二
四
日
。

（　

）
横
浜
市
役
所
編
『
横
浜
復
興
誌
』
第
四
編
（
横
浜
市
役
所
、
一
九
三
二
年
）
八
一
九
頁
。  

『
復
興

　

記
念
写
真
帖
』
は
横
浜
開
港
資
料
館
や
横
浜
市
史
資
料
室
に
原
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
横
浜
開
港
資
料
館
調
査
研
究
員
）

註



　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
関
東
大
震
災
の
発
災
後
、
摂
政
宮
に
よ
る
被
災
地
の
御
視
察
や

救
恤
金
の
下
賜
な
ど
、
宮
内
省
公
文
書
類
の
記
録
か
ら
震
災
対
応
に
つ
い
て
素

描
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
関
東
大
震
災
の
先
行
研
究
を
振
り
返
る
と
、
摂
政
宮
の
御
活
動

や
宮
内
省
の
震
災
対
応
に
つ
い
て
蓄
積
は
多
く
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か
論
及

さ
れ
て
き
た
。
震
災
か
ら
あ
ま
り
時
を
経
ず
し
て
摂
政
宮
の
被
災
地
御
視
察
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
始
め
、
近
年
相
次
い
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
昭
和
天
皇

の
伝
記
や
研
究
書
の
な
か
で
震
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
伊
藤
之
雄
氏
は
、
摂
政
宮
が
大
震
災
に
際
し
中
心
と
な
っ
て
治
安
と

復
興
に
尽
力
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
国
民
の
前
に
示
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。

　

ま
た
、
皇
室
と
宮
内
省
の
震
災
対
応
に
つ
い
て
は
、
堀
口
修
氏
に
よ
っ
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
最
近
も
「
関
東
大
震
災
と
摂
政
裕
仁
親
王
」
を
公
表

す
る
な
ど
、
近
年
飛
躍
的
に
研
究
の
裾
野
が
広
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
堀
口
氏
の

論
考
は
、
本
稿
の
主
題
と
密
接
に
関
わ
る
貴
重
な
研
究
で
、
宮
内
公
文
書
館
が

所
蔵
す
る
公
文
書
も
少
な
か
ら
ず
活
用
さ
れ
て
い
る
。
主
に
論
拠
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
は
、
宮
内
省
庶
務
課
・
東
宮
職
の
震

災
対
応
を
綴
っ
た
一
次
資
料
で
あ
る
「
震
災
録
」
、
宮
内
省
の
震
災
報
告
書
「
宮
内

省
臨
時
災
害
事
務
紀
要
」な
ど
が
あ
る
。こ
れ
に
新
聞
資
料
な
ど
も
補
強
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
堀
口
氏
の
論
考
か
ら
示
唆
を
受
け
た
部
分
も
少
な

摂
政
宮
と
関
東
大
震
災
へ
の
対
応

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
な
い
。
だ
が
、
宮
内
公
文
書
館
に
は
堀
口
氏
が
挙
げ
た
典
拠
以
外
に
も
未
活

用
の
公
文
書
が
少
な
く
な
く
、
こ
れ
ら
か
ら
事
実
を
掘
り
起
こ
し
紹
介
す
る
だ

け
で
も
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
加
え
て
、
震
災
以
降
摂
政
宮
の
御
動

静
に
つ
い
て
、
宮
内
省
職
員
が
い
か
な
る
姿
勢
で
対
応
し
記
録
し
て
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
も
、
従
来
は
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
視
点
で
あ
る
。

　

上
述
の
課
題
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
震
災
の
発
生
以
降
、
摂
政
宮
の
対
応
に

つ
い
て
宮
内
省
で
は
ど
の
よ
う
に
記
録
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、
宮
内
省
公
文

書
類
を
中
心
に
た
ど
っ
て
ゆ
き
た
い
。
震
災
対
応
に
あ
た
っ
た
宮
内
省
職
員
が
、

い
か
に
し
て
摂
政
宮
の
活
動
を
お
支
え
し
て
い
た
の
か
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う

と
す
る
さ
さ
や
か
な
試
み
で
も
あ
る
。

　
　

一　

被
災
地
御
視
察
へ
至
る
経
緯

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
十
五
日
、
摂
政
宮
は
東
京
・
上
野
方
面
へ

の
御
視
察
で
震
災
被
害
の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
。
以
下
で
は
震
災
発

生
後
御
視
察
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
宮
内
省
の
担
当
部
局
で
は
ど
の

よ
う
に
記
録
を
綴
っ
た
の
か
、
見
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
際
、
被
災
地
御
視
察
の

準
備
に
あ
た
っ
た
大
臣
官
房
庶
務
課
の
ほ
か
、
摂
政
宮
の
活
動
を
お
支
え
し
た

東
宮
職
の
役
割
に
留
意
す
る
。

 
 

九
月
十
四
日
、
東
宮
職
で
摂
政
宮
の
御
動
静
を
記
し
た
事
務
日
誌
に
は
「
摂

政
殿
下
明
朝
災
害
地
御
視
察
ノ
件
本
日
被
仰
出
」
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
日
に
は
雑
誌
『
婦
女
界
』
記
者
高
尾
謙
一
に
謁
を
賜
い
、
被
害
状
況
を
撮
影

(1)

(2)

(3)

(4)

ー
宮
内
省
公
文
書
類
の
記
録
か
ら
た
ど
る
ー

辻
岡　

健
志

論
考
２
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し
た
活
動
写
真
を
観
覧
さ
れ
た
。
御
視
察
の
前
日
に
も
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
当
該
記
事
に
は
丸
括
弧
書
き
で
「
但
シ
関

係
官
庁
以
外
ニ
ハ
事
前
ニ
ハ
秘
、
新
聞
社
ヘ
モ
発
表
セ
ス
」
と
あ
り
、
こ
の
御
視

察
は
事
前
に
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 
 

そ
れ
で
は
、
い
つ
御
視
察
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
宮
職
の
事
務
日

誌
の
九
月
八
日
条
に
は
、「
皇
太
子
殿
下
本
日
災
害
地
御
視
察
ニ
御
乗
馬
ニ
テ
行
啓

ア
ル
ヘ
キ
ノ
内
議
ア
リ
／
秘
タ
ル
モ
御
止
メ
ト
ナ
ル
」
と
あ
る
（
東
宮
職
「
日
誌
」

識
別
番
号
二
四
六
八
一
）
。
お
取
り
や
め
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、 

同
日
に

御
視
察
の
「
内
議
」が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
側
近
の
日
記
か
ら
は
よ
り
詳
し
い
経
緯
が
浮
か
び
上
が
る
。
牧
野
伸

顕
宮
内
大
臣
は
九
月
五
日
、
山
本
権
兵
衛
首
相
と
「
殿
下
被
害
地
御
視
察
等
に
付
」

会
談
を
持
っ
て
お
り
、
御
視
察
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
九

月
七
日
に
は
「
被
害
地
御
視
察
の
事
、
取
締
り
の
関
係
上
数
日
間
御
延
期
の
事
に

申
合
済
み
。
此
間
陸
軍
大
臣
〔
田
中
義
一
〕
と
福
田
〔
雅
太
郎
〕
戒
厳
司
令
官
と

の
間
に
意
見
の
相
違
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、 

こ
の
時
点
で
延
期
が
決
ま
っ
た

（
同
前
書
）
。 

実
施
に
前
向
き
な
福
田
戒
厳
司
令
官
に
対
し
、
田
中
陸
軍
大
臣
は
慎

重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

奈
良
武
次
侍
従
武
官
長
（
兼
東
宮
武
官
長
）
の
日
記
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら

れ
る
。
九
月
七
日
午
後
五
時
に
「
翌
日
午
前
六
時
御
出
門
、
御
乗
馬
に
て
災
害
地

御
巡
視
の
こ
と
と
決
定
」
し
て
い
た
が
、
午
後
十
一
時
四
十
五
分
に
東
宮
職
か
ら

お
取
り
や
め
の
報
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
日
記
な
ど
を
突
き

合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
発
災
か
ら
一
週
間
も
立
た
な
い
う
ち
に
摂
政
宮
に
よ

る
御
視
察
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
安
全
面
を
考
慮
し
て
十
五
日
ま
で

見
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
調
整
の
上
に
、
九
月
十
五
日
の
被
災
地
御
視

察
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
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二
　
被
災
地
御
視
察
の
決
定

　

続
い
て
、
御
視
察
に
際
し
て
宮
内
省
内
の
関
係
部
局
で
は
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
東
宮
職
「
震
災
録
」
一 

（
識
別
番
号

二
四
六
九
二―

一
）
に
収
め
ら
れ
た
御
巡
視
の
決
裁
文
書
を
見
て
み
た
い
。

　
　

立
案 

大
正
十
二
年
九
月
十
四
日 

東
宮
職
雇
員
河
井
十
吉
（
河
井
印
）

 
 
 
 

決
裁 

大
正　
　

年　

月　
　

日 

文
書
掛
（
永
田
印
）
（
谷
脇
印
）

 
 
 
 

東
宮
事
務
官
（
本
多
正
復
印
）
（
岡
本
印
）

 
 
 
 

東
宮
職
庶
第
九
六
八
号　

大
正
十
二
年
九
月
十
四
日
執
行

 
 
 
 

　
　
　

案

 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
宮
事
務
官

 
 
 
 
 
 
 
 

大
臣
官
房
庶
務
課
長

 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

通
牒

 
 
 
 

摂
政
殿
下
、
明
十
五
日
午
前
六
時
赤
坂
離
宮
御
出
門
、
災
害
地
御
視
察
被

　
　

為
在
候
条
、
御
手
続
相
成
度
候

 
 
 
 

　

一　

御
道
筋
別
紙
之
通

 
 
 
 

　

一　

鹵
簿
別
紙
之
通

 
 
 
 

　

一　

午
前
八
時
三
十
分
頃
還
啓
ノ
御
予
定

 
 
 
 

　

一　

供
奉
員
服
装
供
奉
服
（
供
奉
員
徽
章
附
属
）

　

以
上
の
文
書
を
見
る
と
東
宮
職
で
は
十
四
日
に
起
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大

臣
官
房
庶
務
課
に
御
巡
視
の
手
続
き
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
内

大
臣
名
で
御
視
察
の
旨
が
通
知
さ
れ
た
の
は
、
陸
軍
大
臣
、
臨
時
震
災
救
護
事
務

局
総
裁
、
関
東
戒
厳
司
令
官
、
内
務
大
臣
、
近
衛
師
団
長
、
鉄
道
大
臣
、
警
視
総
監
、

東
京
府
知
事
、
東
京
市
長
、
各
部
局
官
房
各
課
・
参
事
官
、
皇
宮
警
察
部
、
侍
従
武

官
府
で
あ
っ
た
（
大
臣
官
房
庶
務
課
「
震
災
録
」
二
、
識
別
番
号
一
〇
三
九
六―

二
）
。 

ま
た
、
本
文
書
の
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
鉛
筆
書
き
の
メ
モ
か
ら
は
、
通
知
さ
れ

た
各
大
臣
・
関
係
機
関
名
と
と
も
に
「
十
四
日
午
後
六
時
発
表
、
通
知
」
さ
れ

(５)

(６)
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御
動
静
に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。
大
谷
正
男
大
臣
官
房
庶
務
課
長
か
ら
二
荒
芳

徳
書
記
官
（
大
臣
官
房
庶
務
課
）
に
差
し
出
さ
れ
た
こ
の
報
告
に
は
、
摂
政
宮
御
視
察

の
様
子
と
と
も
に
そ
の
背
景
が
端
的
に
記
さ
れ
て
い
る 

（
大
臣
官
房
庶
務
課
「
皇
親

録
」
、
識
別
番
号
六
八
八
二
六
）
。

　

 
 

　
　
　

情
報

 
 

　

摂
政
殿
下
御
動
静

 
 

　
　

大
正
十
二
年
九
月
十
五
日
午
前
九
時
四
十
分

 
 

　
　

大
谷
庶
務
課
長
ヨ
リ

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
荒
書
記
官
接
受

 
 

　

摂
政
殿
下
に
は
畏
く
も
大
震
後
日
夜
市
民
の
不
幸
に
つ
き
御
憂
慮
あ
ら
せ
ら

　
　

れ
、
市
中
御
巡
視
の
御
希
望
あ
ら
せ
ら
れ
し
も
交
通
の
煩
多
御
道
筋
の
整
理

　
　

つ
か
ざ
る
た
め
、
今
日
ま
で
か
の
御
決
行
の
御
見
合
を
願
ひ
居
り
た
る
所
、
漸

　
　

く
に
御
巡
視
機
に
達
し
た
る
に
つ
き
今
日
午
前
六
時
俄
に
侍
従
武
官
長
、
侍

　
　

従
武
官
、
侍
従
、
戒
厳
司
令
官
、
憲
兵
司
令
官
、
警
視
総
監
等
を
随
へ
さ
せ
ら
れ
、

　
　

左
の
御
道
筋
に
よ
り
て
御
巡
視
な
ら
せ
ら
れ
た
り
（
下
略
）

　

本
文
書
の
欄
外
に
は
侍
従
長
、
皇
后
宮
大
夫
、
行
幸
主
務
官
の
印
が
捺
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
上
に
「
両
陛
下
言
上
モ
ノ
」
の
付
け
札
が
付
さ
れ
て
い
る
。
発
災
後
よ
り
二

荒
は
日
光
の
天
皇
・
皇
后
に
「
東
京
災
害
ノ
模
様
ヲ
詳
細
言
上
」す
る
と
い
う
使
命

を
課
せ
ら
れ
て
い
た 

（
大
臣
官
房
庶
務
課
「
重
要
雑
録
」
二
、
識
別
番
号
二
三
二
八
一

―

二
、
九
月
四
日
付
）
。 

当
時
二
荒
が
日
光
田
母
沢
御
用
邸
に
詰
め
て
い
た
こ
と
を

併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
付
け
札
が
示
す
よ
う
に
天
皇
・
皇
后
に
上
げ
ら
れ
た
情
報

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
御
巡
視
の
様
子
を
主
と
し
た
報
告
で
あ
っ
た
が
、
御
視

察
に
至
る
背
景
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
十
五
日
の
御
視
察
以

前
よ
り
摂
政
宮
か
ら
「
市
中
御
巡
視
の
御
希
望
」
が
あ
っ
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り

控
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

確
か
に
震
災
後
ま
も
な
く
は
火
災
の
余
燼
が
未
だ
消
え
や
ら
ず
瓦
礫
が
道
を
塞

ぐ
状
況
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
上
野
・
神
田
周
辺
の
電
車
残
骸
の
整
理
や
路
面
整

備
の
完
了
報
告
が
な
さ
れ
始
め
る
の
は
、
九
月
十
日
、
十
一
日
に
か
け
て
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
前
掲
の
東
宮
職
「
震
災
録
」
一
に
よ
れ
ば
、
東
宮
職
か
ら

同
職
内
へ
通
知
さ
れ
、
別
途
関
係
す
る
部
署
と
し
て
皇
宮
警
察
部
分
遣
所
、
侍
医
寮

出
張
所
、
御
守
衛
隊
、
内
匠
寮
出
張
所
へ
も
通
知
さ
れ
た
。

 
 

図
表
１
は
御
視
察
の
手
続
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
御
視
察
の
通
知
依
頼
は
東
宮
職
に
て
起
案
・
決
裁
さ
れ
た
後
、
大
臣
官

房
庶
務
課
を
経
て
関
係
官
庁
へ
と
周
知
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
翌
十
五
日
、
摂
政

宮
は
焼
け
跡
の
被
災
地
を
乗
馬
に
て
御
視
察
に
な
っ
た
。
午
前
六
時
に
赤
坂
離
宮

を
出
門
さ
れ
た
摂
政
宮
は
、
三
時
間
余
り
被
災
地
を
巡
ら
れ
た
。
供
奉
員
は
奈
良

武
次
侍
従
武
官
長
、
福
田
雅
太
郎
関
東
戒
厳
司
令
官
、
関
屋
貞
三
郎
宮
内
次
官
ら

ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
こ
の
短
時
間
の
内
に
焦
土
と
化
し
た
神
田
、
日
本
橋
、
京

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
一
帯
の
焼
け
跡
を
御
遠
望
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
被
害
の
実
情
を
確
か
め
ら
れ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
後
、
三
崎
町
通
り
、
水
道
橋
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
て
視
察
さ
れ
た
上
野
公
園
で
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
田
秀
次
郎
東
京
市
長
ら
関
係
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
被
害
状
況
を
直
接
聴
取
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
（
東
宮
職
「
震
災
録
」
一
、
及
び
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

臣
官
房
庶
務
課 

「
震
災
録
」
二
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
し
た
御
視
察
の
模
様
は
東
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
に
お
い
て
発
表
事
項
の
調
整
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
さ
れ
、
還
啓
後
に
「
摂
政
殿
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
地
御
視
察
概
況
ノ
御
発
表
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
な
さ
れ
た
（
東
宮
職
「
日
誌
」
）
。

前
掲
の
東
宮
職
「
震
災
録
」
一
に
綴
ら
れ
て
い
る
「
摂
政
宮
御
巡
視
」
と
題
す
る

原
稿
は
「
陸
軍
」
罫
紙
を
用
い
て
お
り
、
東
宮
職
と
陸
軍
と
の
間
で
発
表
事
項
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
摂
政
宮
の
御
動
静
や
お
道
筋
が
記
さ

れ
て
お
り
、
新
聞
報
道
や
震
災
関
連
の
出
版
物
の
情
報
源
と
な
っ
た
。

　

御
巡
視
を
終
え
た
一
時
間
後
、
宮
内
省
か
ら
日
光
の
天
皇
・
皇
后
へ
摂
政
宮
の

東宮職

図表１　御視察手続きの流れ

大臣官房庶務課

東 宮 職 文 書 掛 

東 宮 事 務 官 

￬

立案

東 宮 大 夫  

￬決裁

東宮職中一般等 

￬通知

大臣官房庶務課 

宮 内 大 臣・次 官 

￬

立案

関 係 官 庁

￬

決裁

通知



た
。
だ
が
十
五
日
に
し
て
も
完
全
に
復
旧
し
た
と
は
言
え
ず
、
宮
内
省
内
で
も
東

宮
職
、
大
臣
官
房
庶
務
課
な
ど
の
関
係
部
署
が
調
整
を
続
け
た
結
果
、
御
視
察
は

実
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 

三
　
罹
災
者
へ
の
救
恤
・
下
賜

　

被
災
地
の
御
視
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、
罹
災
者
へ
の
救
恤
も
行
わ
れ
た
。
大
正
十

二
年
九
月
三
日
、
罹
災
者
救
恤
の
た
め
、
内
帑
金
一
千
万
円
が
摂
政
宮
を
通
じ
て

内
閣
総
理
大
臣
山
本
権
兵
衛
へ
下
賜
さ
れ
た
（
『
官
報
』
号
外
、
九
月
四
日
付
）
。

午
後
六
時
三
十
分
の
こ
と
で
、
そ
の
際
山
本
首
相
は
摂
政
宮
よ
り
復
旧
・
復
興
へ

の
道
筋
を
示
し
た
「
御
沙
汰
」
を
賜
っ
た
。
続
く
本
章
で
は
、
宮
内
省
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
救
恤
金
下
賜
の
手
続
き
が
な
さ
れ
た
の
か
、
見
て
ゆ
き
た
い
。

 
 

ま
ず
、
大
臣
官
房
庶
務
課
で
救
恤
金
の
下
賜
に
つ
い
て
起
案
が
な
さ
れ
た
。 

「
恩

賜
録
」
一
（
識
別
番
号
二
三
四―

一
）
に
収
め
ら
れ
た
鑑
文
書
に
よ
れ
ば
「
金
壱
千
万

円
」を 

「
今
般
震
災
ニ
付
、
被
害
惨
状
ヲ
極
ム
ル
趣
ニ
有
之
候
ニ
付
テ
ハ
賑
恤
ノ
思

召
ヲ
以
テ
内
帑
金
下
賜
可
相
成
哉
」と
伺
い
が
な
さ
れ
た
。
大
臣
官
房
庶
務
課
で
起

案
さ
れ
た
の
ち
、
侍
従
長
、
内
蔵
頭
を
経
て
大
臣
・
次
官
の
決
裁
に
至
っ
た
。 

天
皇

の
側
近
部
局
で
あ
る
侍
従
職
、 

皇
室
財
政
を
預
か
る
内
蔵
寮
に
も
そ
の
職
掌
か
ら

回
議
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
「
五
百
万
円
」と
当
初
記
さ
れ
て
お
り
、
一
千
万
円

に
訂
正
さ
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
同
日
に
は
宮
内
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣

に
宛
て
て
通
牒
が
発
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
九
月
十
六
日
、
内
務
大
臣
後
藤
新
平
は
内
閣
総
理
大
臣
山
本
権
兵
衛
に

救
恤
金
一
千
万
円
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
閣
議
に
諮
る
よ
う
願
い
出
た
（
「
大
正
十

二
年
関
東
大
震
災
関
係
書
類
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。
内
容
は
物
資
配
給
や
「
幼
老

婦
女
」
に
優
先
し
て
配
分
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、 

「
御
救
恤
ノ
聖
旨
ヲ

最
遍
ク
罹
災
者
ニ
伝
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、 

且
又
最
適
切
ニ
各
人
共
通
ノ
欠
乏
ヲ
救

フ
」
に
は
現
金
を
罹
災
者
へ
均
等
に
配
分
す
る
こ
と
が
適
切
だ
と
提
案
す
る
も
の
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で
あ
っ
た
。
九
月
二
十
日
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
る
と
、
被
災
し
た
一
府
六
県 

（
東

京
府
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
静
岡
県
、
埼
玉
県
、
山
梨
県
、
茨
城
県
）
に
分

配
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
全
国
か
ら
の
義
捐
金
と
合
わ
せ
て
恩
賜
金
は
臨
時
震
災

救
護
事
務
局
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
（ 

『
官
報
号
外
』
九
月
二
十

二
日
、
勅
令
第
四
百
二
十
二
号
）
。

　

他
方
、
宮
内
省
で
は
こ
の
一
千
万
円
の
調
達
準
備
は
、
既
に
震
災
当
日
よ
り

着
手
さ
れ
て
い
た
。
九
月
一
日
、
内
蔵
頭
山
崎
四
男
六
は
宮
内
大
臣
牧
野
伸
顕

に
次
の
よ
う
な
上
申
を
し
た
（
大
臣
官
房
文
書
課
「
会
計
雑
録
」
二
、
識
別
番

号
七
一
二―

二
）
。

　
　

今
般
関
東
地
方
大
震
災
ニ
付
テ
ハ
救
恤
ノ
賜
金
其
他
関
係
諸
費
追
加
予
算

　
　

決
定
前
ニ
候
得
共
、
左
記
ノ
通
緊
急
支
出
ヲ
要
シ
繰
替
払
ヲ
必
要
ト
認
メ

　
　

候
条
、
会
計
処
務
規
程
第
六
十
四
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
此
段
上
申
候
也

　
　
　
　

金
千
百
五
拾
万
円　
　

災
害
費

　

文
中
に
あ
る
会
計
処
務
規
定
第
六
十
四
条
の
規
定
で
は
、
後
述
す
る
皇
室
会

計
令
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
「
繰
替
払
」
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
理
由

と
金
額
を
宮
内
大
臣
に
上
申
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
大
臣
官
房
調
査
課
「
訓

令
録
」
一
、
大
正
二
年
、
識
別
番
号
一
一
八
〇―

一
）
。
こ
の
上
申
を
受
け
て

牧
野
伸
顕
宮
内
大
臣
か
ら
、
大
正
天
皇
の
代
理
で
あ
っ
た
摂
政
宮
へ
伺
書
が
呈

さ
れ
、
「
伺
済
」
の
印
が
捺
さ
れ
た
。
救
恤
金
下
賜
が
決
裁
さ
れ
た
九
月
三
日
、

次
に
見
る
よ
う
に
災
害
費
計
上
の
決
裁
に
際
し
て
は
文
書
課
で
起
案
が
な
さ
れ
、

参
事
官
を
経
て
大
臣
・
次
官
で
の
決
裁
が
な
さ
れ
た
。

 
 
 
 

立
案　

大
正
十
二
年
九
月
三
日　

文
書
課
長

 
 
 
 

決
裁　

大
正
〃　

年
〃
月
〃
日

 
 
 
 

大
臣　
　

参
事
官

 
 
 
 
 
 
 
 

次
官

　
　

今
般
関
東
地
方
大
震
災
ニ
付
テ
ハ
救
恤
ノ
賜
金
其
ノ
他
関
係
諸
費
ハ
追
加

　
　

予
算
決
定
前
ニ
候
ヘ
共
、
特
旨
ニ
由
リ
緊
急
ノ
支
出
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ

(７)



歳出経常部

歳出臨時部（震災費を除

く）

歳出臨時部震災費御賑

恤金

歳出臨時部震災費震災

関係費
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む
す
び
に
か
え
て

　

関
東
大
震
災
以
前
、
明
治
期
に
も
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
明
治
二

十
四
年
十
月
二
十
八
日
の
濃
尾
震
災
で
あ
る
。
発
災
直
後
、
明
治
天
皇
よ
り
救
恤

金
一
万
三
千
円
が
岐
阜
・
愛
知
両
県
へ
そ
れ
ぞ
れ
下
賜
さ
れ
、
被
害
状
況
の
視
察

に
は
侍
従
が
差
遣
さ
れ
た
（
内
事
課
「
恩
賜
録
」
四
、
識
別
番
号
二
〇
二―

四
、「
各
地

災
害
状
況
③
五
八―

七
」
識
別
番
号
五
二
三
〇
〇
）
。 

過
去
こ
う
し
た
大
災
害
が
起

き
る
と
、
天
皇
・
皇
后
よ
り
侍
従
が
差
遣
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。

　

翻
っ
て
、
関
東
大
震
災
の
対
応
を
見
る
と
、
摂
政
宮
に
よ
る
被
災
地
現
地
へ
の

御
視
察
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
救
恤
金
一
千
万
円
と
い
う
金
額
を

見
て
も
異
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
震
災
対
応
の

裏
面
で
、
宮
内
省
職
員
が
粛
々
と
進
め
て
い
た
文
書
手
続
き
の
一
断
面
を
見
て
き

た
。
た
だ
、
本
論
で
紹
介
し
た
の
は
関
東
大
震
災
関
係
の
公
文
書
の
ご
く
一
端
に

過
ぎ
ず
、
他
日
、
丹
念
に
実
証
し
た
試
み
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
１
）
大
川
三
郎
「
震
災
時
の
摂
政
宮
殿
下
」
（
猪
瀬
直
樹
監
修
『
目
撃
者
が
語
る
昭
和
史
』
第
一
巻

　

昭
和
天
皇
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九
年
）
、
初
出
は
『
婦
人
画
報
』
大
正
十
二
年
。

（
２
）
伊
藤
之
雄
『
昭
和
天
皇
伝
』
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
一
年
）
百
二
十
三
頁
、
同
『
昭
和
天
皇
と

　

立
憲
君
主
制
の
崩
壊―

睦
仁
・
嘉
仁
か
ら
裕
仁
へ―

』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
四

　

百
二
十
八
頁
。

 

（
３
） 

堀
口
修
「
関
東
大
震
災
と
皇
室
及
び
宮
内
省
」（
『
大
倉
山
論
集
』
第
五
十
七
輯
、
二
〇
一
一
年
）な

　

ど
。

（
４
）
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
一
三
年
。

（
５
）
『
牧
野
伸
顕
日
記
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
八
十
七
頁
。

 

（
６
） 

『
侍
従
武
官
長
奈
良
武
次
日
記
・
回
顧
録
』
第
一
巻
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
百
八
十
四
頁
。

 

（
７
） 

『
都
史
資
料
集
成　

第
六
巻　

関
東
大
震
災
と
救
護
活
動
』（
東
京
都
、
二
〇
〇
五
年
）
四
十
八
～

 
 

四
十
九
頁
、「
甲
第
十
三
報
（
九
月
十
二
日
午
後
）
調
査
課　

非
常
災
害
救
護
情
報
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
内
公
文
書
館
公
文
書
調
査
室
）

　
　

テ
皇
室
会
計
令
第
四
十
一
条
ノ
規
定
ニ
該
当
候
ニ
付
、
皇
室
会
計
令
施
行
規

　
　

 
 
 
 

命
令
相
成
可
然
哉

　

文
中
の
皇
室
会
計
令
第
四
十
一
条
に
よ
れ
ば
、
追
加
予
算
の
決
定
前
で
あ
っ
て

（
『
官
報
』
、
明
治
四
十
五
年
七
月
十
日
付
）
。 

こ
の
法
的
な
根
拠
を
も
と
に
救
恤
賜

金
な
ど
を
含
む
震
災
費
の
「
繰
替
払
」を
行
う
こ
と
で
対
処
し
た
。
非
常
時
で
現
金

が
不
足
す
る
な
か
、
通
常
会
計
主
管
部
局
長
官
と
調
整
し
て
財
源
を
捻
出
す
る
方

法
で
あ
っ
た
。こ
の
一
千
百
五
十
万
円
の
内 

、
一
千
万
円
が
救
恤
賜
金
に
あ
て
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
表
２
は
大
正
十
二
年
度
歳
出
決
算
を
円
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

典
拠
は
大
正
十
三
年
八
月
十
五
日
、
内
蔵
頭
か
ら
宮
内
大
臣
へ
提
出
さ
れ
た
決
算

書
で
あ
る
（
識
別
番
号
六
四
〇
三
四
）
。
歳
出
経
常
部
・
歳
出
臨
時
部
三
千
四
百
四

十
八
万
六
千
四
百
六
十
九
円
二
十
六
銭
の
う
ち
、
震
災
費
に
つ
い
て
は
歳
出
決
算

の
な
か
で
約
三
十
五
％
を
占
め
た
。 

当
初
、
震
災
費
の
要
求
額
は
御
賑
恤
金
一
千

万
円
を
含
め
て
一
千
百
五
十
万
円
で
あ
っ
た
が
、
歳
出
決
算
で
百
六
十
九
万
九
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

四
百
二
十
五
円
一
銭
と
な
っ
た
。 

震
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

関
係
費
の
使
途
は
主
に
震
災
対
応
に
必

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要
な
工
事
費
・
警
衛
費
・
人
件
費
な
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
実
際
に
は
全
て
実
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、 

震
災
後
の
混
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

か
ら 

「
註
文
品
ノ
未
納
又
ハ
延
著
、 

職

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工
又
ハ
工
事
材
料
ノ
払
底
等
ニ
因
リ
進

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
ヲ
妨
ケ
ラ
レ
シ
」
た
め
で
、
翌
年
に
持

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
越
さ
れ
た
。　
　
　

14,972,560 円 67 銭
　　　41％

7,814,484 円 58 銭
　　　24％

10,000,000 円
            30％

1,699,425 円 1 銭
　　　５％

図表２　大正 12 年度歳出決算

※内蔵寮「大正十二年度　通常特別会計歳入歳出決算書類」より作成。

則
第
八
十
八
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
左
案
ヲ
以
テ
通
常
会
計
主
管
部
局
長
官
ニ

も
緊
急
の
支
出
を
要
す
る
場
合
は
「
繰
替
払
」
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た



　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
宮
内
省
巡
回
救
療
班
（
以
下
「
救
療
班
」
と
い
う
）
の
活
動
実
態

を
明
ら
か
に
し
う
る
新
出
資
料
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
図
録
中
で
も
言

及
し
た
と
お
り
、
救
療
班
は
関
東
大
震
災
発
生
後
に
罹
災
民
収
容
施
設
な
ど
を

巡
回
し
て
救
療
活
動
に
取
り
組
ん
だ
宮
内
省
の
組
織
で
あ
る
。

　

救
療
班
の
設
置
経
緯
や
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
宮
内
省
が
編
纂
し
た

「
宮
内
省
臨
時
災
害
事
務
紀
要
」（
以
下
「
紀
要
」と
い
う
）や
救
療
班
が
活
動
終
了

後
に
提
出
し
た
報
告
書
（
「
宮
内
省
巡
回
救
療
班
報
告
書
」
、
以
下
「
報
告
書
」と
い

う
）
及
び
そ
れ
ら
を
基
礎
資
料
と
し
て
研
究
を
進
め
た
堀
口
修
「
関
東
大
震
災
時

に
お
け
る
宮
内
省
巡
回
救
療
班
の
活
動
に
つ
い
て
」
に
詳
し
い
。  

 

　

特
に
、
堀
口
氏
の
論
考
は
救
療
班
を
主
題
に
取
り
あ
げ
た
唯
一
の
研
究
で
あ

り
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
堀
口
氏
が
活
用
し
た
「
紀
要
」
や
「
報
告

書
」は
、 

大
正
十
三
年
（
一
九
二
三
）
・
十
四
年
に
編
ま
れ
た
編
纂
物
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
一
次
資
料
で
は
な
い
。 

「
紀
要
」
に
つ
い
て
は
、 

本
図
録
三
十
四
頁
で
も

紹
介
し
た
通
り
、 

多
く
の
デ
ー
タ
を
集
積
し
て
作
成
さ
れ
た
詳
細
な
震
災
記
録

で
あ
る
。こ
の
点
は
、 

「
報
告
書
」も
同
様
で
あ
る
が
、
両
書
の
記
述
中
に
は
若
干

の
誤
記
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
編
纂
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
当
時
現
場
で
医
療
活
動

に
奔
走
し
た
職
員
た
ち
の
実
情
も
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
描
き
に
く
い
。「
紀
要
」

や
「
報
告
書
」
と
合
わ
せ
て
一
次
資
料
を
活
用
し
、
救
療
班
を
分
析
す
る
こ
と

は
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

59　「巡療日誌」からみる宮内省巡回救療班の活動（宮間）

「
巡
療
日
誌
」
か
ら
み
る
宮
内
省
巡
回
救
療
班
の
活
動

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
中
に
は
、
右
の
課
題
を
解
決
し
う
る
一

次
資
料
＝
救
療
班
が
作
成
し
た
同
時
代
の
活
動
記
録
が
い
く
つ
か
伝
来
し
て
い

る
。
こ
の
資
料
群
に
つ
い
て
、
筆
者
が
本
展
の
準
備
過
程
で
調
査
を
進
め
た
結

果
、
救
療
班
さ
ら
に
は
広
く
災
害
史
研
究
の
素
材
と
し
て
も
有
用
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
研
究
史
上
で
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
救
療
班
が
作
成
し
た
日
誌
で
あ

る
「
巡
療
日
誌
」
の
一
部
を
紹
介
し
、
救
療
班
の
活
動
の
一
端
を
紐
解
き
た
い
。

　
　

一　

「
巡
療
日
誌
」
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
本
稿
の
前
提
と
し
て
「
巡
療
日
誌
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

　

救
療
班
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
十
四
日
か
ら
実
質
的
に
活
動

を
開
始
し
、
翌
十
三
年
三
月
ま
で
医
療
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
救
療
班
の
報

告
で
は
そ
の
間
診
察
し
た
人
数
は
、
二
十
二
万
四
千
名
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。

救
療
班
は
、
全
九
班
で
構
成
さ
れ
、
各
班
が
決
め
ら
れ
た
区
域
内
に
お
い
て
被

災
者
の
救
療
活
動
に
従
事
し
た
。
移
動
手
段
に
は
自
動
車
（
本
図
録
三
十
一
頁
、

写
真　

）
な
ど
を
用
い
、
被
災
者
を
無
償
で
診
療
し
た
。
お
お
よ
そ
各
班
は
、

班
長
以
下
、
小
児
科
・
婦
人
科
・
内
科
・
外
科
の
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
婦
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
。

　

現
在
、
宮
内
公
文
書
館
に
伝
来
し
て
い
る
「
巡
療
日
誌
」
の
題
を
有
す
る
日

記
は
全
部
で
五
冊
確
認
で
き
る
。「
巡
療
日
誌
」は
、
原
則
と
し
て
活
動
の
基
礎
単

(1)

(2)

(3)

(4)

（5）

44

（6）

ー
第
一
班
を
中
心
に
ー

宮
間　

純
一

（7）

論
考
３
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位
と
な
る
班
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
。
五
冊
の
内
訳
は
、
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
・
二
班
と
横
浜
へ
出
張
し
た
第
四
・
九
班
は
各
一
冊
ず
つ
日
誌
が
作
成

さ
れ
、
第
三
・
五
・
六
・
八
班
（
第
八
班
は
十
二
月
十
五
日
に
、
第
五
班
は

同
月
三
十
一
日
に
廃
止
）
と

第
四
班
が
九
月
二
十
日
に
横

浜
方
面
へ
出
張
す
る
ま
で
の
日
誌
は
一
冊
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
の
日
誌
も
、
大
部
分
に
宮
内
省
の
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
班
員
が

巡
回
し
た
地
域
、
伝
染
病
な
ど
の
特
徴
的
な
症
例
、
診
療
し
た
患
者
の
人
数
、

配
布
し
た
物
資
、
班
員
の
所
感
や
印
象
的
で
あ
っ
た
出
来
事
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
、
当
該
期
の
被
災
地
に
お
け
る
医
療
の
現
実

と
医
療
従
事
者
の
立
場
か
ら
み
た
被
災
地
の
様
相
が
読
み
取
れ
る
。

　

本
稿
の
限
ら
れ
た
紙
数
で
は
、
五
冊
の
「
巡
療
日
誌
」
の
す
べ
て
を
紹
介
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
第
一
班
の
日
誌
の
う
ち
特
に
九
月
中
の

特
徴
的
な
記
事
を
取
り
あ
げ
、
残
り
の
分
析
に
つ
い
て
は
後
日
の
成
果
を
待
ち

た
い
。

　
　
　

二　

第
一
班
の
組
織

　

救
療
班
第
一
班
は
、
大
正
十
二
年
九
月
十
三
日
に
編
制
さ
れ
、
翌
十
四
日
に

実
質
的
活
動
を
開
始
し
、
翌
年
三
月
二
十
日
に
終
了
し
て
い
る
。「
報
告
書
」
に
よ

れ
ば
、
第
一
班
の
担
当
地
域
は
当
初
、
本
郷
区
、
下
谷
区
、
浅
草
区
、
本
所
区
、深
川

区
、
大
島
町
、
砂
町
、
三
河
島
方
面
で
あ
っ
た
。こ
れ
が
九
月
三
十
日
に
改
正
さ
れ
、

本
郷
区
、
下
谷
区
、
浅
草
区
、
王
子
方
面
と
な
っ
た
。

　

「
職
員
簿
」
に
よ
れ
ば
救
療
班
に
は
、
五
十
六
名
の
医
師
、
四
十
六
名
の
看
護
婦

が
動
員
さ
れ
た
。
各
班
は
、
専
門
医
と
看
護
婦
・
産
婆
な
ど
十
数
名
程
度
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
救
療
班
の
医
師
に
は
、
帝
国
大
学
出
身
の
医
師
な
ど
が
臨
時
に
宮

　

表１「巡療日誌」一覧

表紙 年代幅 識別番号
1 巡療日誌　第一班 大正12年９月14日～大正13年３月20日 27018
2 巡療日誌　第二班 大正12年９月14日～大正13年３月20日 27019
3 巡療日誌　第三班以下 大正12年９月14日～大正13年３月27日 27020
4 横浜　巡療日誌　第四班 大正12年９月20日～大正13年３月25日 27021
5 横浜　巡療日誌　第九班 大正12年10月27日～大正13年３月25日 27022

(8)

(9)

(10)

写真１ 巡療日誌

写真２ 上野不忍池屯所における第一班

の診療 (10 月 25 日撮影、大臣官房庶務

課「震災録」大正 12 ～ 13 年のうち）



61　「巡療日誌」からみる宮内省巡回救療班の活動（宮間）

　
　

三
　
活
動
初
日
の
様
相

　
本
章
と
次
章
で
救
療
班
第
一
班
が
作
成
し
た
「
巡
療
日
誌
」
の
記
述
か
ら
九

月
中
の
同
班
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
以
後
本
文
中
の
記
述
・

引
用
が
、
「
巡
療
日
誌
」
を
典
拠
と
す
る
場
合
は
出
典
表
記
を
省
略
す
る
。

　
救
療
班
第
一
班
は
、
活
動
第
一
日
目
の
大
正
十
二
年
九
月
十
四
日
午
前
九
時

四
十
分
、
自
動
車
で
宮
内
省
を
出
発
し
た
。
一
行
は
、
京
橋
際
に
出
て
日
本
橋

よ
り
茅
場
町
を
経
由
し
、
永
代
橋
へ
向
か
っ
た
。
彼
ら
が
道
中
で
見
た
の
は
、「
何

処
も
荒
涼
た
る
焼
跡
に
し
て
、
昨
日
の
繁
華
を
語
る
は
唯
大　

の
残
骸
の
み
」と

い
う
悲
惨
な
情
景
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
濁
流
の
隅
田
川
を
渡
り
、
越
中
島
へ

向
か
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
同
所
の
被
災
民
は
大
方
施
設
に
収
容
さ
れ
た
と
の

情
報
を
警
官
か
ら
得
て
目
的
地
を
変
更
し
た
。
避
難
民
の
状
況
に
つ
い
て
、
正

確
な
情
報
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
出
発
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

再
出
発
し
た
一
行
は
、
深
川
八
幡
宮
を
左
手
に
見
な
が
ら
、
洲
崎
方
面
へ
と

向
か
っ
た
。 

八
幡
宮
付
近
は
、 

「
陸
軍
に
よ
り
既
に
充
分
に
診
療
せ
ら
る
」と
判

断
し
た
た
め
素
通
り
し
た
。
発
災
後
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
組
織
が
活
動
し

て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
手
が
回
り
き
ら
な
い
地
域
は
多
数
あ
り
、
救
療
班
は
そ

う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
優
先
的
に
診
察
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

洲
崎
付
近
（
西
平
井
町
）
に
到
着
す
る
と
第
一
班
は
初
め
て
患
者
を
診
た
。

こ
こ
で
診
察
し
た
の
は
、
大
人
ば
か
り
十
二
名
で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
上
野
の

岩
崎
邸
公
園
へ
と
向
か
っ
た
。
途
中
の
道
で
は
通
行
不
能
と
な
っ
て
い
る
橋
が

あ
り
、
遠
回
り
を
強
い
ら
れ
た
。
ど
う
に
か
岩
崎
邸
公
園
に
到
着
す
る
と
、
避

難
民
三
千
百
九
十
余
名
が
、
ト
タ
ン
張
の
小
屋
を
作
っ
て
居
住
し
て
い
る
光
景

が
目
に
入
っ
て
き
た
。 

「
見
る
人
尽
く
暗
涙
を
催
す
可
け
ん
」と
の
班
員
の
所
感

が
日
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
各
種
の
救
護
班
が
活
動
し
て
い
た
が
、

医
療
は
「
未
ダ
充
分
な
ら
ざ
る
が
如
し
」
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
救
療
班
は
二

　
　　

(11)

表２　救療班第一班診療者数（大正 12 年９月 14 ～ 20 日）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
省
嘱
託
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

班
の
班
長
柳
沢
包
雄
は
、
婦
人
科
を
専
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
す
る
医
師
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

救
療
班
は
、
往
診
・
来
診
と
も
に
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
が
、
第
一
班
の
屯
所
と
し
て
は
、
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
忍
池
、
浅
草
本
願
寺
内
な
ど
数
か
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
用
さ
れ
た
。 

「
救
療
日
程
表
綴
」
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

ば
、
活
動
終
了
ま
で
に
第
一
班
が
診
療
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
患
者
の
総
数
は
合
計
で
約
二
万
五
千
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
の
ぼ
っ
た
。
同
資
料
を
も
と
に
、
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
始
か
ら
一
週
間
の
患
者
の
内
訳
を
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
図
録
の
三
十
頁
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

救
療
班
は
、
小
児
・
婦
人
の
救
療
を
主
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
第
一
班
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
巡
療
日
誌
」
冒
頭
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
大
震
災
遭
難
に
際
し
、
畏
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
皇
后
陛
下
に
は
罹
災
傷
病
者
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
憂
ひ
さ
せ
給
ひ
、
深
き
御
慈
心
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
こ
れ
ら
罹
災
者
、
殊
に
小
児
及
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
に
対
し
、
有
り
難
き
救
療
の
御
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

召
に
基
つ
き
、
茲
に
宮
内
省
巡
回
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

療
班
は
組
織
せ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
か
る
活
動
趣
意
の
も
と
救
療
班
は
、

小
児
科
・
婦
人
科
を
中
心
と
し
て
編
制
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
外
科
か
ら
歯
科
ま

で
幅
広
い
科
目
の
医
療
が
求
め
ら
れ
た
。
被
災
地
医
療
の
実
情
が
垣
間
見
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日 診療地域 小児科 産科 婦人科 内科 外科 眼科 皮膚科 歯科 計
14 深川区 15 0 0 36 10 0 0 0 61

深川区霊岸町付近 0 1 0 4 4 0 0 0 9
本所区 4 0 1 14 2 2 5 0 28
下谷区上野公園 21 7 0 31 6 1 1 0 67
南千住第三瑞光小学校 1 0 0 5 4 0 0 0 10

17 深川区 30 5 0 42 11 5 1 1 95
本所区向島大倉邸 6 0 0 8 17
南千住 20 2 0 28 71

19 下谷区博物館 13 1 1 31 53
深川区越中島 12 0 0 31 8 3 0 0 54
南千住 2 0 0 23 8 0 1 0 34

124 16 2 253 499104合計

20

3
21
7

15

16

18

夏宀
（
廈
）
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十
九
名
の
大
人
・
小
児
を
診
察
し
た
。

　

同
地
で
の
診
療
か
ら
は
、
食
物
・
飲
料
に
起
因
し
て
大
人
に
は
胃
腸
カ
タ
ル

で
下
痢
を
す
る
も
の
が
、
小
児
で
は
消
化
不
良
の
患
者
が
多
い
と
日
誌
に
は
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、 

「
驚
愕
心
労
」
の
結
果
、
「
乳
分
泌
障
害
」
を
起

こ
し
、
授
乳
に
困
難
を
来
す
母
親
が
多
く
、「
ミ
ル
ク
の
施
与
を
急
務
と
す
」と
第

一
班
の
班
員
た
ち
は
感
じ
た
。こ
の
後
、
猿
江
町
及
び
東
京
瓦
斯
会
社
深
川
製
造

所
に
も
出
向
き
大
人
十
四
名
、
小
児
六
名
の
患
者
を
診
察
し
て
、
午
後
四
時
六
分

帰
省
し
た
。こ
の
日
一
日
を
総
括
し
て
日
誌
に
は
次
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
た
。

　
　

此
の
日
の
巡
回
診
療
を
総
括
す
る
に
、
範
囲
は
深
川
区
に
し
て
、
患
者
の
多

　
　

数
胃
腸
障
碍
に
し
て
小
児
は
消
化
不
良
症
な
り
、
少
数
の
火
傷
、
打
撲
傷
、

　
　

気
管
支
炎
患
者
を
見
た
り
。
産
科
的
疾
患
な
し
。

　

初
日
の
記
事
か
ら
は
、
発
災
後
二
週
間
を
経
て
も
な
お
、
医
療
が
行
き
届
い
て

い
な
か
っ
た
こ
と
と
救
療
班
が
手
探
り
で
活
動
を
始
め
た
様
子
が
わ
か
る
。

　
　
　

四
　
被
災
民
か
ら
救
療
班
へ
の
期
待

　

救
療
班
は
、
活
動
趣
意
を
掲
げ
た
ビ
ラ
を
配
布
し
な
が
ら
移
動
し
た
。こ
の
ビ

ラ
は
、
本
図
録
写
真　

で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
ビ
ラ
は
、
活
動
開
始
時
に

用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
九
月
十
六
日
よ
り
配
布
を
開
始
し
た
。
最
初
に
五

万
枚
、
追
加
で
三
万
枚
も
の
枚
数
が
印
刷
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
宣
伝
が
功

を
奏
し
た
の
か
、
患
者
は
増
加
し
た
。
九
月
に
七
千
五
百
九
名
で
あ
っ
た
患
者
数

は
、
十
月
に
四
万
八
千
百
六
十
三
名
、
十
一
月
に
四
万
八
千
九
百
七
十
三
名
と
増

加
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
患
者
が
増
え
た
の
は
宣
伝
効
果
だ
け
で
は
な
い
。
根
本
的
な
問
題
と

し
て
被
災
地
に
お
け
る
医
療
現
場
で
は
人
手
・
物
資
が
不
足
し
て
お
り
、
需
要

が
供
給
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
救
療
班
は
主
と
す
る
小
児
科
や

　

42
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写真３　第一班「巡療日誌」大正 12 年９月 14 日条



婦
人
科
だ
け
で
な
く
幅
広
い
症
例
を
取
り
扱
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
お
お
む
ね
被

災
者
や
被
災
者
を
収
容
す
る
施
設
で
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
が
日
誌
か
ら
読
み
取
れ

る
。
九
月
十
六
日
に
第
一
班
が
訪
れ
た
上
野
の
博
物
館
に
は
、
避
難
者
が
五
百

名
程
度
い
た
が
、
特
定
の
救
護
班
に
よ
る
設
備
は
な
か
っ
た
。
博
物
館
の
館
員

は
、 

「
本
班
の
来
訪
を
極
め
て
感
謝
」
し
た
と
い
う
。こ
の
日
、
第
一
班
は
博
物
館

前
に
お
い
て
初
め
て
妊
婦
を
診
察
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
第
一
班
が
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
は
見
ら
れ
る
。
九
月
二

十
日
、深
川
区
越
中
島
に
お
い
て
第
一
班
は
診
療
を
行
っ
た
が
、
同
所
は
他
の
救

護
団
が
引
き
払
っ
た
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
避
難
民
は
「
本
班
の
来
訪
を

大
に
喜
」
ん
だ
。
ま
た
、
同
日
第
三
瑞
光
小
学
校
に
も
往
診
し
て
い
る
が
、こ
こ
で

も
校
長
に
再
訪
（
十
六
日
に
も
往
診
し
て
い
る
）を
「
極
め
て
感
謝
」
さ
れ
て
い
る
。

翌
二
十
一
日
に
訪
れ
た
下
谷
龍
泉
寺
町
で
は
、
患
者
た
ち
が
「
本
班
の
診
療
に

大
に
期
待
」
し
て
い
る
こ
と
を
班
員
た
ち
は
感
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
誌
か
ら
は
、
被
災
地
に
お
け
る
深
刻
な
医
師
不
足
が
読
み
取

れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
救
療
班
は
訪
問
す
る
先
々
で
被
災
民
か
ら
歓
迎

さ
れ
て
お
り
、
期
待
度
も
高
か
っ
た
。
第
一
班
は
被
災
民
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
約
六
か
月
半
の
間
に
精
力
的
に
約
二
万
五
千
人
も
の
患
者
を
診
察
し
た
。

　
　
　

五　

貞
明
皇
后
の
行
啓

　

第
一
班
の
「
巡
療
日
誌
」
の
中
で
も
九
月
二
十
九
日
の
記
事
は
、
特
徴
的
で

あ
る
。
本
図
録
三
十
頁
で
も
解
説
し
た
よ
う
に
、
こ
の
日
、
貞
明
皇
后
は
震
災

の
発
生
に
よ
り
御
単
独
で
日
光
田
母
沢
御
用
邸
か
ら
上
野
公
園
内
の
罹
災
民
収

容
所
な
ど
へ
行
啓
。
救
療
班
第
一
班
は
、
そ
の
場
で
診
療
活
動
に
当
た
っ
て
お

り
、
行
啓
の
様
子
を
目
撃
し
て
い
る
。
興
味
深
い
記
述
な
の
で
関
係
す
る
記
事

を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63　「巡療日誌」からみる宮内省巡回救療班の活動（宮間）

写真４　９月 29 日貞明皇后上野罹災民収容所行啓

　　　　右：博物館正門　左：救療班第一班自動車

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大臣官房庶務課「震災録」大正 12 ～ 13 年）
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註
（
１
）「
宮
内
省
臨
時
災
害
事
務
紀
要
」は
、
二
種
類
存
在
す
る
。
詳
細
は
、
本
図
録
三
十
四
頁
参
照
。

（
２
）
大
臣
官
房
庶
務
課
「
震
災
録
」
大
正
十
二
～
十
三
年
（
識
別
番
号
一
二
八
四
九
）
の
う
ち
。

（
３
）
堀
口
修
「
関
東
大
震
災
時
に
お
け
る
宮
内
省
巡
回
救
療
班
の
活
動
に
つ
い
て
」　

（
一
）
・
（
二
）

 

（
『
大
倉
山
論
集
』
五
十
八
・
五
十
九
、
二
〇
一
二
・
二
〇
一
三
年
）
。

（
４
）
た
と
え
ば
、「
報
告
書
」
の
う
ち
「
第
一
救
療
班
ノ
成
立
」
七
行
目
か
ら
八
行
目
に
「
宮
内
省
臨
時

 

災
害
救
護
委
員
会
総
務
係
室
」と
あ
る
が
、こ
れ
は 

「
宮
内
省
臨
時
災
害
事
務
委
員
会
総
務
係
室
」

 

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
救
療
班
以
外
で
も
災
害
史
に
お
け
る
医
療
行
為
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
淳
『
関
東
大
震
災

 
―

消
防
・
医
療
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
検
証
す
る―

』 

（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
四
年
）や
、 

北
原

 

糸
子
『
関
東
大
震
災
の
社
会
史
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
一
年
）な
ど
が
あ
る
。

（
６
）
救
療
班
「
報
告
書
」
。

（
７
）
救
療
班
「
職
員
簿
」（
識
別
番
号
六
六
三
四
九
）
ほ
か
。

（
８
）
救
療
班
「
巡
療
日
誌　

第
三
班
以
下
」
十
二
月
十
五
・
三
十
一
日
条
。

（
９
）
救
療
班
「
巡
療
日
誌　

第
四
班
」
九
月
二
十
日
条
。

（　

）
同
註
（
７
）
。

（　

）
救
療
班
「
第
一
班
救
療
日
程
表
綴
」（
識
別
番
号
二
七
〇
二
三
）
。

（　

）「
報
告
書
」
。

（　

）『
都
新
聞
』
大
正
十
二
年
九
月
三
十
日
。 

な
お
、写
真
４
は
都
新
聞
が
撮
影
し
た
も
の
で
同
紙
に

 

は
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
 
 
)

第
一
班
の
「
巡
療
日
誌
」
十
月
三
日
条
に
「
此
日
文
部
省
よ
り
活
動
写
真
撮
影
技
師
を
伴
ひ
宮
内

 

省
巡
回
救
療
班
の
活
動
状
況
を
撮
影
し
た
り
」 

と
あ
る
よ
う
に
活
動
写
真
も
撮
影
さ
れ
た
よ
う
で

 

あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
で
き
て
い
な
い
。ち
な
み
に
、こ
の
件
に
つ
い
て
「
紀
要
」
に
は
、
次
の

 

よ
う
に
あ
る
。

　
 

　

文
部
省
学
芸
官
中
田
俊
造
氏
我
カ
班
ノ
救
療
状
況
ヲ
活
動
写
真
ニ
撮
影
シ
、
広
ク
天
下
ニ
伝

　
　

 

ヘ
テ
陛
下
御
仁
慈
ノ
一
端
ヲ
周
知
セ
シ
ム
ヘ
ク
、
殊
ニ
宮
内
省
カ
医
ヲ
派
シ
テ
自
ラ
率
先
シ

 
 
 
 
 

テ
此
ノ
窮
巷
ニ
入
リ
親
シ
ク
救
療
ニ
従
フ
ノ
状
ヲ
観
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ハ
、
国
民
教
育
上
ニ
モ

　
　

 

亦
必
須
ノ
事
ニ
属
ス
ト
為
シ
、
同
省
ノ
意
向
ヲ
齊
ラ
シ
テ
請
フ
処
ア
リ
、
十
月
三
日
ヲ
約
シ
、

　
　

 

技
師
数
名
ト
共
ニ
各
班
ニ
就
キ
テ
其
ノ
実
況
ヲ
撮
影
セ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

宮
内
公
文
書
館
公
文
書
調
査
室)

　
　

九
月
二
十
九
日　

晴
天

　
　

此
の
日
、
皇
后
陛
下
に
は
日
光
よ
り
御
還
啓
遊
ば
さ
る
、
午
前
十
一
時
十
五

　
　

分
（
実
際
に
は
二
十
五
分
）
上
野
駅
御
着
車
直
ち
に
上
野
公
園
に
成
ら
せ
ら

　
　

れ
全
市
罹
災
被
害
の
跡
を
御
弔
ひ
あ
り
、
博
物
館
正
門
に
於
て
特
に
御
下
車

　
　

の
上
、
同
門
内
に
於
て
本
班
が
病
者
の
診
察
治
療
の
有
様
に
親
し
く
御
眼
を

　
　

留
め
ら
れ
、
無
心
の
小
児
ま
で
も
一
々
御
慈
悲
深
き
御
慰
問
の
御
言
葉
を
賜

　
　

ひ
た
る
は
、
今
に
始
め
ぬ
事
な
か
ら
誠
に
畏
き
極
み
な
り
、
本
班
一
同
の
光

　
　

栄
此
上
も
な
き
事
に
し
て
深
く
之
を
記
念
せ
ん
と
す

　
　
　
　

患
者
四
十
二
名

　
　
　
　

小
児
十
九
名

　
　
　
　

重
症
な
し

　

摂
政
宮
と
同
じ
く
、
皇
后
に
よ
る
被
災
地
行
啓
も
当
時
に
あ
っ
て
は
画
期
的
な

出
来
事
で
あ
り
、
新
聞
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
貞
明
皇
后
の
思
召
に
基

づ
い
て
組
織
さ
れ
た
救
療
班
に
と
っ
て
、
二
十
九
日
の
行
啓
は
象
徴
的
な
出
来
事

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、 

「
巡
療
日
誌
」
の
う
ち
第
一
班
が
作
成
し
た
も
の
の
一
部
を
紹
介
し

て
き
た
。
救
療
班
の
記
録
は
、「
巡
療
日
誌
」だ
け
で
は
な
く
、
本
稿
で
も
触
れ
た
「
職

員
簿
」
や
「
救
療
班
日
程
表
綴
」
な
ど
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
図

録
中
で
い
く
つ
か
紹
介
し
た
よ
う
に
活
動
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
も
多
く
伝
来

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
一
次
資
料
を
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
「
紀
要
」
や
「
報
告
書
」

と
合
わ
せ
て
活
用
し
、
よ
り
実
証
的
な
研
究
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題

で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　

(14)

10111213

（13）

14



65  昭和天皇記念館

  昭和天皇記念館は、昭和天皇御在位 50 年

記念事業の一環として設置された国営昭和

記念公園の花みどり文化センター内に、平

成 17 年（2005）11 月 27 日に開館しました。

　緑を愛された昭和天皇の生物学ご研究や

昭和天皇、香淳皇后のご遺品、ゆかりのお品

を展示し、昭和天皇の 87 年にわたるご生涯

について多くの方々に知っていただくとと

もに、激動の昭和を顧みていただくことを

趣旨に、（公財）昭和聖徳記念財団が展示運

営を行っている登録博物館です。

　展示は、「昭和天皇 87 年のご生涯」と「昭

和天皇の生物学ご研究」を 2本の柱として、

特集コーナー、企画展示その他から構成さ

れています。

１　平常展示「昭和天皇 87 年のご生涯」

　ご生涯を「ご誕生・ご幼少時」、「皇太子・

摂政時」、「ご即位・激動の日々」、「巡幸・復

興の日々」、「ご公務」、「儀式・行事と行幸」、

「国際親善」、「平穏の日々・崩御」の 8コー

ナーに分けて時代順に展示しています。ま

た、ご生涯をまとめたダイジェスト映像、各

コーナーに置かれたその時代背景を示す補

完映像など映像展示も充実しています。

２　平常展示「昭和天皇の生物学ご研究」

吹上御苑にありました生物学御研究所の一

部を復元し、実際にご使用になった什器類

や「昆虫と植物」等の標本類などにより生物

学ご研究の一端を伺うことができます。

３　企画展示コーナーその他

　折々のテーマによる企画展示コーナー、

昭和天皇、香淳皇后ゆかりのお品・記念の

お品コーナー、服飾コーナーがあり、ほぼ

2カ月ごとに展示替えを行っています。

４　特集コーナー

　「関東大震災」（山本内閣親任式の図）、「鹵

簿」（即位の礼に向かわれる行列の模型）、

「終戦」（御前会議の絵画、玉音放送関係の

資料）、「巡幸」（戦後の全国巡幸）、「植樹祭」

の 5つのコーナーを設け、関連資料を展示

しています。　

５　大型展示コーナー

　国産初の御料車ニッサンプリンスロイヤ

ルの実物を展示しています。

　最後に、展示室を出ますとミュージアム

ショップがあり、観覧の記念となる様々な

グッズを扱っており皆様に好評です。

展示室

【ご利用案内】

開館時間　　

３ 月１日    

11 月１日    

・入館は閉館時間の 30 分前までです。　

休館日

　月曜日 (月曜日が休日の場合は直後の平日 )

　年末年始（12 月 31 日・1月 1日）、他　

入館料

　一　    般　　   　　　　  500 円（350 円）

大学生・高校生　 　          300 円（210 円）

中学生・小学生　 　          100 円 ( 70 円）

シルバー (65 歳以上の方 )　　　

・（　）内は 20 名以上の団体料金です。

・他に公園とのセット券もあります。

ホ－ムページ　http//www.f-showa.or.jp

9:30 ～ 17:00

9:30 ～ 16:30

10 月 31 日

 ２月 末日

～

～

　400 円

昭和天皇記念館
The Emperor Showa Memorial Museum



宮内庁宮内公文書館

宮内庁宮内公文書館の概要

　宮内庁書陵部図書課宮内公文書館では、宮内

省・宮内府・宮内庁で作成または取得された 8

万 5千点を超える公文書が一般の利用に供され

ています。

　宮内公文書館の前史には、宮内省図書寮にお

ける公文書管理の歴史があります。図書寮が設

置された明治 17 年（1884）時点の所掌事務には、

「帝室一切ノ記録ヲ編輯」することがあげられ、

明治 40 年公布の宮内省官制では「公文書類ノ

編纂保管」が明確に掲げられました。大正 3年

（1914）には、図書寮庶務課に公文書編纂掛・公

文書装釘掛が置かれ、同 6年に両掛は公文書掛

に統合されました。公文書掛は、宮内省が廃止

される昭和 22 年 (1947）5 月 2 日まで公文書に

66

関わる事務を継続して行いました。

　昭和 24 年 6 月 1 日、宮内府法が改正され宮内

庁が置かれると、公文書の管理を含む図書寮の

業務を引き継ぐ新たな部局として書陵部が設置

されました。昭和 31 年には書陵部監理課に公文

書係が新設され、同年 6月に図書課の所属とな

り、以後、同係は公文書に係る事務を専門的に

執り行ってきました。

　平成 22 年（2010）には、公文書等の管理に関す

る法律（平成 21 年７月１日法律第 66 号）の制

定を受けて図書課内に宮内公文書館が設置され

ました。現在、同館は国立公文書館等に指定され、

公文書の保存、利用、調査・研究等に関する業務

を行っています。

The Imperial Household Archives

旧庁舎で用いられていた公文書係の掲札

現在の公文書書庫・排架の状況

そうてい



利用案内

　利用の詳細は、ホームページをご覧いた

だくか、下記連絡先までお問い合わせくだ

さい。

電話　03－3223－1111（内線 3798）

住所　〒100－8111

　東京都千代田区千代田 1－1

ホームページ　

　http://www.kunaicho.go.jp/kunaicho/

　shinsei/kobunshokan.html

開室時間　

　午前９時 15 分から午後５時まで（ただ

し、入室及び特定歴史公文書等の出架受付

は午後 4時 30 分まで） 

休日　

　日曜日、土曜日及び祝日法による休日、

年末年始（12 月 28 日から 1月 4日まで）、

その他法令により休日に定められた日、

行事などにより利用業務に支障のある日

（原則として 2週間前までに公表）

出入門 

　出入する皇居の門は、北桔橋門。車で

の来庁はご遠慮願います（障がいをお持

ちの方などはお問い合わせください）。

所蔵資料について

　宮内公文書館には、明治２年（1869）

に宮内省が設立されて以来の皇室や宮内

省に関する文書、絵巻、絵図、写真など

が所蔵されています。同館は、これらの

貴重な資料を国民に提供するとともに未

来へ継承する役割を担っています。所蔵

資料は、左記ホームページにある「宮内

公文書館特定歴史公文書等目録」で検索

できます。

67  宮内公文書館

大正天皇実録

皇統譜料・後宮譜料

　皇統譜・後宮譜の編纂過程で作成された資料群。宮内省図書寮、

宮内府図書寮、宮内庁書陵部は、皇室の御系譜作成・皇統譜の保管

に関する業務を掌ってきた。

　大正天皇の御一代記。本文 85 冊。年表・索引・正誤表 10 冊。

昭和２年（1927）に編纂を開始し、同 11 年 12 月に脱稿した。

　宮内省の事業で作

成された絵巻。上は、

原在泉作「明治天皇

大喪儀絵巻物」（４巻）。

左は、二世五姓田芳

柳作「明治天皇御紀

附図稿本」（２巻）。

はらざいせん

ぎょき

たいそう ぎ

ご　せ　だ ほう

りゅう

きたはねばし
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    展示資料目録  

※出展した資料及び図録で取りあげた資料を一覧化した。

番号 名称 作成年 識別番号 作成部局・作者 所蔵等 図録写真番号

1 関東大震災写真集 大正12年 23126 ― 宮内公文書館 写真１・２・72
2 日誌 大正12年 25039 侍従職 宮内公文書館 写真３
3 赤坂離宮各御茶屋平面図 明治 38683 内匠寮 宮内公文書館 写真４
4 山本内閣親任式の図（震災内閣親任式の図） 昭和11年 ― 和田英作 御物 写真５・６
5 震災録２ 大正12年 10369-2 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真７・８・21・22
6 日誌 大正12年 24681 東宮職 宮内公文書館 写真９・10
7 御心を悩ませられる摂政殿下 昭和６年 ― 石井柏亭 復興記念館 写真12
8 麹町区五番町御巡視摂政宮殿下 大正13年 ― 徳永柳洲 復興記念館 写真13
9 行啓録２ 大正12年 29942 東宮職 宮内公文書館 写真14・15
10 皇太子裕仁親王御婚儀の件1～11 大正７・11年 26376-1～11 大臣官房調査課・秘書課 宮内公文書館 写真16～18
11 東宮御婚儀録１ 大正13年 7520-1 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真19・20
12 御料車馬録２ 大正12年 4571-2 主馬寮 宮内公文書館 写真23・24
13 会計雑録２ 大正12年 712-2 大臣官房文書課 宮内公文書館 写真25・26
14 摂政宮御沙汰 大正12年 ― ― 復興記念館 写真27
15 恩賜録　追加の部 大正12～昭和9年 26651 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真28
16 恩賜 大正12年 ― ― 復興記念館 写真29
17 恩賜録１ 大正12年 234-1 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真30
18 宮内省臨時災害事務紀要 大正14年 84453 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真31・52・53
19 日記 大正12年 85310 臨時災害事務委員会 宮内公文書館 写真32
20 震災録４ 大正12年 10369-4 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真33
21 重要雑録４ 大正13年 13201 帝室林野局 宮内公文書館 写真34
22 恩賜録１ 大正13年 6584-1 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真35
23 武彦王妃佐紀子女王殿下、寛子女王殿下、師正王殿下薨去の件１～５ 大正12年 26475-1～5 図書寮 宮内公文書館 写真36
24 行幸録２ 大正12年 29780 侍従職 宮内公文書館 写真37
25 震災当時ノ交通々信ニ関スル書類　 大正12年 95149 大臣官房文書課 宮内公文書館
26 訓令録 大正12年 1188 大臣官房秘書課・参事官室 宮内公文書館
27 震災録１ 大正12年 24692-1 東宮職 宮内公文書館 写真38・40
28 重要雑録２ 大正12年 23281-2 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真39
29 震災録 大正12～13年 12849 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真41・44～47
30 宮内省巡回救療班ビラ 大正12年 68137 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真42

31 救療日程表綴 大正12年
27023
～27031

内大臣府 宮内公文書館 写真43

32 飯台 大正12年 ― ― 復興記念館 写真48
33 非常用釜 大正12年 ― ― 復興記念館 写真48
34 杓文字 大正12年 ― ― 復興記念館 写真48
35 皇室令録２ 大正12年 13057-2 大臣官房秘書課・参事官室 宮内公文書館 写真49
36 宮内庁書陵部旧庁舎写真（中村一紀氏撮影） 平成７年 ― ― 個人蔵 写真50
37 重要雑録 大正10～昭和5年 24185 図書寮 宮内公文書館 写真51
38 告示録 大正12～13年 1173 大臣官房秘書課・参事官室 宮内公文書館
39 例規録 大正12～13年 2000 式部職 宮内公文書館 写真54
40 儀式録４ 大正12年 1663-4 式部職 宮内公文書館 写真55
41 観菊会録 大正12年 1880 式部職 宮内公文書館 写真56
42 摂政裕仁親王歌会始御懐紙　大正13年 大正13年 ― ― 御物 写真57
43 御歌録 大正13年 24435 御歌所 宮内公文書館 写真58
44 歌会始詠進懐紙 大正13年 80045 御歌所 宮内公文書館 写真59

45 貞明皇后御集　清書本上・中・下 昭和35年 73987～73989 書陵部図書課 宮内公文書館 写真60・61

46 幸啓録４ 昭和４年 7360-4 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真62
47 幸啓録４ 昭和５年 7801-1 大臣官房庶務課 宮内公文書館 写真76・78～80
48 震災写真帳 大正12年 23127 ― 宮内公文書館 写真63・65・67
49 昭和天皇行幸アルバム ― ― ― 横浜市史資料室 写真64・66・68～71
50 幸啓録５ 昭和５年 7801-2 大臣官房総務課 宮内公文書館 写真74

51 巡療日誌 大正12年
27018
～27022

内大臣府 宮内公文書館

52 大正天皇実録巻1～10・81 昭和12年
60001～
60010・60081

図書寮編修課 宮内公文書館
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主要参考文献一覧
（発表年順）

書籍など

大阪毎日新聞社編 『関東震災画報　第二輯』 大阪毎日新聞社 1923年

臨時震災救護事務局編 『震災被害並救護施設の概況』 臨時震災救護事務局 1924年

小池徳久 『横浜復興録』 横浜復興録編纂所 1925年
東京府編 『東京府大正震災誌』 東京府 1925年

東京市役所編 『東京震災録』前輯 東京市役所 1926年

内務省社会局編 『大正震災志』下 内務省社会局 1926年

横浜市役所編 『横浜市震災誌（未定稿）』第1冊 横浜市役所市史編纂係 1926年

東京市政調査会編 『帝都復興秘録』 宝文館 1930年

復興局編 『帝都復興完成式典並復興帝都御巡幸写真帖』 復興局 1930年

復興調査協会編 『帝都復興史』第1・3巻 興文堂書院 1930年

東京市役所編 『帝都復興祭志』 東京市役所 1932年

帝室林野局編 『帝室林野局五十年史』 帝室林野局 1939年

主婦の友社編 『貞明皇后』 主婦の友社 1971年

皇宮警察史編さん委員会編 『皇宮警察史』 皇宮警察本部 1976年

四竈孝輔 『侍従武官日記』 芙蓉書房 1980年

猪瀬直樹監修 『目撃者が語る昭和史』第1巻　昭和天皇 新人物往来社 1989年

伊藤隆・広瀬順晧 『牧野伸顕日記』 中央公論社 1990年

岩瀬行雄・油井一人編 『20世紀物故洋画家事典』 美術年鑑社 1997年
波多野澄雄・黒澤文貴編 『侍従武官長奈良武次日記・回顧録』第1巻 柏書房 2000年
和気郡史編纂委員会編 『和気郡史』通史編下巻Ⅱ 和気郡史刊行会 2002年

小沢健志編 『写真で見る関東大震災』 筑摩書房 2003年

神奈川県立博物館 『特別展図録　80年目の記憶―関東大震災といま―』 神奈川県立博物館 2003年

永井和 『青年君主昭和天皇と元老西園寺』 京都大学学術出版会 2003年

鈴木淳 『関東大震災―消防・医療・ボランティアから検証する―』 筑摩書房 2004年

伊藤之雄 『昭和天皇と立憲君主制の崩壊―陸仁・嘉仁から裕仁へ―』 名古屋大学出版会 2005年

東京都公文書館 『都史資料集成　第6巻　関東大震災と救護活動』 東京都 2005年

内藤陽介 『皇室切手』 平凡社 2005年

中央防災会議災害教訓の継承
に関する専門調査会編

『災害教訓の継承に関する専門調査会報告書　1923関東大震災』
中央防災会議災害教訓の継承に関する
専門調査会

2006年

鶴見祐輔 『〈決定版〉正伝・後藤新平』8 藤原書店 2006年

今井清一 『横浜の関東大震災』 有隣社 2007年

中央防災会議災害教訓の継承
に関する専門調査会編

『災害教訓の継承に関する専門調査会報告書　1923関東大震災　第2編』
中央防災会議災害教訓の継承に関する
専門調査会

2008年

中央防災会議災害教訓の継承
に関する専門調査会編

『災害教訓の継承に関する専門調査会報告書　1923関東大震災　第3編』
中央防災会議災害教訓の継承に関する
専門調査会

2008年

北原糸子 『関東大震災写真集』 吉川弘文館 2010年

横浜市史資料室編 『報告書　横浜・関東大震災の記憶』 横浜市史資料室 2010年

伊藤之雄 『昭和天皇伝』 文藝春秋 2011年

北原糸子 『関東大震災の社会史』 朝日新聞出版 2011年

葛飾区郷土と天文の博物館
『葛飾区制施行80周年記念特別展図録　東京低地災害史―地震、雷、火
事？･･･教訓！―』

葛飾区郷土と天文の博物館 2012年

武村雅之 『関東大震災を歩く　現代に生きる災害の記憶』 吉川弘文館 2012年

松葉一清 『『帝都復興史』を読む』 新潮選書 2012年

横浜都市発展記念館・横浜開港
資料館

『関東大震災90周年記念　関東大震災と横浜－廃墟から復興まで－』 横浜市ふるさと歴史財団 2013年

論文など

本多辰次郎 「大震火災と図書寮」 『中央史壇』第9巻第3号 1924年
杉栄三郎他 「座談会　図書寮と帝室博物館の思い出－杉栄三郎博士を囲んで－」 『日本歴史』第195号 1964年
諸井孝文・武村雅之 「関東大震災（1923年9月1日）による被害要因別死者数の推定」 『日本地震工学論文集』第4巻第4号 2004年

王京 「関東大震災と航空写真」

『環境に刻印された人間活動および災害
の痕跡解読』（神奈川大学21世紀COEプ
ログラム「人類文化研究のための非文字
資料の体系化」研究報告書）

2007年

松本洋幸 「資料よもやま話　『聖上陛下　復興の横浜へ行幸』」 『開港のひろば』第102号 2008年
高野 宏康 「東京都慰霊堂保管・関東大震災関係資料について」 『年報非文字資料研究』第5号 2009年
田中傑 「関東大震災後の罹災者収容バラックと三井諸会社による活動の位置づけ」 『年報非文字資料研究』第5号 2009年
堀口修 「関東大震災と図書寮」 『古文書研究』第67号 2009年
吉田律人 「横浜・関東大震災の記憶」 横浜市史資料室編『市史通信』第6号 2009年

高野 宏康
「『震災の記憶』の変遷と展示―復興記念館および東京都慰霊堂収蔵・関東
大震災関係資料を中心に」

『年報非文字資料研究』第6号 2010年

北原糸子 「関東大震災の義捐金について」 『年報非文字資料研究』第7号 2011年

高野 宏康
「東京都慰霊堂保管資料の整理と分類方法―関東大震災および「東京大空
襲」関係資料について―」

『年報非文字資料研究』第7号 2011年

堀口修 「関東大震災と皇室及び宮内省」 『大倉山論集』第57輯 2011年
吉田律人 「「関東大震災」研究の現在―震災80周年以後の研究動向を中心に―」 『年報首都圏史研究』第1号 2011年
堀口修 「関東大震災時における宮内省巡回救療班の活動について(1)」 『大倉山論集』第58輯 2012年
堀口修 「関東大震災と貞明皇后」 『大正大学研究紀要』第97号 2012年
吉田律人 「横浜市史資料室所蔵資料「関東大震災」画像データ目録の整備」 横浜市史資料室編『市史通信』第13号 2012年
堀口修 「関東大震災時における宮内省巡回救療班の活動について(2)」 『大倉山論集』第59輯 2013年
堀口修 「関東大震災と摂政裕仁親王」 『大正大学大学院研究論集』第37号 2013年
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